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第356号土坑（第297図）

位置　調査1区の西部，B4h4区。

重複関係　本跡は第149・374号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．46m，短径1．97mの楕円形で，深さは55cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは中央部に位置し，長径32cm，短径28cmの楕円形で，深さ54cmである。P2は西壁際

に位置し，長径63cm，短径42cmの楕円形で，深さ65cmであるo P2の西壁はオーバーハングしている。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子微量，第2層より色調が明るい
4　暗褐色　ローム粒子微量

5褐色ローム粒子多量

遺物縄文土器片38点が出土している。このうち，縄文土器片3点を抽出・図示した。1・3は探鉢の口綾部

片，2は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第297図　第356号土坑・出土遺物実測図

第356号土坑出土遺物観察表（第297図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

T P lOO 1　 5 ％
1

探　　 鉢 B （8 ．6 ） ロ緑 部片。 口縁部 はわず かに内攣する。背 に沈線 を有す る隆帯 石英 ・長石
縄文土器 に より文様 を描 出 し，文様 の先端部 は渦巻文を施 してい る。地 灰 褐色

文は R L の単 節 縄 文で，横 方向に施 している。 良好

2

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 胴 部 片 。胴 部はわずか に内攣す る。押庄文 を有す る隆帯 を懸垂 石英 ・長石 T P lO O 3　 5 ％
縄 文土器 させ，沈線 を縦方 向に施 している。 明褐色

普通

3

深　　 鉢 B （4 ．2 ） ロ緑 部片 0 口 線 部 はほぼ直立 する。口唇部は受け口状 を里 し， 石英 ・長石 T P lOO 2　 5 ％
縄 文 土器 内面に稜 を有する。沈線 を縦方向 に施 している。 黒褐色

良好
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第358号土坑（第298・299図）

位置　調査1区の西部，C4a4区。

規模と平面形　開口部は長径1．24m，短径1．14mの円形，底面は長径2．26m，短径2・11mの円形で，深さは

71cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遣物　縄文土器片83点が出土している。このうち9点を抽出・図示した。9は波状口緑を呈する深鉢のロ緑部

から胴部にかけての破片で，底面から出土している。1は胴部から底部にかけての破片，2は口緑部片で，い

ずれも覆土上層から出土している。3は波状口緑を呈する探鉢のロ緑部片，4～7は探鉢の口縁部片，8は探

鉢の頚部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第298回　第358号土坑・出土遣物実測図
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第299図　第358号土坑出土遣物実測図

第358号土坑出土遺物観察表（第298・299図）

図版番号 器 種 i 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢　 B （8 ．0 ） 胴 部か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。 4 長石 ・石英 ・雲母 P lO O I B　 5 ％
縄文土器 C 1 4 ．8 単位 に隆帯 を懸垂 させ ている。 にぷ い橙色

普通

P lOO IA と同一個体

底部に網代痕

2

探　　 鉢 B （7 ．1 ） 波状 目線 を呈す るロ綾 部片 。目線 部 はわずか に外傾 し， 内面 に 長石 ・石英 ・雲母 T P lOO 4　 5 ％
縄文土器 稜 を有 する。隆帯 によ り文様 を措 出 し，隆帯 に沿 って クシ状工 にぷい赤褐色

具 で刺 突文 を施 し，文様 内に半裁竹 管 によ り平 行洗練 文 を施 し

ている。

普通

3

探　　 鉢 B （5 ．8 ） 波状目線 を皇す る目線部片。 目線部 はわずかに外傾 し，波頂部 長石 ・石英 ・雲母 T P lO O 5　 5 ％
縄文土器 直下に孔 を有する。断面三角形の隆帯 によ り文様 を措出 し，隆 黒褐色

帯 に沿って結節沈線文 を施 している。 普 通

4

探　　 鉢 B （3 ．6 ） 口緑部片 。口緑 部はわずか に内攣す る。 口唇部直下 にキザ ミを 長石 ・石英 T P lO O6　 5 ％
縄文土器 有す る隆帯 を巡 らしている。隆帯 によ り文様 を措 出 し，隆帯 に 黒褐色

沿 って半裁竹管 による複列の角押文 を施 してい る。 良好

5

探　　 鉢 B （4 ．2 ） 目線部片。 目線部 はわず かに内攣する。口緑部直下 には輪積み 長石 ・石英 ・雲母 T P lOO 7　5 ％
縄文土器 痕が明瞭 に残 り， そこに隆帯 を巡 らしていた痕跡があ る。隆帯 黒褐色

に沿 って角押文を施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （4 ．7 ） 口緑 部片。口緑 部はわずか に内攣す る。 目線 部に幅広で断面三 長石 ・石英 ・雲 母 T P lO O 8　5 ％
縄文土器 角形 の隆帯 を巡 らし，その上部 にキザ ミ目列 を巡 らしている。 にぷい赤褐色

隆帯 の下部 には撚 り戻 しのある異条縄文 を施 している。 良好

7

深　　 鉢 B （5 ．2 ） ロ緑部片。 口緑 部はわずかに内攣す る。 口唇部直下 に隆帯 を巡 長石 ・石英 ・雲母 T P lO O9　5 ％
縄文土器 ら し， クシ状工具で刺突文 を施 している。 にぷ い褐色

良好

8

探　　 鉢 B （7 ．5 ） 頚部片。頚部 は開 きなが ら内攣 する。撚 り戻 しのあ る異条縄文 長石 ・石英 ・雲母 T P lO lO　5 ％
縄文土器 を地文 とし，キザ ミ目列 を巡 らしている。 にぷい赤褐 色

良好
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

9

探　　 鉢 A ［4 1．6 ］ 目線部 から胴 部にかけての破片 。胴 部は直線的 に外傾 して立 ち 長石 ・石英 ・雲 母 P lOO I A　 40％

縄文土器 B （3 7 ．4 ） 上が り，頚 部でわずかに屈 曲 し，口綾 部は外 傾する。 4 単位の にぷい褐 色 P L 3 2

波状 口縁 を里 し，波頂 部は左右不対称 の双頭 となる。目線部 は

波頂部 から垂下 する隆帯 を起 点に区画文を形成 し，隆帯 に沿 っ

て半裁竹管 による平行沈線文 を施 している。頚部には半裁竹管

による平行洗練文 を縦方 向に施 している。頚部 と胴 部の境はキ

ザ ミを有す る隆帯 で区画 している。胴 部は隆帯に沿って文様 を

描出 し，半裁竹管 による波状 文を施 している。

普通

第溺尊堂坑（第300～302図）

位置　調査1区の北部，B4d9区。

規模と平面形　開口部は長径1。52m，短径1。26mの楕円形，底面は長径2．48m，短径2。28mの円形で，深さは

92cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

6　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，鹿沼パミス粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

8　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片105点が廃棄されたような状態で，主に底面から覆土下層にかけて出土している。このうち，

縄文土器6点を抽出・図示した。1と5は4単位の波状目線を呈する探鉢，2と4は深鉢の胴部から底部にか

けての破片，6は4単位の波状目線を呈する深鉢の目線部から頚部にかけての破片で，いずれも底面から出土

している。3は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第3のの図　第362号土坑実測図
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第301図　第362号土坑出土遺物実測図（1）
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第302図　第362号土坑出土遣物実測図（2）

第362号土坑出土遺物観察表（第301・302図）

0　　　　　5cm
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 7 ．0 ］ 口緑部一部 欠損 。胴 部はわずか に外傾 して直線的 に立 ち上が り，長石 ・石英 ・雲母 P lO O 3　 80％

縄文土器 B （4 4 ．2 ） 頚部で屈折 し，ロ縁 部は開 きなが ら内攣す る。 4 単位の波状 口 灰褐色 （上半） P L 32

C　 1 2 ．0 緑 を呈す るが，波頂 部の形態は欠損 してい るため不明で ある。 明褐色 （下半）

波頂部直下 には横位 の橋 状把手が付 く。口緑部 は隆帯 によ り文

様 を描出 し，隆帯 に沿 って爪形文 を施 してい る。

良好

2

探　　 鉢 B （2 4 ．3 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴 部はわずか に外傾 して直線的 長石 ・石英 ・砂粒 P lO O4　 50％

縄 文土器 C　　 9 ．5 に立ち上がる。 R L の単節縄文 を縦方向 に施 している。 にぷい褐色

普通

底部に網代痕

－　334　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　 考

3

深　　 鉢 B （5 ．9 ） 胴部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上がる。 R 長石 ・石英 ・雲母 P lO O7　 5 ％
縄文土器 C 1 2 ．2 L の単節縄文 を縦位 に施 している。 にぷい褐色

普通

底部 に網代痕

4

深　 鉢　 B （7 ．6 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。胴 長石 ・石英 ・雲母 P lOO 8　 5 ％
縄文土器　　 C　 7 ．1 部は垂下す る隆帯 で器面 を縦位 に 4 分割 し，隆帯 に沿 って半裁 にぷい赤褐色

竹管 による平行沈線文 を施 している。 L の無節縄文 を縦方向 に

施 している。
普通

5

探　　 鉢 A　 4 4 ．9 ほぼ完 形。胴 部はわずか に外傾 して直線 的に立ち上が り，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P lO O2　 95％
縄文土器 B　 5 2 ．1 で屈折 し，目線 部は開 きなが ら内攣す る。 4 単位 の波状 打線 を にぷい褐色 P L 32

C 1 4 ．6 呈 し， その内の 1 単位 に隆帯に よる円文 を施 している。波頂部

直下 には4 単位 の橋状把 手を有 し口唇部直下 に交互刺突 による

連続 コの字状文 を巡 らしている。口綾 部 には結節沈線文で文様

を措 出 している。胴部は垂 下す る隆帯で器面 を縦位 に4 分割 し，

結節 沈線文で上下 に対向す る弧線文 を施 している。地文は L R

の単節縄文 で，縦 方向に施 している。

普通

6

探　　 鉢 A ［26 ．5］ 口綾部から頚部にかけての破片。4単位 の波状 目線 を皇 する。目線 長石 ・石英 ・雲母 P lO O5 15％
縄文土器　 B （14 ．2 ） 部は隆帯 により文様を措 出し，波頂部直下と波底部直下における隆帯 にぷい赤褐色

の交点には環状の突起を付 けている。隆帯 に沿らて沈線を施し，目線

部と頚 部の地文にはR L の単節縄文を施 している。
良好

第溺尊堂坑（第303e304図）

位置　調査1区の北西部，B4g6区。

重複関係　本跡は第363号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第304。315・3166354号土

坑は重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　重複しているため残存している部分は少ないがタ長径1。74m，短径工64mの円形と推定され，

深さは26cmである。

璧　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

尊堂　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量，第1層より色調が明るい

3　暗褐色　ローム中ブロックeローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片44点が出土している。このうち，縄文土器片1点を抽出・図示した。1は探鉢の目線部から

頚部にかけての破片で，底面から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。
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第3の3図　第364号土坑実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［4 2 ．9 ］ 口緑部か ら頸部にかけての破片。 ロ緑部 は開 きながら内野する。 長石 ・石英 ・雲母 P lO O 9 10 ％

縄文土器 B （1 3 ．2 ） 口唇部直下 と口縁部 に隆帯 を巡 らし，隆帯間に縦長の小突起 を にぷい赤褐 色

付けてい る。 ロ緑部 には隆帯 に沿って クシ状 工具に よる刺突文

を横方向に，頚部には クシ状工具に よる条線文 を施 している。

良好

第366号土坑（第305・306図）

位置　調査1区の南西部，C4d4区。

確認状況　トレンチヤーによる撹乱が著しく，開口部付近の残存状況は不良である。

規模と平面形　開口部は長径1．16m，短径0．98mのほぼ円形と推定され，底面は長径2．76m，短径2．42mのほぼ

円形で，深さは96cmである。

壁　フラスコ状を呈する。くびれ部は明瞭な稜があり，強くオーバーハングしている。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
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遺物　縄文土器片194点が出土している。このうち，縄文土器片6点を抽出・図示した。1は探鉢の胴部から

底部にかけての破片，3は嚢の口緑部片，5は探鉢の胴部片，6は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土中層から

出土している。2は壷の口緑部片，4は深鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。

：諌・　　　　　　　▲　　　　　蓬．＿七、

頭部胃〃熟泡
賛意葦

第306図　第366号土坑出土遺物実測図

第366号土坑出土遺物観察表（第306図）

蝉瑞相試問密惚

葦

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 券 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （6 ．5 ） 胴 部 か ら 底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 胴 長 石 ・石 英 ・雲 母 P l O l 1　 5 ％
縄 文 土 器 C ［9 ．9 ］ 部 は 垂 下 す る 隆 帯 で 器 面 を 縦 位 に 4 分 割 し ， 隆 帯 に 沿 っ て 沈 線 に ぷ い 橙 色

文 を 施 し て い る 。 L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 し て い る 。 普 通

璽E B （4 ．6 ） ロ 縁 部 片 0 口 縁 部 は 内 暫 し，口 唇 部 直 下 で 外 反 す る 。波 状 口 緑 を呈 し，口 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P lO 14　 5 ％
2 縄 文 土 器 唇 部 外 面 は 無 文 語 となる 。口 縁 部 は 細 い 隆 帯 に より文 様 を措 出 し ，隆 帯 に 暗 赤 褐 色

沿 って 結 節 沈 線 文 を施 して い る。地 文 として R L の 単 節 縄 文 を施 して い る。 普 通

3

嚢 B （5 ．6 ） 口 緑 部 片 。 頚 部 は く び れ て 屈 曲 し ， 口 縁 部 は 外 傾 す る 。 L の 無 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P l O 1 2　 5 ％
縄 文 土 器 節 縄 文 を 口 唇 部 直 下 に は 横 方 向 に ， そ れ 以 下 に は 縦 方 向 に 施 し 黒 褐 色

て い る 。 良 好

4

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 口 緑 部 片 。 口 線 部 は 内 攣 す る 。 L の 無 節 縄 文 を 口 唇 部 外 面 に は 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P l O l 1　 5 ％
縄 文 土 器 横 方 向 に ， そ れ 以 下 に は 縦 方 向 に 施 し て い る 。 黒 褐 色

普 通

5

深　　 鉢 B （1 2 ．2 ） 胴 部 片 。 胴 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 L の 無 節 縄 文 を 縦 方 向 に 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P l O 1 5　 5 ％
縄 文 土 器 施 し て い る 。 黒 色

良 好

6

深　　 鉢 B （5 ．4 ） 口 縁 部 片 。 ロ 縁 部 は ほ ぼ 直 立 し ， 内 面 に 稜 を 有 す る 。 半 裁 竹 管 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P l O 1 3　 5 ％
縄 文 土 器 に よ る 波 状 の 平 行 沈 線 文 を 巡 ら し て い る 。 地 文 は R の 無 節 縄 文 暗 褐 色

で ， 縦 方 向 に 施 し て い る 。 普 通

第368号土坑（第307・308図）

位置　調査1区の西部，C4d3区。

重複関係　本跡と第367号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1・60m，短径1・10mの楕円形，底面は長径1・66m，短径1．10mの楕円形で，深さは

24cmである。
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壁　一部内傾する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遣物　縄文土器片13点が出土している。このうち，縄文土器1点を抽出・図示した。1は口綾部の一部と底部

が欠損する探鉢で，覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式併行期）と考えられる。
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第307図　第368号土坑・出土遺物実測図



i

、、去：：二・三二：・二：二：：享主：‾‾三三；‥二二二亨・も＿二三；ニー二軍
声肝、こ＼、＼、号　－、r

・＼　　－　　　r　・

1、十．

0　　　　　　　　　10cm

」‥l l

第308図　第368号出土遺物実測図

第368号土坑出土遺物観察表（第307・308図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様 の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 2 1．2 底部及び口緑部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口緑部は開き 長石 ・石英 ・雲母 P lO 12　 70 ％

縄文土器 B （2 6 ．4 ） ながら内攣する。孔を有する立体的な把 手を有し，ロ綾部以下には隆帯 褐灰色 P L 32
により文様を措出している。地文はL Rの単節縄文で，縦方向に施している。 良好

第370号土坑（第309・310図）

位置　調査1区の北部，B4gO区。

重複関係　本跡と第347号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は重複及び崩落しているため，長径1．10m，短径1．05mの円形と推定され，底面は長径

2．12m，短径2．04mの円形である。深さは104cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北壁寄りに位置し，長径36cm，短径34cmの円形で，深さ24cmである。

覆土10層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。特に，覆土中層（第6・

7層）は炭化粒子を多く含んでおり，多量の遺物が出土している。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　暗褐色　鹿沼パミス粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　炭化粒子少量，鹿沼パミス粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子中量，炭化物少量

8　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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遣物　縄文土器片264点が廃棄されたような状態で主に覆土中層から下層にかけて出土している。このうち，

7点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から底部にかけての破片，2は探鉢の胴部から底部にかけての破片，

4は口緑部と底部が欠損する深鉢，5はほぼ完形の深鉢で，いずれも覆土下層から出土している。3は口緑部

から胴部の一部が欠損する浅鉢，6・7は4単位の波状口緑を呈し，口緑部と底部の一部が欠損する探鉢で，

いずれも覆土中層から出土している。

所見　出土した土器は，覆土中層から下層の堆積時に一括廃棄されたものと思われる。時期は，出土土器から

中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

七紗。K。47
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第309回　第370号土坑・出土遺物実測図
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第310図　第370号土坑出土遺物実測図

第370号土坑出土遺物観察表（第309・310図）

図版 番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［1 2 ．3 ］ ロ縁部 か ら底部にかけての破片。胴部 は直線 的にわずか に開 き 長石 ・石英 ・雲母 P lO 19　 40 ％
縄 文土器 B （1 3 ．3 ） なが ら立 ち上 が り，口緑部はわずか に外反す る。 無文 で，券面 明褐色 P L 3 3

C　　 5 ．7 に輪積み痕が認め られる。 普通

2

深　　 鉢 B （1 9 ．0 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。 L 長 石 ・雲母 P lO 17　 30 ％
縄文土器 C　 l l ．2 の 無節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷ い褐色

普通

底部 に網代痕

3

浅　　 鉢 A ［3 5 ．0 ］ 口綾部の一部及び底部 欠損 。6単 位の波状 口縁を呈し，その内 2単 位 石英 ・雲母 P lO 18　 7 0％
縄文土器 B （1 2 ．2 ） の波頂部は双頭 となる。口緑部内面には隆帯 により区画文を施し，6単 にぷい赤褐色 P L 3 3

位 の内 2単 位の波頂部直下には渦巻文を施している。 普通 3か所に対の補修孔

4

探　　 鉢 B （3 2 ．4 ） 口綾部及 び底 部欠損。胴部はほぼ直線 的に立 ち上が り，ロ緑部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 13　 6 0％
縄文土器 は開 きなが ら内野 する。口緑部の上部 に隆帯 を巡 らし，その下 黒褐色 P L 3 2

部 に隆帯 による大振 りの波状文 を施 してい る。 地文 と して R L

の 単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通 外面 スス付着

5

探　　 鉢 A　 2 3．9 ほ ぼ完形。胴部 は直線 的に立ち上 が り，頚部で屈 曲 し， 口綾 部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 14　 90％
縄文土器 B　 3 0 ．4 は 開 きなが ら内攣す る。 口唇部 の内面に稜 を有す る。 L の無節 黒褐色 （胴部上半） P L 33

C　 l O ．1 縄 文を縦 方向に施 している。 にぷい赤褐色（下半）

良好

胴部上半スス付 着
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

6

探　　 鉢 A ［25 ．2 ］ ロ緑部の一部及び底部欠損。胴部は直線的に立 ち上が り，頭部で 長石 ・石英 ・雲母 P lO 15　 70％

縄文土器 B （28 ．6 ） 屈曲 し，口緑部は開きながら内攣する。 4 単位の波状口縁 を里 し， 黒褐 色 （胴部上半） P L 3 3

口唇部の内 ・外面に稜 を有する。口唇部外面 は無文帯 とし， L R 褐色（胴部下半） 外面スス付着

の単節縄文を口縁部には斜方向に，頚部以下は縦方向に施している。 普通

7

探　　 鉢 A ［2 7 ．4 ］ 口緑部の一部及び底部欠損。胴部は直線 的に立ち上がり，頚部で屈 長石 ・石英 ・雲母 P lO 16　40％

縄文土器 B （2 3 ．0 ） 曲し，ロ縁 部は開きながら内攣する。4単位の小波状 口縁を呈 し，波頂 黒褐色 P L 33

部は前 方に突出させている。R L の単節縄 文を縦方向に施している。 普通 外面スス付 着

第371号土坑（第311・312図）

位置　調査1区の北西部，B4烏区。

重複関係　本跡が第372号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第240号土坑は重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．74m，短径1．72mの円形で，深さは54cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは南西壁際に位置し，径50cmの円形で，深さ60cmである。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子微量

遣物　縄文土器片74点が出土している。このうち，縄文土器片6点を抽出・図示した。1は波状口緑を呈する

探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，2は深鉢の口縁部付近から胴部にかけての破片，3・6は探鉢の胴部

片で，いずれも覆土下層から出土している。4・5は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第311図　第371号土坑・出土遺物実測図
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第312図　第371号土坑出土遺物実測図

第371号土坑出土遺物観察表（第311・312図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 2 ．6 ） 波 状 口緑 を呈す る口緑 部か ら胴部 にか けての破片。波頂部直下 長石 ・石英 P lO 20　 5 ％
縄 文土器 に脹鐘状把手 を有 し，頂 部に隆帯に よる渦巻文 を施 してい る。 黒褐色

口緑 部には隆帯 による楕 円区画文 を施 している。胴部 には沈線

による懸 垂文 を施 し，懸垂 文間を磨 り消 している。地文 として

R L の単 節 縄 文を縦方向に施 している。

良好

2

探　　 鉢 B （1 2 ．0 ） 口縁 部付近から頸部にかけての破片。頚 部は外反し，口緑 部は開きな 長石 ・石英 T P lO 16　 5 ％
縄 文 土器 がら内攣する。口綾部は隆帯により渦巻文と楕 円区画文を施している。 黒褐色

頸部には渦巻文の下部 に3本 一一組の沈線を懸垂させ，懸垂 文間を磨

り消している。地文 としてL R の 単節 縄文を縦方向に施している。

普通

3

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部 片。胴部 はわず かに開 きなが ら内攣す る。沈線 による懸垂 長石 ・石英 T P lO 20　 5 ％
縄文 土器 文 を施 し，懸垂文 間を磨 り消 している。地文 と して R L の 単 節 にぷい褐色

縄文を縦 方向に施 してい る。 普通

4

探　　 鉢 B （5 ．7 ） 口緑 部片 。口緑部 は開 きながら内攣 する。口綾 部は隆帯に よ り 長石 ・石英 T P lO 17　 5 ％
縄 文 土器 渦巻文 と楕 円区画文 を施 している。 地文 として L R の 単 節 縄文 黒褐 色

を縦方向 に施 している。 普通

5

深　　 鉢 B （5 ．0 ） ロ縁 部片。 口緑 部は小波状 口緑 を呈 し，開きなが ら内野する。 長 石 ・石英 T P lO 18　 5 ％
縄 文土器 ロ緑部 は隆帯 に より渦巻文 と楕円区画文 を施 している。区画文 にぷい褐色

内 には縦方向の沈線 を充填 している。 普通

6

探　　 鉢 B （7 ，8 ） 胴 部 片。胴部 はわずかに開 きなが ら内攣す る。地文 と して L の 長 石 ・石英 T P lO 19　 5 ％
縄 文土器 無節縄文 を縦方向 に施 し，沈線 による腰重文 を施 してい る。 にぷ い橙色

普通

第374号土坑（第313図）

位置　調査1区の西部，B4h4区。

重複関係　本跡と第155・356号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．46m，短径2．14mの楕円形で，深さは58cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　4か所。Plは中央部に位置し，長径26cm，短径24cmの円形で，深さ42cmである。P2は南壁際に位

置し，長径48cm，短径38cmの楕円形で，深さ67cmである。P3とP4は重複し，北壁際に位置する。P3は長

径41cm，短径40cmの円形で，深さ36cmである。P4は長径34cm，短径28cmの楕円形で，深さ36cmである。

覆土　6層に分層され，第6層はP2の覆土である。第5層は褐色を呈し，多量のローム粒子を含んでいるこ

とから，人為堆積の可能性がある。第1～4層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
黒

暗

褐色　ローム粒子少量
褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子微量
暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
褐　色　ローム粒子多量
暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子微量
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遺物　縄文土器片72点が出土している。このうち，4点を抽出・図示した。1は突起を有する深鉢のロ緑部か

ら胴部にかけての破片，2～4は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第313図　第374号土坑・出土遺物実測図

第374号土坑出土遺物観察表（第313図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 9 ．2 ］ 口綾 部 か ら胴 部 にか け て の破 片 。胴 部 が くび れ ， 口 縁 部 は 開 き 長 石 ・石 英 P lO 2 1　 5 ％

縄 文 土 器 B （8 ．6 ） なが ら内 攣 す る。 波 状 口緑 を 呈 し， 波 頂 部 は 肥 厚 す る 。 口緑 部 にぷ い 赤 褐 色

には 波 頂 部 下 に沈 線 に よ る ほ ほ 円形 の 区 画 文 を施 し， 波 底 部 下

に は楕 円形 の 区 画 文 を 施 して い る 。胴 部 に は 逆 U 字 状 の 沈線 文

を施 して い る 。 地 文 は R L の 単 節縄 文 で あ る。

良 好

2

深　　 鉢 B （6 ．1 ） 胴 部 片 。 胴 部 は わず か に 内轡 す る 。胴 部 に は 沈 線 に よる 懸 垂 文 長 石 ・石 英 T P lO2 1　 5 ％

縄 文 土 器 を施 し， 腰 重 文 間 を磨 り消 して い る 。 地 文 と して L R の 単節 縄 に ぷ い褐 色

文 を縦 方 向 に 施 して い る 。 普 通

3

探　　 鉢 B （8 ，0 ） 胴 部 片 。 胴 部 は わ ず か に内 野 す る。 胴 部 に は 沈線 に よる 懸垂 文 長 石 ・石 英 T P lO2 3　 5 ％

縄 文 土 器 を施 し， 懸 垂 文 間 を磨 り消 して い る 。 地 文 と して L の 無 節縄 文 に ぷ い褐 色

を縦 方 向 に 施 して い る 。 普 通

4

探　　 鉢 B （4 ．6 ） 胴 部 片 。胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が る。 胴 部 に は 沈線 に よる懸 垂 長 石 ・石 英 T P lO2 2　 5 ％

縄 文 土器 文 を 施 し， 懸 垂 文 間 を磨 り消 して い る 。 地 文 と して撚 糸 文 を施 に ぷ い橙 色

して い る。 普 通

第375号土坑（第314・315図）

位置　調査1区の西部，C4a6区。

重複関係　本跡と第311号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部の一部が崩落しているため，開口部は長径1．46m，短径1．34mの円形と推定され，底面

は径1．62mの円形である。深さは23cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。
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ピット　2か所。Plは南壁際に位置し，径31cmの円形で，深さ13cmである。P2は南壁際に位置し，長径

48cm，短径42cmの楕円形で，深さ28cmである。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片108点が出土している。このうち，縄文土器片7点を抽出・図示した。1は探鉢のロ緑部か

ら胴部にかけての破片，2は突起を有する探鉢の口緑部片，3は浅鉢の口緑部から底部にかけての破片，4は

探鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも底面から出土している。7は探鉢の胴部片で，覆土上層から

出土している。5・6は探鉢の口緑部から頚部にかけての破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

1｝ヾ＼ク
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第314図　第375号土坑・出土遺物実測図
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第315図　第375号土坑出土遺物実測図

第375号土坑出土遺物観察表（第314・315図）

図 版 番号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 9 ．0 ］ ロ 縁 部 か ら胴 部 にか け ての 破 片 。胴 部 は 内 攣 気 味 に立 ち上 が り，頸 長 石 ・石 英 ・雲母 P lO2 2　 3 0 ％

縄 文土 器 B （2 0 ．5 ） 部 で外 反 し，ロ緑 部 は ほぼ直 立 す る。口緑 部 には背 に沈 線 を有 する隆 黒褐 色 外 面 ス ス付 着

帯 により円文 を施 し，その 円文 を起 点 に口 唇 部 直 下 及 び口緑 部 下 部 に

隆 帯 を巡 らして口 緑 部 文 様 帯 を形 成 して いる。文 様 帯 内 には 隆帯 に

よる波 状 文 を施 してい る。頚 部 と胴 部 の 境 には3 条 の沈 線 文 と沈線 に

よる波状 文 を巡 らし，胴 部 には垂 下 す る4 条 一 組 の 沈 線 で器 面 を縦 位

に4分 割 して いる。地 文 としてR L の 単 節縄 文 を縦 方 向 に施 している。

普 通

2

探　　 鉢 A ［2 9 ．0 ］ 口 縁 部 片 。 ロ綾 部 は内 攣 し， 口唇 部 に 突起 が付 け られ て い る 。 長石 ・石 英 ・雲 母 P lO2 4　 5 ％

縄 文 土 器 B （6 ，7 ） 口緑 部 と頸 部 の 境 に隆 帯 を巡 ら し， 突起 を起 点 に 洗 練 を 有 す る 橙 色

隆 帯 を巡 ら して い る。 口緑 部 に は隆 帯 に よ る Ⅹ 字状 文 を 施 して

い る 。・地 文 と して R L の 単 節縄 文 を横 方 向 に 施 して い る 。

良好

3

浅　　 鉢 A ［4 5 ．6 ］ 口緑 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は緩 や か に外 傾 して 立 ち 長石 ・石英 ・雲 母 P lO2 6　 2 5 ％

縄 文 土 器 B　 1 2 ．4 上 が り， 口 緑 部 に至 る。 ロ緑 部 内 面 に稜 を有 し， 口 唇 部 外 面 が に ぷ い褐 色

C　　 8 ．6 突 出 す る 。 無 文 。 普 通

4

探　　 鉢 B （1 3 ．5 ） 胴部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は ほぼ 直線 的 に立 ち上 が る。 長石 ・石英 ・雲 母 P lO 2 5　 2 0 ％

縄 文 土 器 C　 l O ．6 R L の 単節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る 。 に ぷ い褐 色

良好

5

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 口緑 部 か ら頚 部 にか け ての 破 片 。ロ綾 部 は開 きなが らわず か に 内 攣 長石 ・石 英 ・雲 母 T P 10 2 4　 5 ％

縄 文 土 器 する。ロ 綾 部 と頸 部 の境 に隆 帯 を巡 らし，口緑 部 は 隆 帯 により文 様 を 暗褐 色

描 出 している。地文 としてL R の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して いる。 普 通

6

探　　 鉢 B （6 ．0 ） 口緑 部 か ら頚 部 に か け て の 破 片 。 口緑 部 は 内攣 し， 口緑 部 内 面 長石 ・石 英 ・雲 母 T P lO 2 5　5 ％

縄 文 土 器 に稜 を有 す る。口緑 部 と頭 部 の境 に 沈 線 を有 す る 隆 帯 を巡 ら し 黒 褐 色

て い る 。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 で ， 口綾 部 は横 方 向 に ，頚 部 に

は縦 方 向 に施 して い る 。

普通

7

探　　 鉢 B （8 ．4 ） 胴部 片 。胴 部 は わ ず か に外 傾 して 立 ち上 が る。 胴 部 は 4 条 一組 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P lO 2 6　5 ％

縄 文 土器 の沈 線 を垂 下 させ て い る。 地 文 と して R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 にぷ い褐 色 P lO 22 と同 一 個 体

に施 して い る 。 普 通

第377号土坑（第316図）

位置　調査1区の南西部，C4d7区。

重複関係　本跡と第447号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。
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規模と平面形　開口部は長径1．79m，短径1．74mの円形，底面は長径1．78m，短径1．75mの円形で，深さは

54cmである。

壁　ほぼ直立する。東壁と西壁の一部は内傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは西壁寄りに位置し，長径24cm，短径21cmの楕円形で，深さ11cmである。

覆土　5層に分層され，全層にわたりロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片60点が出土している。このうち，縄文土器片1点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部付近

から底部にかけての破片で，逆位の状態で覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第316図　第377号土坑・出土遺物実測図

第377号土坑出土遺物観察表（第316図）

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （2 6 ．6 ） ロ緑 部付近 から底部 にかけての破 片。胴部はほぼ直線的 に立ち上 長石 ・石英 ・雲母 P lO2 7　 4 0 ％

縄 文 土 器 C　　 6 ．8 が り，頸部 で外反 し，口緑 部付 近はわずかに内野する。口緑 部と頚部 黒色 （上半） 外面上 半スス付着

の境に隆帯を巡らし，口緑部は隆帯により文様を描出している。地文は にぷい赤褐色（下半）

R Lの 単 節縄 文で，ロ緑部は横方向に，胴部 は縦 方向に施している。 普通

第378号土坑（第317・318図）

位置　調査1区の中央部，B4i9区。

規模と平面形　開口部は長径1．52m，短径1．30mの楕円形，底面は長径2．10m，短径1．94mのほぼ円形で，深さ
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は100cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
6　暗褐色　炭化粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片158点，石皿片1点が出土している。このうち，縄文土器片6点，石皿片1点を抽出・図示

した。1は波状口緑を呈する探鉢の口緑部から頚部にかけての破片，2は婆の口緑部から胴部にかけての破片

で，覆土下層（第9層）から出土している。3は探鉢の口緑部片，4は立体的な把手を有する台付鉢の口緑部片，

5は深鉢の頚部から胴部にかけての破片，7は石皿片で，いずれも覆土中層から出土している。6は探鉢の口

緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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A29．4m

第317図　第378号土坑・出土遺物実測図
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第318図　第378号土坑出土遺物実測図

第378号土坑出土遺物観察表（第317・318図）
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図版番号券　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢A［33．0］口緑部から頚部にかけての破片。頚部は外傾し，口緑部は開き長石・石英・雲母PlO28　5％
縄文土器B（12．2）ながら内攣する。波頂部は欠損するが，4単位の大波状口縁を黒褐色 外面スス付着
呈している。口唇部直下及びロ縁部と頭部の境に隆苛を巡らし，

波頂部下には渦巻文，波底部下にはⅩ字状文を施している。隆

帯に沿って沈線文を施し，隆帯上と頚部にはRLの単節縄文を

施している。

普通

2

要A18．2 口緑部から胴部にかけての破片。胴部はわずかに外傾して立ち長石・石英・雲母PlO2910％
縄文土器B（12．3）上がり，頚部でくびれ，口縁部は外傾する。口唇部直下には押灰褐色
圧文を有する隆帯を巡らしている。地文はLRの単節縄文で，

口緑部付近は横方向に，胴部は縦方向に施している。

普通

3

探　　鉢B（8．8）口緑部片。口縁部は内傾する。口唇部の断面形は三角形で，内長石・石英・雲母PlO30　5％
縄文土器 面に稜を有する。口唇部直下に隆帯を巡らし，口緑部には隆帯灰褐色
による短い波状文を施している。地文はRLの単節縄文を施文

方向をかえることにより，羽状縄文を施している。

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 e 色訴「 焼成 備　 考

台 付 鉢 A ［18 ．日 目線部か ら胴部 にかけての破片 。胴部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 P lO二32　 10％
縄 文土器 B （7 ．0 ） 頚部で屈曲 し， 目線部 は内傾す る。ロ綾 部 に環状の突起が付加 灰褐 色 P L 3 3

4
された円 筒状の立体的 な把手 を有 する。口唇部直下及び頚部 に

交互刺突に よる連続 コの字状文 を巡 らしている。ロ緑部 には微

隆帯に より文様 を措出 し，徴隆帯 に沿 って結節洗練文 を施 して

いる。胴部 はR L の単節縄文 を横方 向に施 している。

良好

5

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 頚部 か ら胴 部にかけての破 片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頸 長石 ・石英 ・雲母 P lO 33　 10％
縄文土器 部 は外傾す る。 R L の単節縄文 を縦方 向に施 している。 黒褐色

普通

6

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 目線部片。 日綾部 は開 きなが らわずか に内攣す る。地文 はL R 長石 ・石英 。雲母 T P lO2 7　 5 ％
縄 文土器 の単節縄文 で， 口唇部外面 は横位 に，胴部 は縦方向 に施 してい 黒褐色

る。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

7 石　　 皿 （17．7） （12．0） 7．3 （2051．3） 砂　 岩 自然石を素材とし，裏面は凹石にしている Q lOOl

第調号豊坑（第3190320図）

位置　調査1区の西部，C4a7区。

重複関係　本跡は第382号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第19号住居跡の新旧関係は，

出土土器から本跡が古い。

親機と平面形・開口部は長径1。30m，短径は0mの楕円私底面は長径2．68m，短径2。48mのほぼ円形で，深さ

は86cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1e2層は第382号土坑の覆土であり，第3～n層が本跡の覆土である。本跡の覆土はロームブロッ

クの含有量が少ないもののプ　第6～8層は少量の焼土粒子を含み，多量の遺物が投棄されたような状態で出土

していることから，覆土下層は人為堆積と考えられる。

土層解説

3　黒褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　極暗褐色

8　暗褐色

9　暗褐色

10　暗褐色

11暗褐色

ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子・ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物微量

ローム粒子・炭化粒子微量

炭化物少量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片220点が主に覆土下層から出土している。このうち，縄文土器13点を抽出・図示した。5は

浅鉢の胴部から底部にかけての破片，8は探鉢の目線部片，10は胴下半部が欠損する深鈍12は深鉢の目線部

片で，いずれも底面から出土している。1と2は同一個体で，扇状把手を有する深鈍　3ほ小形の壷，4は小

波状目線を呈する探鉢の目線部から胴部にかけての破片，9は探鉢の目線部から胴部にかけての破片で，いず

れも覆土下層から出土している。6は把手を有する目線部片，7は探鉢の胴部から底部にかけての破片，118

13は探鉢の日録部片で，いずれも覆土から出土している。

新風　図示した完形土器及び大形破片は底面から覆土下層にかけて廃棄されたものと思われる。時期は出土土

器から中期中葉（阿王台I b・Ⅲ式期）と考えられる。
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第320図　第383号土坑出土遺物実測図

第383号土坑出土遺物観察表（第319・320図）

頂1。7 10cm

トー　；　－∃

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［36．4］ 扇状把手を有する口綾部から頚部にかけての破片。頚部は外傾し，長石・石英・雲母 P lO34A　 lO％

縄文土器 B （12．7） □緑部はわずかに内攣する。把手は4単位と推定され，把手の輪郭に 黒褐色 PlO34Bと同一個体

沿ってキザミを有する隆帯を施している。ロ縁部は把手からのびる隆

帯と把手間に位置するⅩ字状の隆帯によって区画された8単位の楕

円形文により構成される。区画文内には隆帯に沿って結節洗練文を

施している。

普通
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図版番号 器　 楯 計測値 （cm ） ！　　　　 器形及び文様の特徴 i 胎 圭 色調 欄 成
備　 考

2

深　　 鉢

縄文土器

B 0 7 ．4 ） 目線部付近から胴部かけての破片。胴部は直線 的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母

褐灰色

普通

P iO 34 B　 lO％

P lO 34 A と同一個体頚部で屈折 して外傾 する。日録部 には隆帯によ り区画文を施 し，

区画文 内には隆帯に沿って結節洗練文 を施 している。頚部 と胴

部の境 に隆帯 を巡 らし，胴 部には屈曲 した隆帯 を垂下 させ てい

る。

3

注 目十器 B （5 ．4 ） 肩部か ら底部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り，肩 長石 ・石 英 ・雲母 P lO4 2　20 ％
縄文土器 C　　 3 ．6 部は内傾す る。肩部 に注 目があ り，孔 の輪 郭には隆帯 を巡 らし 赤褐色 内 の外面赤彩

て漏斗状 に している。 普通

4

深　　 鉢 A ［8 ．2 ］ 目線部 か ら頚部にかけての破 片。頚部 は外傾 し芦　口綾 部はわず 長石 ・石英 ・雲母 P iO 4 1　 5 ％
縄文土器 B （3 ．8 ） か に内傾 する。波状 目線 を皇 し，波底部下 には刺突文 を施 して にぷい褐色

い る。刺突文 を起点に日録 部と頚部の境 に隆帯 を巡 らしている。

隆帯 に沿 って半裁竹管 による結節沈線文 を施 してい る。

普通

5

浅　　 鉢

縄文土器

B （3 ．2 ）

C　　 9 ．9

胴 部か ら底部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上が る。無

文。
長石 ・石英 ・雲母

にぷい褐色

普通

P lO3 9　 5 ％

6

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 目線部 か ら頚部にかけての破 片。頚部 は外傾 し，目線 部は直立 長石 ・石英 ・雲母 P lO 40　 5 ％
縄文土器 す る。波状 目線 を皇 し，波頂 部内面 に獣面 を表現す る把手 を有 にぷい褐色

す る。波頂部 か ら隆帯 を垂下 させ，日録 部 には交互刺突 による

連続 コの字状文 を巡 らしている。R L の単節縄文 を縦方向 に施

している。

普通

7

深　　 鉢 B O ．7 ） 胴 部か ら底 部の破片。胴部は直線的 に立 ち上がる。胴部は垂下 長石 ・石英 ・雲母 P lO 38　 20％
縄文土器 C 白 0 ．9 ］ する隆帯で器面 を縦位 に4 分割 しタ　区画 内には洗練 に よる Ⅹ字 黒褐色 P L 33

状文 を施 している。地文は R L の単節縄文 と L の無節縄 文で，

縦方向 に施 している。

普通

探　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ ロ綾部か ら頚部 の破片 。頚部 で屈折 し，目線部 は外傾す る。 日 長石 ・石英 ・雲母 P lO3 7　 5 ％
縄文土器 B O 上 の 唇部直下 に隆管 を巡 ら し，目線部 にⅤ字状文 を施 してい る。 Ⅴ 黒色

8 字状 文か らほ蛇行す る隆帯 を懸垂 させ ている。隆菅 に沿 って半

裁竹 管 による刺突文 を施 し，空 白部 に も刺 突文 を縦位 に施 して

いる。

普通

り

l深　　 鉢 ［Å　 3 5 ．2 I 臼綾部 か ら胴 部にかけての破 片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P l鋸6 15％
縄 文土器 B （2 9 j ） 頚部 で屈折 して外傾 し，日録 部は直立す る。 4 単位 の波状 目線 黒褐色 （上半）

を皇 し，波頂部 か ら蛇行 する隆帯 を懸垂 させ ている。 L の無節 灰褐色 （下半）

縄文 を縦方向 に施 している。 普通

10

深　　 鉢 A　 2 6 ．5 下半部及 び把手の一部欠損。頚部 は屈 曲 して外傾 し，目線部 は 長石 ・石英 ・雲母 P lO 3 5　50 ％
縄文土器 B 0 7 ．0 ） わずかに内攣す る。 4 単位の波状 目線 を皇 し，波状部は左 右不 黒褐色 P L 3 3

対称 の双 頭 とな る。波頂部下 には 4 単位 の眼鏡状 突起 を有 して

いる〇日緑 部には隆帯に より三角形状の 区画 文を形 成 し，隆管

に沿 って爪形 文を施 している。区画文内 にはペ ン先状工具 に よ

り刺突文 を施 してい る。

普通 外面 スス付着

11

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 目線部片。 目線部 はわずかに内攣 する。口唇部直下 に交互刺突 長石 ・石英 ・雲母 T P lO2 8　 5 ％
縄文土器 に よる連続 コの字状文 を巡 ら している。口綾 部 には L R の単節 にぷい橙色

縄 文を縦方向に施 している。 普通

12

は

探　　 鉢 B （3 ．9 ） 目線 部片。目線 部はわずか に内攣 し， 内面 に稜 を有 する。口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 29　 5 ％

′

手

縄文土器

策　　 鉢 B （5 ．7 ）

部直下 に沈線 に よる鋸歯状文 を巡 らしている。 地文はR L の単 にぷ い褐色
節縄文 で，口唇 部外 面には横 方向 に，日録部 には縦 方向に施 し 普通

てい る。

口綾 部片。 目線部 はわず かに内攣 する。口唇部 は肥厚 し， 内面 長石 ・石英 ・雲母 T P lO3 0　 5 ％
∴
／
縄文土器 に隆帯 を巡 らして，受け口状 に している。無文。 にぷい赤褐色

普通

第謂考量坑（第321図）

位置　調査1区の中央部，B5il区。

重複関係　本跡は第379号土坑に掘り込まれていることからプ本跡が古い。

規模と平面形　開口部は第379号土坑に掘り込まれているため長径0・73期短径0。68mの円形と推定され，底面

は長径1。73m，短径1。52mの円形である。深さは78cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。
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覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　極暗褐色
4　黒褐色
5　極暗褐色
6　極暗褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

造物　縄文土器片100点が出土している。このうち，縄文土器片7点を抽出・図示した。1は波状口緑を呈す

る探鉢の口緑部片，2は浅鉢の口縁部から底部の破片で，いずれも覆土下層から出土している。3～6は深鉢

のロ緑部片，7は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，その出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第384号土坑出土遺物観察表（第321図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （1 1 ．3 ） ロ縁 部か ら頚部にか けての破片。頚部 は外傾 し，口縁 部はわず 長石 ・石英 ・雲母 P lO 4 3　 15％
縄文土器 かに内攣 する。波頂部 は欠損す るが， 4 単位 の波状 口緑 を呈 し 褐灰色 外面スス付 着

ている。 口綾 部は隆帯 によ り区画文 を形成 し，隆帯 に沿 って沈

線文 を施 している。地文 として R L の単節縄文 を施 し，頚部 は

無文であ る。

普通

2

浅　　 鉢 A ［3 5 ．6 ］ ロ縁部か ら頚部 にかけての破片 。胴部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 104 4　 3 0％
縄文土器 B （1 5 ．7 ） ロ縁部 に至 る。 4 単位 の波状 口緑 を呈 し，波頂部は山形状であ 灰褐 色

C　　 9 ．0 る。無文。 普通

3

深　　 鉢 B （4 ．6 ） 日録 部片。ロ緑部 は内攣 し，口唇 部直下で屈折 して，口唇部は 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 32　5 ％
縄文土器 短 く外傾 する。口唇部外面 は無文 である。目線 部は隆帯に より 暗赤褐色

文様 を括 出 し，隆帯 に沿 って爪形 文を施 している。 普通

4

深　　 鉢 B （3 ．9 ） 口緑部片。 ロ緑 部はわずか に内攣 し， 内面 に稜 を有す る。口．緑 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 33　 5 ％
縄文土器 部 には交互刺突 に よる連続 コの字状文 を巡 ら している。 口唇部 黒色

外面 には L の無節縄文 を横方向 に施 している。 普通

5

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 口緑部片。 目線部 はわず かに内攣 し，内面 に稜 を有す る。 目線 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 34　 5 ％
縄 文土器 部 には交互刺突 による連続 コの字状 文 を巡 らしてい る。 口唇部 灰褐色

外 面は無文で，ロ縁 部には L R の無節縄文 を施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 口緑 部片。口綾部は直立す る。 口唇 部外 面は肥厚 し，無文であ 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 3 5　 5 ％
縄文土器 る。目線 部には沈線 を巡 ら し，地文 として R L の単節縄 文を横 黒褐色

方 向に施 している。 普通

7

探　　 鉢 B （9 ．3 ） 胴部片。胴部 はほぼ直立する。胴部 にはクシ状工具 によ り条線 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 36　 5 ％
縄文土器 文 を縦方向 に施 してい る。 黒褐色

普通

第386尊皇坑（第322・323図）

位置　調査1区の中央部，B5h2区。

重複関係　本跡は第387号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第23号住居跡は重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。76m，短径1。72mの円形，底面は長径1。94m，短径1。90mの円形で，深さは

68cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1～6層は第387号士坑の覆土であり，第7～10層が本跡の覆土である。本跡の覆土は4層に分層さ

れ，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
8　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
9　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

第322図　第386号土坑実測図

う針ヒ二二二』m
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遣物　縄文土器片3点が出土している。このうち，縄文土器片1点を抽出e図示した。1は探鉢の口綾部から

胴部にかけての破片で，底面から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第323図　第386号土坑出土遺物実測図

第386号土坑出土遺物観察表（第323図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［30 ．2 ］ 目線部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P lO45　40％

縄文土器 B （3 3 ．6 ） で屈曲して外傾し，ロ嫁部はわずかに内攣する。4単位の突起を有し， 黒褐色 （上半） P L 33

口唇部外面にはキザミを有する隆帯を巡らしている。突起の下部に 褐色 （下半）

は隆帯によるⅤ字状文を施している。頚部と胴部の境にはキザミを

有する隆帯を巡らし，胴部には押庄文を有するY 字状の隆帯を垂下

させている。器面にはキザミ目列を巡らしている。

普通

第387考量坑（第324～326図）

位置　調査1区の中央部，B5h2区。

重複関係　本跡が第386号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第23号住居跡は重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　本跡は第386号土坑と重複しているため，開口部は長径1．44m，短径1。34mの円形と推定され，

底面は長径工60m，短径1．34mの円形と推定される。深さは59cmである。

壁　フラスコ状を呈する。
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底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層される0覆土上層は・遣物が廃棄されたような状態で出土していること，ロームブロックを

多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量

6黒褐色ローム小ブロツク・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物縄文土器片294点が主に覆土上層から廃棄されたような状態で出土している。このうち，縄文土器13点

を抽出・図示した。1は大波状口緑を呈する探鉢の口綾部から胴部にかけての破片，2・3は底部が欠損し，

波状口緑を呈する探鉢，4は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，5は大波状口緑を呈する探鉢の口綾部片，

7は小波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，8・9は探鉢の底部から胴部にかけての破片

で，いずれも覆土上層から出土している。6は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，覆土中層から出土して

いる。10はミニチュア土器，11は探鉢の口綾部片で，いずれも覆土下層から出土している。12・13は探鉢の口

綾部片で，いずれも覆土から出土している。

所見1～5の土器は覆土上層堆積時に一括廃棄されたものである0本跡の廃絶時期は人為堆積した覆土上層

の堆積時期とほとんど時間差がないと考えられ，その出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と思われる。

一一一一一一ヨ

10cm

」　＿＿＿＿l二．－．」
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第324図　第387号土坑・出土遺物実測図



第325号　第387号土坑出土遺物実測図（1）
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第326図　第387号土坑出土遺物実測図（2）
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第387号士坑出土遺物観察表（第324～326図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 6 ．8 ］ 目線部から胴 部にかけての破片 。胴 部は直線 的に立ち上が りタ頚部 長石 ・石英 ・雲母 P lO4 6　 2 5％

縄文土器 B （3 2 ．9 ） で屈 曲して外傾し，ロ緑 部はわずかに内攣する。4単位の太波状 目線 暗褐色 P L 34

を里 し，その内の 1単位 は円盤状の把手を有 し，その他の波頂 部には

鋸歯状 の装飾 帯を付 けている。目線 部は波頂 部下と波底部 下に端

部を突 出させ た隆帯を垂下させて8単位の区画文を形成し，隆帯に沿

って半裁 竹管 による爪形文を施している。胴部には波底部下 に隆帯
に沿って半裁 竹管による爪形文を施している。地文はR L の単節縄文

である。

普通

2

深　　 鉢 A は 1 ．5 ］ 目線 部・頚部の一部 及び底 部欠損 。胴部 は直線 的に立ち上が り，頸 長石 ・石英 ・雲母 P lO 4 7　 60 ％

縄文土器 B （2 7 ．4 ） 部で屈曲して外傾 し，目線部はわずかに内攣する。3単位の大波状 口 黒褐 色 （上 半） P L 34

緑 を皇 し，波頂 部は左 右不対称 の双頭となる。目線部 は波頂部 下に にぷい褐色 （下半）

短い隆帯 を垂 下させて3 単位の区画文 を形 成し，隆帯に沿 って爪形

文を施 している。頚部と胴 部の境 には隆 帯を巡らし，胴 部にはY 字状

の隆帯を垂 下させている。頚部 と胴 部にはクシ状工具による波状文を

縦方 向に施 している。

良好

3

深　　 鉢 A 白 9 ．0 ］ 日録部の一部及び底部欠損。胴部は直線 的に立ち上がり，頚部で屈 長石 ・石英 ・雲母 P lO 48　 70％

縄文土器 B 0 9 ．6 ） 曲して外傾し，日経部 はわずかに内攣する。6単位の波状 目線を里し， にぷ い褐色

その内の 1単位 は欠 損しているが，把 手を有 していた痕跡がある。ロ

緑部は波頂部下に短 い隆帯を垂下させ，隆帯に沿ってペン先状 の工

具により結節 沈線文を施している。胴 部には3単位の曲線 的な隆帯を

垂下させ，その 中位 に環状 の突起を付加 している。地文として L の無

節縄文を縦方 向に施している。

良好

4

深　　 鉢 A ［3 7 ．0 ］ 口緑 部から胴 部にか けての破片 。胴部 は直線 的に立ち上が り，頚部 長石 ・石英 e 雲母 P lO4 9　 2 5％

縄 文土器 B （2 4 ．4 ） で屈 曲して外 傾し，ロ縁 部はわずかに内攣する。口唇部直下に2 本の 暗赤褐色 P L 3 3

隆帯を巡らし，隆帯に沿って爪形文を施している。目線部には隆帯によ

る横 S字状 文を施し，その間を隆管で連結している。頚部と胴部の境

には4本の沈線を巡らし，胴部は洗練 により曲線的な文様を措出してい

る。地 文としてR L の単節縄 文を横方向に施している。

普通

5

深　　 鉢 B 0 6 ．1 ） 太波状 目線を呈する目線 部から胴部にかけての破片。頚部は外傾 し， 長石 ・石英 ・雲母
i p lO50　 5 ％

縄文土器 日録部はわずかに内攣する。ロ綾部は波頂 部下に隆帯を垂下させて にぷい褐色

区画 文を形成 し，区画文 内に縦方向の結 節洗練文を施している。R L

の単節縄 文を施 している。

普通

6

深　　 鉢 B （1 9 ．0 ） 胴部 から底部にかけての破片 。胴部 は直線 的に立ち上がる。L の無 長石 ・石英 ・雲母 P lO 52　 20％

縄文土器 C　 1 4 。2 節縄文を縦方向に施している。 にぷ い褐色

良好

7

深　　 鉢 A ［2 4 ．6 ］ 目線部から胴 部にかけての破 片。胴 部は直線的に立ち上 がり，頚 部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 5 1 10％

縄文土器 B 日 射 7 ） で屈折 して外傾 し，口縁部 はわずかに内攣する。4単位の波状目線を 黒褐色

皇し，波頂部は山形状を皇する。波頂部下に隆帯 によるⅤ字状 文を施

し，口唇 部直下に押庄 文を有する隆帯を巡らしている。地文としてL R

の単節縄文を縦方向に施 している。

普通

8

深　　 鉢 B （8 ．5 ） 胴部から底部 にかけての破片。胴部は直線 的に立ち上がる。胴部に 長石 ・石英 ・雲母 P lO 53　 15％

縄文土器 C　　 9 j は4単位の隆帯 を懸垂させている。無文。 にぷい赤褐色

普通

底 部に網代痕

9

深　　 鉢

縄文土器

B （4 ．6 ）

C　 1 2 ．1

胴部から底部 にかけての破片。胴部は直線 的に立ち上がる。無文。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい赤褐 色

普通

P lO5 4　 5 ％

底部 に網代痕

10

ミニチュア A　　 5 ．9 ロ綾 部から胴部の一部 欠損。胴 部は直線 的に立ち上がり，目線 部に 長石 ・石英 ・雲母 P lO5 5　 60 ％

土　　 器

縄文土器

B　　 6 ．4

C　　 4 ．2

至る。L R の単節縄文を縦 方向に施している。 にぷい赤褐色

普通

P L 3 3

1日

12

13

深　　 鉢
B （6 °0 ） i

B （6 ．5 ）

B （5 ．8 ）

口縁部片。ロ綾部 はわずかに内攣する。口唇部 は肥厚 する。R L の単 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 37　 5 ％

T P lO 38　 5 ％

T P lO 39　 5 ％

縄文土器 節縄文を縦方向に施している。 黒褐色

普 通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 ロ縁部片。目線部はわずかに内攣する。ロ縁 部内面に稜 を有する。L

縄文土器 の無節縄 文を縦方 向に施 している。 灰褐色

普通

長石 e石英 ・雲母深　　 鉢 目線 部片。目線部はわずかに内攣する。口唇部外面に押庄文を有す

縄文土器 る隆帯を巡らしている。クシ状工具による条線文を縦方向に施している。 灰褐色

普通
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第388号土坑（第327・328図）

位置　調査1区の中央部，B5j2区。

規模と平面形　本跡は開口部の一部が崩落しているため，開口部は長径1．60m，短径1．26mの楕円形と推定さ

れ，底面は長径2．11m，短径1．92mの円形である。深さは85cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，第4・5層はローム粒子を多く含むことから，北壁の崩落土と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遣物　縄文土器片96点が出土している。このうち，縄文土器片12点を抽出・図示した。3は嚢の口緑部から胴

部にかけての破片，4は探鉢の頚部から底部にかけての破片，6は口緑部の一部が欠損する小形鉢，8は探鉢

の胴部から底部にかけての破片，12は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。1は深鉢の口

緑部片，5は把手部が欠損する小形鉢，7・9は深鉢の胴部から底部にかけての破片，10は探鉢の把手部片，

11は探鉢の頸部片で，いずれも覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第327図　第388号土坑・出土遺物実測図
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第328図　第388号土坑出土遺物実測図
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第388号土坑出土遺物観察表（第327e328図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 8 ．8 ］ ロ綾 部片 。目線部と胴部の境 で屈曲しタロ縁部はわずかに内傾する。 長石 ・褐色礫粒 P lO5 7　 10 ％

縄文土器 B （1 3 ．3 ） 目線 部内面に稜 を有 する。目線 部には沈線により鋸歯状文を巡らし， 黒褐 色

その間に渦巻文を施 している。地文はL の無節縄 文で，口唇部外面に 普通

ほ横方向に，それ以外は縦方 向に施 している。

2

深　　 鉢 B （1 6 」 ） 胴 部片。胴 部は直線 的に立ち上がる。L の無節縄文を縦 方向に施し 長石 ・石英 ・雲母 P lO 58　 10％
縄文土器 ている。 黒褐色

普通

3

旛瓦 A ［3 2 ．4 ］ 目線部から胴部にかけての破片 。胴部は外傾 して立ち上がり，頚部で 長石 ・石英 も雲母 P lO 56　 30％

縄文土器 B （3 8 ．8 ） くびれて屈 曲し，目線 部は短く外傾する。口唇部外面は突出し，目線部 黒褐色 （上半） P L 二33

内面 に稜を有する。地文は R L の単節縄文で，目線 部は縦 方向に，胴 にぷい褐色 （下半）

部は横方向に施 している。 良好

4

探　　 鉢 B （2 4 ．5 ） 頚部から底 部にか けての破片 。胴 部は直線 的に立ち上 がり腰 部で 長石 ・石英 ・雲母 P lO5 9　 15％
縄文土器 C 白 上 4 ］ 屈折して外 傾する。頚部と胴部の境 に隆帯を巡らし，胴部 には曲線的 黒褐 色 （上 半）

な隆帯を垂 下させ ，隆帯の連結部は環状となる。L R の単節縄文を施 にぷい褐 色 （下半）

している。 良好

鉢 A　 l 上 6 目線部一部欠損 。胴部は外 反して立ち上がり，ロ綾部は内攣する。ロ 長石 ・石 英 ・雲母

にぷ い褐色

良好

P lO 63　 90％

P L 345 縄文土器 B （6 ．6 ） 緑 部内面に稜 を有 し，目線部 に突起を有していた痕跡がある。内・外

C　　 7 ．0 面ともによく研磨されている。

鉢 A H L 7 ］ 目線部から胴 部の一部欠損 。胴部は外傾して立ち上がり，目線部はわ 長石 ・石英 ・雲母 P lO6 4　 50％
6 縄文土器 B　　 6 」

C　　 4 ．6

ずかに内攣する。目線部 内面に稜を有する。 にぷい褐色

良好

7

深　　 鉢 B （3 ．9 ） 胴部から底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立ち上がる。無文。 長石 e 石英 ・雲母 P 106 2　 5 ％

縄文土器 C　　 7 ．8 にぷい褐 色

普通

8

探　　 鉢

縄文土器

B （3 ．4 ）

C　 l l ．0

胴部から底部 にかけての破 片。胴部は直線 的に立ち上がる。無文。 長有 ・石 英 ・雲母

にぷい褐 色

P lO6 1　 5 ％

底部 に網代痕。

普通

9

深　　 鉢

縄文土器

B （5 ．0 ）

C　 l O ．3

胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。無文 。 長石 ・石英 ・雲母

灰褐色

普通

P lO 60　 5 ％

10

深　　 鉢

縄文土器

B （7 ．4 ） 把手部片。円盤状を皇し，ほぼ中央部に円形のくぼみがある。 長石 e石英 ・雲母

灰褐色

普通

P lO6 5　 3 ％

1 1＿

探　　 鉢 B （8 ．0 ） 頚部片。頚部で屈曲して外傾する。目線部と頸部の境に隆帯 を巡らし， 長石 ・石英 ・雲母 T P iO4 0　 5 ％

縄 文土器 頚部は半裁 竹管 による平行沈線文 で文様を措 出している。地 文とし 黒褐色

てL R の単節縄文を縦方向に施している。 普通

12

探　　 鉢 B （8 ．7 ） 波状口緑 を呈する目線 部片。日録部は開きながらわずかに内攣 し，内 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 4 1　 5 ％

縄文土器 面に稜を有する。口唇 部外 面に隆帯を巡らし，半裁竹管による結節沈 黒褐色

線 文を施している。地文として L R の単節縄文を縦 方向に施 している。 普 通

第調号豊坑（第329図）

位置　調査1区の南西部，C4d5区。

規模と平面形　開口部は長径1。68m，短径1。52mの円形，底面は長径1。82m，短径1。80mの円形で，深さは

66cmである。

壁　フラスコ状を皇する。南壁だけはほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは南西壁際に位置し，径27cmの円形で，深さ38cmである。P2は北西壁寄りに位置し，

径28cmの円形で，深さ19cmである。
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覆土11層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　黒褐色

5　黒褐色

6　黒褐色

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子微量

ローム粒子中量，

7　黒褐色　ローム粒子少量，

8　黒褐色　ローム粒子少量，

炭化粒子微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子微量

10　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

11暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片56点が出土している。このうち，縄文土器片6点を抽出・図示した。1・2は同一個体の浅

鉢で，1は口緑部から胴部にかけての破片，2は胴部から底部にかけての破片で，いずれも覆土下層から出土

している。3は探鉢の胴部から底部にかけての破片，5は探鉢の口緑部片で，いずれも底面から出土している。

4・6は深鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。

⑥＼′
／　　　　　　　＼
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第329図　第390号土坑・出土遣物実測図
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第390号土坑出土遺物観察表（第329図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 A ［4 3 ．0 ］ 口緑部から胴部 にかけての破 片。胴部は外傾 して立ち上がり，ロ綾部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 66 A　 lO％
縄文土器 B （8 ．8 ） に至る。ロ縁部内面に稜を有する。無文。内・外面ともに研磨している。 褐色

普通

目線部内面赤彩

2

浅　　 鉢 B （7 ．1 ） 胴部から底 部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。無文。内・ 長石 ・石英 ・雲母 P lO6 6 B　 lO％
縄文土器 C ［1 0 ．9 ］ 外面ともに研 磨している。 暗褐色

普通

P lO 6 6 A と 同一

個体

3

探　　 鉢 B （5 ．2 ） 胴部から底 部にかけての破 片。胴部は直線的に立ち上がる。R L の 長石 ・石英 ・雲母 P lO6 8　 5 ％
縄文土器 C ［9 ．8 ］ 単節縄 文を縦 方向に施している。 灰褐 色

良好

4

探　　 鉢 B （3 ．8 ） 目線部片 。目線部はわずかに外傾する。目線部には上下に重ねた橋 長石 ・石英 ・雲母 P lO 67　 3 ％
縄文土器 状 の突起を連続させて巡らしている。 灰褐色

普通

5

深　　 鉢 B （4 ．7 ） 目線部片 。目線部 は外傾する。口唇部内面は肥厚 させ，口唇部 直下 長石 ・石英 ・雲母 T P lO4 2　 3 ％
縄文土器 に沈線を巡らしている。 にぷい褐色

普通

深　　 鉢 B （4 ．6 ） 口緑 部片 。目線部は直立する。口唇 部直下に沈線を巡らしている。地 長石 ・石英 ・雲母 T P lO4 3　 3 ％
6 縄 文土器 文はL の無節縄 文で，口唇 部外面は横 方向に，口緑 部は縦 方向に施 褐灰色

している。 普通

第392号丑坑（第330・331図）

位置　調査1区の南西部，C4g4区。

重複関係　本跡は第393号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第404号土坑は重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は第393号土坑を掘り込んでいるため，長径工20m，短径1．08mの円形と推定され，深さ

は36cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片19点が出土している。このうち，縄文土器片2点を抽出・図示した。1は波状目線を呈する

深鉢の口綾部片，2は浅鉢の口綾部付近から胴部にかけての破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

二「千二‾
第33の図　第392号土坑実測図
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第3割図　第392号土坑出土遺物実測図

第392号土坑出土遺物観察表（第331図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．7 ） 波状 目線 を呈す る口緑部片。目線部は直立する。口縁部には隆帯 に 長石 ・石英 ・雲母 P lO7 5　 3 ％

縄文土器 より文様 を措出し，隆帯の交点には渦巻文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

2

浅　　 鉢 B （6 ．6 ） 目線部付近から胴部 にかけての破片。胴部は緩やかに外傾 して立ち 長石 ・石英 ・雲母 P lO 77　 5 ％

縄文土器 上が り，口綾部と胴部の境は屈曲 して突出 し，ロ縁部は内傾する。ロ にぷい褐色

縁部は沈線 により文様を描出 している。 普通

第393考量坑（第332・333図）

位置　調査1区の南西部，C4g4区。

重複関係　本跡は第392号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第404号土坑は重複するが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。28m，短径1。20mの円形，底面は長径2。08m，短径1。50mの楕円形で，深さは

136cmである。

壁　フラスコ状を呈する。北東壁はほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1～3層は第392号土坑の覆土で，第4～14層が本跡の覆土である。11層に分層され，覆土下層（第9

～14層）はローム粒子を多量に含んでいることから，内傾していた北東壁の崩落土と考えられる。

土層解説

4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量

7　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

10　褐　　色　ローム粒子多量

11暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

14　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片127点が出土している。このうち，縄文土器11点を抽出・図示した。1は上半部が欠損する

探鉢，2は探鉢の胴部から底部にかけての破片，4は大波状口縁を呈する探鉢の口緑部片で，いずれも覆土下

層から出土している。5は橋状把手を有する探鉢の口緑部片で，覆土中層から出土している。3・6は波状目

線を呈する深鉢の口緑部片，7～9は探鉢の日録部片，10は探鉢の頚部片，11は探鉢の頚部から胴部にかけて

の破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，1・2・4の出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第333図　第393号土坑出土遺物実測図

第393号土坑出土遺物観察表（第332～333図）

0　　　　　　　　　　　10cm

l　　＿　＿＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴胎土・色訴ト焼成備　考

1

探　　鉢B（30．0）上半部欠損。胴部は直線的立ち上がり，頚部で屈曲して外傾する。頸長石・石英・雲母Pll18　60％

縄文土器C　ll．0部と胴部の境からY字状の隆帯を垂下させて器面を縦位に4分割し，黒褐色（上半）PL34

沈線により上下に対向するⅩ字状文を施している。地文はLの無節縄にぷい褐色（下半）外面上半部スス

文で，縦方向に施している。 普通付着

2

探　　鉢B（17．7）頚部から底部にかけての破片。胴部は直線的立ち上がり腰部でくび長石・石英・雲母PlO76　30％

縄文土器C　　9．6れる。頚部に沈線による鋸歯状文を巡らしている。地文はLの無節縄
黒褐色（上半）PL34

文で，縦方向に施している。 にぷい褐色（下半）

普通

3

探　　鉢B（9．9）大波状口縁を呈する口縁部片。波底部を起点に隆帯により区画文を長石・石英・雲母PlO70　5％

縄文土器形成し，隆帯に沿って結節沈線文を施している。RLの単節縄文を地にぷい橙色

文にしている。 良好

4

深　　鉢B（12．8）波状口緑を呈する口緑部片。波頂部直下に端部を突出させた隆帝を長石・石英・雲母PlO71　5％

縄文土器起点に区画文を形成し，隆帯に沿って沈線文を施している。地文としにぷい赤褐色

てRLの単節縄文を施している。 普通

5

深　　鉢B（11．0）立体的な橋状把手を有する口緑部片。口縁部はほぼ直立する。把手長石・石英・雲母PlO69　5％

縄文土器の上部は横長の長方形状を里し，把手の下部は中央と両端に縦位の暗赤褐色

橋状把手を付加している。隆帯に沿って結節沈線文を施し，LRの単

節縄文を地文にしている。

普通

6

探　　鉢B（7．6）波状口緑を呈する口縁部片。口唇部外面に隆帯を巡らし，波頂部直長石・石英・雲母PlO72　3％

縄文土器下に縦長の隆帯を付加している。隆苛に沿って沈線文を施し，RLの褐灰色

単節縄文を地文にしている。 普通

7

深　　鉢B（5．1）口緑部片。ロ緑部は開きながら内攣し，口唇部は短く外反する。口縁長石・石英・雲母PlO73　3％

縄文土器部に隆帯を巡らして幅狭の口緑部文様帯を形成し，文様帯内に結節灰褐色

沈線文を巡らしている。文様帯の下部には，RLの単節縄文を縦方向

に施している。

良好

8

深　　鉢B（5．8）口緑部片。口縁部は開きながら内攣し，口唇部は短く外反する。ロ緑長石・石英・雲母PlO74　3％

縄文土器部に押庄文を有する隆帯を巡らして幅狭の口綾部文様帯を形成し，黒褐色

文様帯内に結節沈線文を巡らしている。文様帯の下部には，RLの単

節縄文を縦方向に施している。

良好

9

探　　鉢B（6．5）ロ緑部片。口縁部は内暫し，口唇部は外傾する。口唇部直下に洗練長石・石英・雲母TPlO44　3％

縄文土器を巡らし，ロ緑部には沈線による波状文を施している。にぷい赤褐色

普通

10

探　　鉢B（5．2）頭部片。頭部は外傾する。キザミを有する隆帯により区画文を形成し，長石・石英・雲母TPlO45　5％

縄文土器沈線により文様を描出している。地文はRLの単節縄文で，縦方向に灰褐色

施している。 良好

11

探　　鉢B（7．1）頚部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頚部で長石・石英・雲母TPlO46　5％

縄文土器屈曲して外傾する。胴部は結節沈線文により文様を描出している。地にぷい橙色

文はRLの単節縄文で，縦方向に施している。良好
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第395号土坑（第334図）

位置　調査1区の南西部，C4e5区。

重複関係　本跡は第381号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第381号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径1．60m，短径1．封mの円形と推定さ

れ，底面は長径2．04m，短径2．02mの円形である。深さは62cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは長径27cm，短径25cmの円形で，深さ22cmである。Plは本跡に伴うピットと考えた

が，別な遺構のピットである可能性もある。

覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量，第3層より色調が明るい
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量
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第334図　第395号土坑・出土遺物実測図
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遣物　縄文土器片65点が出土している。このうちタ　縄文土器5点を摘出や図示した。1は上半部が欠損する探

鉢，4ほ深鉢の目線部片で，いずれも底面から出土している。3は深鉢の胴部片，5は深鉢の頚部片で，いず

れも覆土下層から出土している。2は突起を有する深鉢の目線部片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第395号土坑出土遺物観察表（第334図）

図版番号 器　 種 計 測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （3 5 ．6 ） 上半部欠損。胴 部は直線的に立ち上がり，頚部は屈 曲して外傾する。 長石 ・石英 ・雲母 P lO 7 8　 50％

縄文土器 C　 1 3 ．1 頚部直下に隆帯を巡らして円形の貼付 文を4単位施し，その間に区画 にぷい赤褐色 P L 34

文を形 成している。胴部には隆帯による三角形 区画文を縦 位に連ね

たようなモチーフを頸部直下の区画文から垂下させている。隆帯 に沿

って3条一組の結節沈線 文を施している。

普 通

2

深　　 鉢 B （5 ．2 ） 口緑部片。口縁 部はわずかに内攣し，内面に稜を有する。口唇部 に環 長石 ・石英 ・雲母 P lO 80　 3 ％

縄文土器 状の突起を有し，突起 を起点として隆帯により区画 文を形成 している。 灰褐色

隆帯に沿って半裁竹管による結節平行洗練文を施している。 普通

3

深　　 鉢 B （1 1．3 ） 胴部 片。胴 部は直線的にわずかに外傾して立 ち上がる。胴部 には4 長石 ・石英 ・雲母 P lO 79　 10％

縄文土器 単位の隆帯を垂下させている。 にぷい赤褐色

普通

4

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 波状 目線を皇する口綾部片。目線 部はわずかに内攣する。口唇部に 長石 ・石英 ・雲母 T P lO4 7　 3 ％

縄文土器 キザミを有し，口縁部には半裁竹管により結節平行洗練文を施している。 にぷい赤褐色

普通

5

深　　 鉢 B （6 ．6 ） 頚部片 。頚部 はわずかに外傾する。隆帯により文様を措出し，隆帯に 長石 ・石英 ・雲 母 T P lO4 8　 3 ％

縄文土器 沿って半裁竹管 による結節平行沈線文を施している。 褐色

普通

第謂考量坑（第335e336図）

位置　調査1区の東部，B5j4区。

重複関係　本跡は第1号堀にその大半を掘り込まれていることから，本跡が古く，一部だけが残存している。

規模と平面形　開口部は残存していないため不明である。底面は長径2。28m，短径2。20mの円形と推定される。

深さは50cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

‾「＿＿＿＿＿＿ノ‾

」二二二二＿二」＿…＿二＿二二＿」

第335図　第396号土坑。出土遺物実測図
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痕跡

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第336図　第396号土坑出土遺物実測図

遺物　縄文土器片70点，敲石1点が出土している。このうち，縄文土器6点，敲石1点を抽出・図示した。1

は大波状口緑を呈する探鉢の口緑部から頚部にかけての破片，4は探鉢の口緑部片，5・6は探鉢の底部から

胴部にかけての破片，2は蔽石で，いずれも底面に近い位置から出土している。3は大波状口緑を呈する探鉢

の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土から出土している。

所見　時期は，中期中葉（阿王台I b式期）と考えられる。
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第396号士坑出土遺物観察表（第335の336図）

図版番号 器 種 i 計測値 （cm ）
器形及び文様の特徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢　 A は 8．8 ］ 目線部 から頚 部にかけての破片。頚部はわずかに内傾して立ち上が 長有 ∴五英 P lO 8 1 15％
縄文土器　 B （1 7 ．6 ） り，頚部と目線 部の境 で屈 曲して外傾し，日経部は内攣する。4単位の にぷい褐色 P L 34

1
太波状 目線 を皇しぎ波頂部 には扇状の把手を有する。目線 部には波

頂部 下と波底部下 に円形の貼付 文を付 け，断面 三角形の隆帯により

文様を持出している。頚部は隆帯 により楕 円形 区画 文を形成 し，二段

に施している。隆管に沿って結節沈線文を施している。

良好

深　　 鉢　 A ［3 0 ．2 ］ ロ綾 部から胴 部にかけての破片 。胴部 は直線的 に立ち上がり，頚部 長有 ・石英 ・雲 母 P lO8 2 10 ％
縄 文土器　 B （1 7 ．0 ） で屈折して外傾 し，ロ綾部は内攣する。4単位の太波状 目線を皇 し，波 黒褐 色 P L 34

3
頂部には内面が獣面となる把手を有する。波頂部直 下には隆帯によ

るC 字状文 を施 しプロ緑 に沿って結節沈線 文を巡らしている。胴部 は

垂下 する隆帯 により器を縦位に 4分割し，頚部と胴部の境 には沈線 文

を巡らしている。地文として L R の単節縄 文を縦方向に施している。

普通 外面ス ス付着

深　　 鉢　 B 0 4 ．6 ） ロ緑部 から胴部にかけての破 片。胴 部は直線 的に立 ち上 がり，目線 長石 ・石英 ・雲母 P lO 83　 5 ％
縄文土器 部と胴部の境 で屈 曲し，目線 部は開きながら内攣 する。口唇部直下 と， にぷい橙色

4 目線部と胴 部の境 に断面 三角 形の隆帯を巡らして区画文 を形 成し，

隆帯に沿って結 節沈線文を施している。胴部は無文である。

普通

深　　 鉢　 B 0 3 ．7 ） 胴部から底部 にかけての破 片。胴 部は直線 的に立ち上がる。L の無 長有 ・石 英 ・雲母 P lO臣L 10 。。

5 縄文土器　 C l 上 3 節縄 文を縦方 向に施 している。 にぷい橙色

普通

6

胴部から底部にかけての破片 。胴 部は直線的に立ち上がる。無文 。 長有 ・石英 ・雲母

にぷ い赤褐色

普通

P ＿鵬 5　　 ％

底部 に網代痕

図版番号 器　 種
計測値‘ 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm）重量（g ）

2 敲　　 石 （鵬 i 7．3　 日 摘 「 ㈱ 砂　　　 岩 自然礫を素材にしている。凹石兼用。 Q lOOユ

第399考量坑（第337～342図）

位置　調査1区の南西部タ　C4i5区。

規模と平面形　開口部は長径1。54m，短径1。22mの円乳　底面は長径2。74mタ　短径2。58mの円形でタ　深さは

102cIllである。）

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

穫豊11層に分層される。ほぼ完形の土器や大形破片が底面から覆土下層にかけて多量に廃棄されたような状

態で出土していることから，覆土下層は人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック0ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　炭化物少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック0炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　焼土粒子ダ炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子8焼土小ブロック微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロックゆローム小ブロック・炭化粒子微量

9　褐　色　ローム小ブロック8ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

11褐　色　ローム太ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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第337図　第399号土坑・出土遺物実測図
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第338図　第399号土坑出土遺物実測図（1）
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第339図　第399号土坑出土遺物実測図（2）
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第340図　第399号土坑出土遺物実測図（3）
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第341図　第399号土坑出土遺物実測図（4）
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第342図　第399号土坑出土遺物実測図（5）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　＿ト　　　」

遺物　縄文土器片709点が，主に底面から覆土下層にかけて廃棄されたような状態で出土している。このうち，

縄文土器23点を抽出・図示した。2・3は底部が欠損する深鉢，5は波状口緑を呈する深鉢の口緑部から頸部

にかけての破片，7・8は同一個体で，7は探鉢の上半部，8は深鉢の胴部から底部にかけての破片，9は口

縁部の一部及び底部が欠損する嚢，16は双頭の波状口緑を呈する浅鉢，17は嚢のロ緑部から胴部にかけての破

片で，いずれも底面から出土している01は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片・4は探鉢の頚部から胴部
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にかけての破片，12・13は胴部から底部にかけての破片，15は深鉢の頚部片，18は深鉢の目線部片で，いずれ

も覆土下層から出土している。6は探鉢の目線部から胴部にかけての破片，10・14は探鉢の胴部から底部にか

けての破片，11はほぼ完形の深鉢で，いずれも覆土中層から出土している。19～23は探鉢の日録部片で，いず

れも覆土から出土している。

所見　ほぼ完形の土器及び大形破片は，本跡の廃絶時から覆土中層堆積時にかけて一括廃棄されたものと思わ

れる。時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第399号土坑出土遺物観察表（第337～342図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 目線 部から胴部 にかけての破 片。胴部は直線的に立 ち上がり，頚部 長石 ・石英 ・雲母 P lO 86　 40％
縄文土器 B （2 5 ．5 ） で屈曲し，目線部 は外傾する。口唇部の断面形は三角形を里し，内面 黒褐色 P L 34

に稜を有する。目線部に隆帯によるⅤ字状文を4単位施している。無文。 普通 外面スス付着

2

探　　 鉢 A　 1 3 ．4 底部 欠損。胴部は直線 的に立ち上が り，目線部 に至る。口唇 部の断 長石 ・石英 ・雲母 P lO 89　 9 0％
縄文土器 B （2 0 ．2 ） 面形は三角形を皇し，その下部に隆帯 によるU 字状文を3単位 施して 黒褐色 （上半） P L 34

いる。ロ緑部は沈線 により文様を措 出している。 にぷい赤褐色（下半）

普通

外 面上半スス付着

3

深　　 鉢 A　 2 1 ．3 底部欠損。胴部 は内攣気味 に外 傾して立ち上がり，胴 部中位 に最大 石英 ・雲母 P lO 87　 5 0％
縄文土器 B （1 6 ．3 ） 径 を持 つ。頚部 は屈曲して外傾し，目線 部に至る。口唇部直 下に2本 黒褐 色 P L 3 5

の隆帯を巡らし，隆帯 による横 S字状 文を施 している。L R の単節状文

を縦方向に施している。

普通

4

探　　 鉢 B （3 0 ．5 ） 頚 部から胴部 にかけての破 片。胴部は内攣 して立ち上がり，胴部 中位 長石 ・石英 ・雲母 P lO 8 8　 30％
縄文土器 に最大径を持 つ。頚 部は屈 曲して外 傾する。頚 部と胴 部の境に2本 暗赤褐色 P L 34

の隆帯を巡らし，その間に爪 形文を施している。胴部 には2本 一組の

隆帯 により端部が渦巻文となる文様を連結させて施している。地文 は

R L の単節縄文 で，縦方向に施している。

普通

5

探　　 鉢 A ［4 1．4 ］ 目線部から頚部にかけての破片 。頚 部で屈 曲して外 傾し，口綾部は 長石 ・石英 ・雲母 P lO 9 1 10％
縄文土器 B （1 5 ．6 ） 開きながら内攣する。4単位の波状目線を皇 し，波頂部は欠損している。 黒褐色

目線 部には波頂部 下部で区切られた隆帯による区画文を形成 し，区

画文内には沈線を連続させて斜位 に施している。頚部 にはL R の単節

縄 文を横方 向に施 している。

普通

6

深　　 鉢 A ［3 1 ．4 ］ 口綾 部から胴部 にかけての破片。胴部 は直線的 に立ち上がり，頚部 長石 ・石英 ・雲 母 P lO9 2　 4 0％
縄文土器 B （2 1 ．4 ） で屈折して外傾し，口縁 部は開きながら内攣する。目線部には半裁竹 黒褐色 P L 3 5

管 による波状 の平行 洗練文を巡らし，胴部 にはR L の単節縄文を縦方

向に施 している。

普通

7

深　　 鉢 A ［2 7 ．5 ］ 口緑部及び胴部の一部欠損。胴部は内攣気味に外傾して立ち上がり， 長石 ・石英 P lO 90 A　 30％
縄文土器 B （3 0 ．6 ） 胴部上位 に最大径を持つ。頚部はくびれて外傾し，口緑 部は開きなが 黒褐色 （上半） 外面上半スス付着

ら内攣する。口唇部直下 に2本の隆帯 を巡らし，隆帯による2本の波状 にぷ い褐色 （下半） P L 34
文を施している。頚部と胴部の境には3条の洗練を巡らして頚 部と胴

部を区画している。頚部 と胴 部には沈線による渦巻文を施し，渦巻 文

の空自部に洗練 文を充填している。地文としてL R の単節縄 文を縦 方

向に施している。

普通

8

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部から底部にかけての破片。胴 部は直線 的に立ち上がる。沈線に 長石 ・石英 P lO9 0 B　 5％
縄文土器 C ［1 3 ．2 ］ より文様を措 出している。地文はL R の単節縄文で，縦 方向に施してい

る。

にぷい褐 色

普通

P lO90 A と同一個体

底 部に網代痕

9

婆 A　 3 6 ．2 ロ綾部 の一部及 び底部欠損 。胴部は直線的に立ち上がり，目線 部は 長石 ・石英 ・雲母 P lO9 3　 5 0％
縄文土器 B （3 0 ．4 ） 外 反する。R L の単 節縄文を地文とし，クシ状工具 により条線 文を施 し にぷい赤褐色 P L 3 5

ている。 普通

10

深　　 鉢 B （2 5 ．7 ） 頚部から底 部にかけての破片 。胴部 はほぼ直線的に立 ち上 がる。頸 長石 ・石英 ・雲母 P lO94　 30 ％
縄文土器 C　 l O ．6 部と胴 部の境 に沈線を巡らし，胴 部にはクシ状工具 により波状 文を縦 にぷ い褐色 底部 に網代痕

方向に施している。 普通

探　　 鉢 A　 1 6 ．0 ほぼ完形。胴 部は直線 的に立ち上 がり，目線 部はわずかに外傾 する。 長石 ・石英 P 13 58　 98％

11
縄文土器

探　　 鉢

B　 2 2 ．0 口唇 部外面は肥厚 する。Lの無節縄文を，口唇部外面には横 方向に， 黒褐色 （上半） P L 35
C　　 7 ．9 それ以外 には縦方向に施している。 にぷい赤褐色（下半）

普通

長石 ・石 英 ・雲母

底部に網代 痕

B （2 2 ．1 ） 胴部から底部にかけての破片。胴部は開きながら直線的に立ち上がる。 P lO9 5　 3 0％

12 縄文土器 C　 1 2 ．0 R L の単節縄文を縦 方向に施 している。 にぷい赤褐色 底 部に網代痕
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図版番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

lj

探　　 鉢 B （7 ．7 ） 胴部から底部にかけての破片。胴部は開きながら直線的に立ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P lO9 6　 10％

縄文土器 C　 l l．7 L R の単節縄 文を地文とし，クシ状工具により波状 文を縦方向に施して にぷい褐色 底 部に網代 痕

いる。 普通

14

深　　 鉢

縄文土器

B （4 ．8 ）

C　 l l．2

胴部から底部 にかけての破 片。胴部は直線 的に立ち上がる。無文。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい橙 色

普通

P lO9 8　 10％

15

深　　 鉢 B （11 ．5 ） 頚部片 。口緑部と頚 部の境及び頚部と胴 部の境 に沈線 を巡 らし，頸 長石 ・石英 ・雲母 P llOO　 lO ％

縄文土器 部には沈線 により文様 を描 出している。沈線 に沿って縄 文原体による にぷい赤褐色

庄痕文を施している。地文としてR L の単節縄文を縦方向に施している。 普通

16

浅　　 鉢 A ［5 1 ．8 ］ 日縁部一部欠損。胴部は外傾し，目線 部に至る。4単位の波状 目線を 長石 ・石英 ・雲母 P l．09 7　90 ％

縄文土器 B　 19 ．7

C　 l l ．2

皇し，波頂部は双頭となる。無文。 暗赤褐色

普通

P L 35

17

聾 A ［30 ．8 ］ ロ綾部から胴部にかけての破片。胴 部は内攣気味に外傾して立ち上 長石 ・石英 ・雲母 P lO 99　 10％

縄文土器 B （30 ．0 ） がり，胴部中位に最大径を持つ。頚部は屈 曲して外傾し，目線部に至る。 黒褐色 外面スス付着

L の無節縄文を縦方向に，一部を横 方向に施している。 普通

18

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線部片。口縁部は外傾 する。口唇部直下に鍔状の隆帯を巡らし，そ 長石 ・石英 ・雲母 P llO 1　 5 ％

縄文土器 の上部に隆帯による波状文 を施 している。地文はR L の単節縄 文で， にぷい赤褐色

鍔状の隆帯 には横方向に，口緑 部には縦方 向に施 している。 普通

19

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線部片。目線部 は外傾する。口唇部直 下に2本の隆帯を巡 らし，ロ 長石 ・石英 。雲母
l p l lO 2　 5 ％

縄文土器 唇部に押庄 文を施す突 起を有 している。隆帯 の下部 には沈線を巡ら にぷい褐色

している。地文はR Lの単節縄文で，隆帯には横方 向に，その下 部には

縦方向に施している。

普通

20

探　　 鉢 B （1 0 ．2 ） 口緑 部片 。ロ緑部は直立 し，内面に稜を有する。日録部に2本の沈線 長石 ・石英 ・雲母 T P lO5 1　′5 ％

縄文土器 を巡 らし，その上部は幅狭の無文帯 としている。口縁 部にはR の無節 黒褐色

縄文を斜方向に巡らしている。 普通

2 1

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 目線 部片。目線 部は開きながら内攣する。目線部に隆帯を巡らし，幅 長石 ・石英 ・雲母 P llO 3　 5 ％

縄文土器 狭 の目線部文様帯 を形 成し，隆帯により区画文を施 している。隆帯 に 黒褐色

沿って結 節沈線文 を施 している。口縁部にはR L の単節縄文 を縦 方

向に施している。

普通

22

深　　 鉢 B （9 ．1 ） 目線部片 。目線 部は外傾 し，内面に稜 を有する。地文 はR L の単節縄 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 52　 5 ％

縄文土器 文で，口唇部には横方 向に，目線部 には縦方向に施している。 黒褐色

普通

23

探　　 鉢 B （7 ．1） 波状 目線 を皇する目線部片 。目線部は開きながら内攣する。口唇部 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 50　 5 ％

縄文土器 直下 に隆帯 を巡らし，隆帯に沿って半裁竹管による平行沈線文を施し 黒褐色

ている。目線部には孔を有し，孔 に沿って隆帯を施している。地文とし

てL の無節縄文を施している。

普通

第鯛尊堂坑（第343図）

位置　調査1区の中央部，B4j8区。

確認状況　トレンチヤーによる撹乱が著しく，確認面における残存状況は不良である。

規模と平面形　開口部は長径1。06m，短径0。94mの円形と推定され，底面は長径2。14m，短径1。76mの円形であ

る。深さは80cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所・いずれも北際に位置し，ピットの深さはPlが43cm，P2が20cmである。

覆土　9層に分層される。覆土下層は不規則な堆積状況を里し，大形の土器片が覆土下層に廃棄されたような

状態で出土していることから，覆土下層は廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・

焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量，ロー

ム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

－　380　－

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

6　褐　色　ローム4、ブロック・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

9　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・鹿

沼パミス粒子微量



遺物　縄文土器片29点が出土している。このうち，縄文土器3点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から底

部にかけての破片，2は深鉢の口緑部片，3は浅鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，いずれも覆土下層か

ら出土している。

所見　図示した土器は，本跡の廃絶時から覆土下層堆積時にかけて一括廃棄されたものと思われる。時期は，

出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第343図　第402号土坑・出土遺物実測図

－　381－



第402号土坑出土遺物観察表（第343図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 1 ．4 ］ 目線部及 び胴部 から底部にかけての破片 。胴部 は直線 的に立ち上 長石 ・石英 ・雲母 P llO 4　 40 ％

1
縄文土器 B ［4 0 ．6 ］ がり，目線部は開きながら内攣する。口唇部は外傾して突出し，内面に 黒色 （上半） 外面上半スス付 着

C　 l O ．9 稜を有する。無文で，よく研磨している。 にぷい橙色 （下半）

普 通

2

深　　 鉢 B （6 ．3 ） 目線部片。目線部は開きながら内攣する。口唇部直下に隆帯を巡らし， 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 53　 5 ％
縄文土器 隆帯 によるⅤ字状文を施している。クシ状工具による条線文を地文とし， 黒色

隆帯 に沿って沈線文を施している。 普通

浅　　 鉢 A ［4 7 ．0 ］ 目線部から胴部にかけての破片。胴 部は外傾し，目線部に至る。波状 長石 ・石英 ・雲母 P llO 5　 10％
3 縄文土器 B （1 0 ．3 ） 目線 を皇し，日録部 内面に稜を有する。無文。 にぷい褐色

普通

目線 部 内 面 赤 彩

胴部 に補修孔あ り

第蠣考量坑（第344～346図）

位置　調査1区の中央部，B4h3区。

規模と平面形　平面形は長径2898m，短径2。46mの楕円形で，深さは68cmである。

壁　ほぼ直立し，西壁の一部は内傾する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　7か所。Plは中央部に位置し，径30cmの円形で，深さ88cmである。P2は北壁際，P3は東壁際，

P4は南壁際，P5は西壁際にそれぞれ位置し，いずれも中央部に向かって内傾している。P2は径34cmの

円形で，深さ62cmである。P3は長径38cm，短径28cmの楕円形で，深さ56cmである。P4は径34cmの円形

で，深さ72cmである。P5は長径76cm，短径46cmの楕円形で，深さ63cmである。P6i7は中央部付近に

位置し，Plよりは小形である。P6ほ長径33cm，短径29cmの楕円形で，深さ45cmである。P7は長径

25cm，短径22cmの楕円形で，深さ45cmである。

覆蓋　6層に分層される。大形の土器片が覆土下層に廃棄されたような状態で出土していることから，覆土下

層は廃棄活動に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子微量

遺物　縄文土器片283点が主に覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。このうち，縄文土器12点

を抽出・図示した。1。3は深鉢の目線部から胴部にかけての破片，2は深鉢の目線部片，4ほ深鉢の日録部

から胴部にかけての破片，8は鉢の胴部から底部にかけての破片，11は探鉢の頚部から胴部にかけての破片，

12は鉢の目線部片で，いずれも覆土下層から出土している。5は探鉢の胴部から底部にかけての破片，6は探

鉢の胴部片，789は探鉢のロ綾部片，10は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　大形の土器片は，本跡の覆土下層堆積時に一括廃棄されたものと思われる。本跡の廃絶時期は，出土土

器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第344図　第403号土坑・出土遺物実測図
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第345回　第403号土坑出土遺物実測図（1）
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第346図　第403号土坑出土遣物実測図（2）

第403号土坑出土遺物観察表（第344～346図）

0　　　　　　10cn

「＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿　　」

図版番号l器種l計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢A　31．2 口緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頚部長石・石英・雲母PllO7　40％
縄文土器B（23．7）で外反し，口緑部は開きながら内攣する。口綾部には沈線が沿う隆帯黒褐色（上半） PL35

による大形の渦巻文を4単位施し，その間に楕円形区画文を形成してにぷい褐色（下半）内面炭化物付着
いる。胴部は沈線による懸垂文間を磨り消している。地文はRLの単

節縄文で，縦方向に施している。
良好

2

婆 A［41．2］口綾部片。口緑部は内攣し，口縁上部で屈曲して外傾する。口線上長石・石英・雲母PllO810％
縄文土器B（12．3）部は無文帯を形成し，よく研磨している。口緑部には隆帯と沈線によりにぷい橙色

円形と楕円形の区画文を形成し，地文としてRLの単節縄文を縦方向

に施している。

良好

3

深　　鉢A［51．0］口緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり腰部長石・石英・雲母PllO6　30％
縄文土器B（32．0）で外反し，口綾部は開きながら内野する。口緑部には隆帯と沈線によるにぷい褐色 PL35

大形の渦巻文を4単位施し，その間に楕円形区画文を形成している。

胴部は沈線による懸垂文間を磨り消している。地文はRLの単節縄文

で，縦方向に施している。

良好

4

鉢 B（13．2）口縁部付近から胴部にかけての破片。胴部は内攣して立ち上がり，ロ長石・石英・雲母PlllOlO％
縄文土器 縁部に至る。最大径は胴部上位にある。口唇部は欠損しているが，口灰褐色

縁部付近には円形刺突文を連続させて巡らしている。胴部上位には

沈線による円形文を施し，円形文を囲むように沈線文を垂下させ，その

間を磨り消している。地文としてLRの単節縄文を縦方向に施している。

普通

5

深　　鉢

縄文土器

B（10．0）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部は長石・石英・雲母Pll1210％
C　　6．8 沈線による懸垂文間を磨り消している。地文はRLの単節縄文で，縦方にぷい褐色
向に施している。 良好

6

深　　鉢

縄文土器

B（12．4）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。胴部は沈線による懸垂文間を長石・石英・雲母PllO910％
磨り消している。地文はLRの単節縄文で，縦方向に施している。 にぷい褐色

普通

7

探　　鉢

縄文土器

B（7．3）ロ綾部片。ロ緑部は内野する。口唇部直下に3本の沈線を巡らし，円長石 TPlO54　5％
形刺突文を連続させて施している。地文として撚糸文を施している。にぷい褐色

普通

8

鉢 B（10．7）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。LRの単長石・雲母 PlllllO％
縄文土器C　lO．2 節縄文を縦方向に施している。 にぷい黄橙色

普通

9

探　　鉢

縄文土器

B（5．5）口縁部付近の破片。口縁部は開きながら内攣する。口緑部には隆帯長石・石英・雲母TPlO55　5％
と沈線により楕円形区画文を形成し，区画文内は短沈線を縦方向に褐灰色
施している。 普通

10

探　　鉢

縄文土器

B（9．8）胴部片。胴部は外反する。頸部は洗練による懸垂文間を磨り消してい長石・石英・雲母TPlO57　5％
る。地文はRLの単節縄文で，縦方向に施している。 にぷい橙色

普通
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図版番可 器 可 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢　 B O ．5 ） 頚 部から胴部 にかけての破片 。胴部 は直線 的に立ち上 がり，頚 部は 長石 ・石英 ・雲母 T P 105 6　 5 ％

11　　 縄文土器 外 反する。胴部には沈線 による懸垂 文間を磨 り消している。地文 はR 黒褐色

L の単節縄 文で，縦方向に施している。 普通

鉢　　　 B （8 ．6 ） 目線部片 。目線部 は内攣し，目線 上部で屈折して外傾する。無文 で， 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 5 8　 5 ％

12　　 縄文土器 よく研磨している。 褐灰色 ロ線 上部 内 ・外 面

良好 赤彩

第那　尊堂坑（第347の348図）

位置　調査1区の南西部，C4e4区。

規模と平面形　平面形は長径3。02m，短径2。12mの楕円形で，深さは35cmである。

壁　夕付頃して立ち上がる。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ紅　3か所。いずれも中央部から東壁寄りに位置し，深さは浅い。Plは長径32cm，短径26cmの楕円形

でタ　深さ12cmである。P2は長径朝cm　短径34cmの楕円形で，深さ7cmである。P3は長径24C恥　短径

23cmの円形で，深さ7cmである。

穫羞　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子さ炭化粒子微量

3　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子e炭化粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片142点が主に覆土中層から廃棄されたような状態で出土している。このうち，縄文土器6点

を抽出の図示した。2と4ほ深鉢の目線部から胴部にかけての破片，3は深鉢の胴部から底部にかけての破片，

5は深鉢の目線部片で，いずれも覆土中層から出土している。1は探鉢の目線部から頚部にかけての破片，6

は深鉢の目線部片で，いずれも覆土から出土している。

新風　図示した土器は，本跡の覆土中層堆積時に一括廃棄されたものと思われる。本跡の廃絶時期は，一括廃

棄された覆土中層堆積時とほとんど時間差がないと判断できることから，その出土土器から中期後菓（加曽利

EI式期）と思われる。

第鍼園　第418号土坑実測図
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第348図　第418号土坑出土遺物実測図

第418号土坑出土遺物観察表（第348図）

図版番号 器　 種 計 測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 6 ．0 ］ 口緑部から頚部にかけての破 片。頚部 は外反し，口緑部は内攣する。 長石 ・石英 ・雲母 P ll 13　 10％
縄文 土器 B （1 2 ．6 ） 把手は欠損するが，孔 を有する把手であると推 定される。口唇 部直下 暗赤褐色

と頚 部に隆帯を巡らしてロ緑 部を区画し，ロ緑 部には隆帯により文様

を措出している。地文はL R の単節縄 文で，縦方向に施している。

普通

2

深　　 鉢 A ［2 0 ．8 ］ 口緑部から胴 部にかけての破 片。胴 部はわずかに開きながら．直線 的 長石 ・石英 P ll14　 20％
縄 文土器 B （2 4 ．3 ） に立ち上がり，ロ緑 部はわずかに外反する。口唇部直下 に隆帯を巡ら 黒色 （上半） 内面炭化物付着

している。L R の単節縄 文を縦方向に施している。 にぷ い褐色 （下半）

普通

3

探　　 鉢 B （1 3 ．7 ） 胴部から底部 にかけての破 片。胴 部は直線的に立 ち上 がる。L の無 長石 ・石英 ・雲母 P l l15　 2 0％
縄文土器 C　　 8 ．2 節縄文を縦方 向に施している。 灰褐色

普通

4

探　　 鉢 B （1 1 ．8 ） 口綾 部から胴部 にかけての破片 。胴部 は直線 的に立ち上が り，口緑 長石 ・石英 ・雲母 T P lO6 5　 5 ％
縄文土器 部はわずかに外傾 する。口緑部と胴部の境 に段を有 し，口緑 部は無文 黒褐色

帯としている。胴部はL の無節縄文を縦 方向に施している。 普通

5

探　　 鉢 B （7 ．5 ） ロ緑部片。ロ綾 部は開きながら内攣する。口唇部直下に隆帯を巡らし， 長石 ・石英 T P lO 66　 5 ％
縄文土器 口緑部 には隆帯 により文様を描出している。地文 はL の無 節縄文で， 黒色

口唇部直下には横方 向に，口緑部 には縦方向に施している。 普 通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

6

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 口縁部片 。ロ緑部 は開きながら内攣す る。口緑部には沈線が沿う隆 長石 ・石英 T P lO 67　 5 ％

縄文土器 帯 により区画 文を施している。地文としてR L の単節縄 文を縦 方向に 黒褐色

施している。 良好

第423号土坑（第349図）

位置　調査1区の中央部，B5jl区。

重複関係　本跡は第424号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1．84m，短径1．68mの円形で，底面は長径2．48m，短径2．42mの円形で，深さは

100cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片67点が出土している。このうち，縄文土器片4点を抽出・図示した。1は波状口緑を呈する

深鉢のロ綾部から底部にかけての破片，2は探鉢の胴部から底部にかけての破片，3は探鉢の口縁部から頚部

にかけての破片，4は碧の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

①、一／／一一、 且29．4m

第349回　第423号土坑・出土遺物実測図
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第423号士坑出土遺物観察表（第349図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） ！　　　　 器形及 び文様の特徴
胎土 ・色調 e焼成 ′ 備　 考

1

深　　 鉢 A 白 4 ・射　 口緑 部から底部 にかけての破 片○胴 部は開きながらわずかに内攣七 長石 ・石英 ・雲母 P ll摘　 4　％
縄文土器 B 「摘 ．0 ）　 て立ち上が り，目線 部は外反する。波状 目線を皇しているが，波頂部の にぷい褐色 P L 35

形 態 は欠損 しているため不 明である。L の無節縄文を縦方 向に施し 普通

ている。

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 胴部から底部 にかけての破片。胴 部は直線 的に立ち上 がる。撚 糸文 長石 ・石英 ・雲母 P l l17　 10％

2 縄文土器 C　　 9 ．0 を施している。 にぷい橙色

普通

底 部に網代 痕

3

深　　 鉢 B （9 ．7 ） 目線 部から頚 部にかけての破片。目線部は内攣する。目線部直下及 長石 ・有英 ・雲母 T P lOb 8　 10いい
縄文土器 び目線部と頚部 との境に隆帯 を巡らし，目線部には 2本一組の隆菅に にぷい赤褐色

より文様を措出している。頚 部には半裁 竹管による平行沈経文を巡ら 良好

している。地文としてL R の単節縄文を縦方向に施している。

嚢 B （4 ．7 ）　 口緑部片 。ロ綾 部は外 反する。クシ状工具 による波状文を縦方 向に 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 69　 5 ％

4 縄文土器 ！施 している。 黒褐色

1
［

良好

第姻考量琉（第3500351回）

位置　調査1区の西部タ　C4b6区。

重複関係　本跡は第魂号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第19号住居跡の新旧関係は，

出土遺物から本跡が古い。本跡と第18号住居跡，第435号土坑は重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　本跡は第初号士坑に掘り込まれているためタ　開口部は長径且。2m　短径。蟻mの円形と推定さ

れタ　底面は長径2。24m，短径2。04mの円形である。深さは60cmである。

壁　フラスコ状を呈する．

底　ほぼ平坦である。

覆土　第1～4層は第446号土坑の覆土であり，第5～9層が本跡の覆土である。5層に分層され，レンズ状

に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロックqローム粒子の炭化粒子微量

7　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロック少量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量，第6層より明るい
9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片178点が出土している。このうち，縄文土器片6点を抽出・図示した。1は太波状目線を呈

する深鉢の目線部から胴部にかけての破片，2は探鉢の頚部から胴部にかけての破片，3は日録部片で芦　いず

第弱国　第434号土坑実測図
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れも覆土中層から出土している。4～6は同一個体の探鉢で，4・6は頚部片，5は胴部片で，覆土下層から

出土している。また，1と同一個体の探鉢片が第307号土坑から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第351図　第434号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　10cm
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第434号士坑出土遺物観察表（第351図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 4 ．8 ］ 口緑 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P l l19　 25％

1

縄文土器 B （3 6 ．4 ） 頚部で屈曲 して外傾 し，目線部は開きなが らわずかに内攣す る。 にぷい赤褐色

4 単位 の太 波状 目線 を皇 し，波頂部 は丸 みを帯 びた山形状 を呈

す る。日録 部は隆帯に より文様 を持 出 し，波頂部下 部に橋 状把

手 を，波底 部下部に環状の突起 を施 している。隆帯 に沿 ってペ

ン先状工具 によ り結節 沈線 文 を施 してい る。胴部 は隆帯 に より

文様 を持出 し，隆帯 に沿 って爪形文 を施 している。

良好

2

深　　 鉢 B （2 5 ．5 ） 頚部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が り，頸 長有 ・右英 ・雲母 P l12 0　 二30％

縄文土器 部で屈 曲して外傾す る。頚部 と胴部の境 に沈線 を巡らしている。 黒褐色 （上半）

地文 として L の無節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐 色 （下半）

普通

深　　 鉢 B （4 ．0 ） 目線 部片。口綾 部 は開 きなが ら内攣 する。口唇部直下に沈線 を 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 73　 3 ％

3 縄文土器 巡 らし，地 文 として R L の単節縄 文を施 している。 黒褐色

良好

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 頚部 か ら胴 部にかけての破 片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頸 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 75　 3 ％

縄文土器 部 で屈 曲 して外傾 する。頚部 と胴部の境 に半裁竹管 による平行 黒色 T P lO 7 4 と同 一個

4 洗練文 を巡 ら し，胴 部は半裁 竹管 による平行沈線文 によ り文様 良好 体

を措 出 している。 地文 として R L の単節縄文 を施文方 向を変 え

て羽状縄文 を施 してい る。

5

深　　 鉢

縄文土器

B （5 ．0 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。胴部は半裁竹管 による平 長石 ・石 英 e 雲母

黒色

T P lO7 6　 3 ％

行沈線文 によ り文様 を措 出 している。地文 として R L の単節縄 T P lO7 4 610 7 5と同

文を施文方向を変えて羽状縄 文 を施 している。 良好 一個体

6

深　　 鉢 B （9 ．1） 頚 部片。頚部は外傾 する。隆帯が施 された痕跡に沿って結節沈線文 長石 ・石英 e雲母 T P lO 74　 5 ％

縄文土器 を施している。空賠陀 胴 部の境に半裁竹管 による平行沈線文を巡らし， 黒色

地文としてR L の単節縄文を施文方向を変えて羽状縄文を施している。 良好

第鵬考量坑（第352図）

位置　調査1区の西部，C4b7区。

重複関係　本跡は第435号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第18e19号住居跡は重複す

るが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　本跡は第435号土坑と重複しているため，開口部は長径工75m，短径1。46mの楕円形と推定され，

底面は長径2。22m，短径2。12mの円形である。深さは44cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　1か所。Plは南東壁寄りに位置し，長径48cm，短径39cmの円形で，深さは36cmである。

覆丑　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　炭化物少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス中ブロック少量，ローム中ブロック微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遣物　縄文土器片80点が出土している。このうち，縄文土器片5点を抽出・図示した。1は波状目線を呈する

深鉢の目線部から胴部にかけての破片，2は鉢の口綾部から底部にかけての破片，3ほほほ完形の鉢で，いず

れも覆土下層から出土している。4は波状口緑を呈する探鉢の目線部片，5は深鉢の目線部片で，いずれも覆

土上層から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第352図　第436号土坑・出土遺物実測図
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第436号土琉出土遺物観察表　第器図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） i　　　　 器形及び文様の特徴
胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 上 4 ］　 目線部か ら胴部 にか けての破片。胴 部は直線的に立ち上が り， 長石 ・石英 P l 12 1 15％
縄文土器 B 目 上 0 ） 目線部は開 きなが らわずか に内攣す る。 3 単位の波状 目線 を皇 黒褐色

し，波頂部は丸み を帯びた 山形状 を皇す る。波頂 部直下には刺 普通

突文 を施 し，口唇部直下 に隆帯 と沈線 を巡 らしている。器面に

は R L の単節縄 文 をノ縦方向 に施 し，波頂部下 と波底部下 に 2 条

の稜線文 を垂下 させ ている。

［

2

鉢 A ［2 上 9 ］ l；目線部から底部にかけての破片。胴 部は外傾して立ち上 がり，目線部 長石 e 石英 P l12 2　 30 ％
縄文土器 B 0 8 ．9 ） は内攣する。口唇部直下及びロ緑部と胴部の境 に隆帯を巡らし，目線 黒褐色

C　 8 ．4　　 部文様帯を形成している。文様管 内には沈線が沿う2本一組 の隆管 普通

により文様を措 出し，文様の交点に渦巻 文を施 している。地文としてR

L の単節縄 文を横 方向に施 している。胴部は無文で，よく研磨 している。

3

鉢 A　 1 7 ．2 胴 部一部欠損 。胴部は開きながら内攣して立ち上がり，口綾部に至る。 長石 ・石 英 P l 123　 95％
縄文土器 B　 l l ．9 3単位の波 状目線 を皇 し，内 1単位 は大形である。波状日経 の内面 に 灰褐色 P L 35

C　　 7 」 は口唇部 直下 に隆帯 を巡らしている。無文で，よく研磨 している。 普通

ヰ

深　　 鉢 B （1 0 ．0 ） 目線 部片。 ロ綾 部は開 きなが ら内攣す る。波状 日録 を皇 し，波 長有 ・有英 P l12 4　 5 ％
縄文土器 頂部 には隆帯 と洗練 に より渦巻文 を施 してい る。 目線部 には細 黒褐色

い隆帯 によ り渦巻文 を施 している。地文 と して L の無節縄文 を 普通

縦方向 に施 してい る。

深　　 鉢 B （9 ．7 ） 目線部片。 目線部 は開きなが ら内攣する。口唇部直下及 び目線 長石 ・石英 T P lO 77　 5 ％

5
縄文土器 部 と胴部の境 に隆帯 を巡 ら しタ　ロ緑 部文様 帯 を形成 してい る。 暗赤褐 色

文様管内 には 2 本一組の隆帯 によ り渦巻 文を施 している。地文 良好

として R L の単節縄 文を縦 方向に施 している。

第朋考量琉（第353図）

位置　調査1区の中央部，C5al区。

重複関係　本跡は第421号士坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第421号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径1。04m，短径0。98mの円形と推定さ

れ，底面は長径1。30m，短径1。20mの円形である。深さは74cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ睦1か所。Plはほぼ中央部に位置しタ長径56cm　短径舶cmの楕円形でタ深さは56cmである。

啓羞　7層に分層され，第6。7層はPlの覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロックもローム粒子少鼠　ローム中ブロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子8炭化粒子を鹿沼パミス粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片64点が出土している。このうち，縄文土器2点を抽出の図示した。1は探鉢の目線部から胴

部にかけての破片で，覆土下層から出土している。2は探鉢の頚部から胴部にかけての破片で，覆土から出土

している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第353図　第444号土坑・出土遣物実測図

第444号土坑出土遺物観察表（第353図）

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号券　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A　24．4ロ繚部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，長石・石英・雲母P1125　30％

縄文土器B（15．9）口緑部に至る。口唇部外面は肥厚して突出し，内面に稜を有す黒褐色 PL35

る。無文で，よく研磨している。 普通

2

探　　鉢B（10．7）頸部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頸長石・石英・雲母Pl12610％

縄文土器 部で屈曲して外傾する。LRの単節縄文を縦方向に施している。にぷい赤褐色

普通

第446号土坑（第354図）

位置　調査1区の西部，C4b6区。

重複関係　本跡が第434・435号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第18・19号住居跡は重

複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径0．96m，短径0．90mのほぼ円形で，深さは84cmである。

壁　わずかにフラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片97点が出土している。このうち，縄文土器片5点を抽出・図示した。2は探鉢の胴部から底

部にかけての破片で，覆土中層から出土している。1は深鉢の口緑部から頚部にかけての破片，3は探鉢の胴

部から底部にかけての破片，4は探鉢の胴部から底部にかけての破片，5は探鉢のロ緑部片で，いずれも覆土

から出土している。
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所見　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

旦29．0m

Bl耳

第354図　第446号土坑・出土遣物実測図

第446号土坑出土遺物観察表（第354図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 6 ．4 ］ 口 綾 部か ら頚部 にかけての破 片。頸部は外傾 し， 口縁部 は内攣 長石 ・石英 P l 12 7　 10 ％

縄 文 土 器 B （8 ．5 ） す る 。口唇部直下及 び口緑 部 と頚部の境 に隆帯 を巡 ら し， 口緑 灰褐色 P 20 17と同 一 個 体

部文様帯 を形成 している。地文 として浅い沈線文 を縦方向 に連

続 させて施 している。

良好

2

探　　 鉢 B （1 1 ．7 ） 胴 部 か ら底部にか けての破片。胴 部は直線 的に立ち上がる。 3 長石 ・石英 P l12 8 10 ％
縄 文 土 器 C ［1 0 ．4 ］ 本一 組 の沈線文 を懸垂 させ，地文 として R L の 単 節縄 文を縦方 橙色

向に施 している。 良好

3

探　　 鉢 B （1 2 ．9 ） 胴 部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。 L 長 石 ・石英 P l129 15 ％

縄 文土 器 C　　 8 ．2 R L の 複 節 縄 文 を縦方 向に施 している。 にぷ い褐色

普通

4

探　　 鉢 B （8 ．3 ） 胴 部 か ら底部 にかけての破 片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。 L 長 石 ・石英 P l 130　 5 ％
縄 文 土器 C　　 9 ．8 R の 単 節 縄 文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい橙 色

普通

5

探　　 鉢 B （4 ．3 ） 口綾 部片。口綾部 は開 きなが ら内攣する。口緑 部 には隆帯 と沈 長石 ・石 英 T P lO7 8　 3 ％
縄 文 土器 線に より文様 を描出 している。地 文 として R L の 単 節 縄文 を横 褐灰 色

方 l如 こ施 している。 普通

第448号土坑（第355・356図）

位置　調査1区の中央部，B5j2区。

規模と平面形　開口部は長径1．13m，短径1．08mの円形，底面は長径2．18m，短径1．90の円形で，深さは106cm

である。
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壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，覆土下層は褐色を呈し，ローム粒子を多量に含むこと，ほぼ完形の土器や大形破片が

覆土下層から廃棄されたような状態で出土していることから，覆土下層は人為堆積と考えられる。

土屑解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

L l　一一一」

第355図　第舶8号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片211氏石皿片1点が主に覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。このうち，

縄文土器片7点，石皿片1点を図示した。1。2は2単位の波状目線を皇する深鈍　3ほ下半部が欠損する深

鈍　4は太波状日録を呈する目線部片，5は深鉢の目線部片，8ほ石皿片で，いずれも覆土下層から出土して

いる。6は探鉢の頚部片，7は深鉢の目線部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ。Ⅳ式期）と考えられる。

第448号土坑出土遺物観察表（第355e356図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 3 ．2 ほぼ完形。胴部 は直線的 に立 ち上が り，目線 部は屈曲 して外傾 長石 ・石英 ・雲母 P l13 1 95 ％
縄文土器 B　 3 9 ．2 する。 2 単位の波状 口緑 を呈 し，内 1 単位 の波頂部は双頭 とな 褐灰色 P L 36

C　 l O ．8 る。口緑 部 と胴部 には隆帯 による波状文 を施 し，地文 として L

R の単節縄文 を縦方 向に施 している。

普通

2

深　　 鉢 A　 2 3 ．2 目線部及 び胴 部一部 欠損。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 目線部 長石 ・石英 ・雲母 P l1 32　 7 0％
縄文土器 B　 3 3 ．0 に至 る。 2 単位 の波状 目線 を里 し， どちらも波頂部 は双頭 で， 黒褐色 （上半） 内面下半炭化物付着

C　　 9 ．6 片方 は大振 りである。 口唇部外面 は肥厚 して突出 し，内面 に稜 にぷい赤褐色 （下半） P L 3 6
を有する。 L の無節縄 文を縦方向に施 している。 普通

3

探　　 鉢 A　 3 2 ．4 胴部下半欠損。頚部で屈 曲して外傾 し，日録 部に至る。目線 部 長石 ・石英 ・雲母 P 1 133　 40％
縄文土器 B （1 7 ．9 ） は肥厚 している。目線 部 には R L の単節縄文 を横 方向に，頚部 黒褐色 P L 35

にはR L の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

4

深　　 鉢 B （9 ．9 ） 大波状 目線 を皇 する波 頂部片。波頂部の形態 は扇状 を皇 し，中 長石 ・石英 ・雲母 P l1 34　 5 ％
縄文土器 央 に径 1．3 cm の孔 を有 する。口唇部直 下に隆帯 を施 し，波頂部 暗赤褐色

か ら沈線 を有す る隆帯 を垂下 させ ている。孔及 び隆帯 に沿 って

爪形文 を施 し，ペ ン先状 の工具 による結節 沈線文に より文様 を

措出 している。 R L の単節縄 文を施 している。

普通

5

深　　 鉢 A ［2 2 ．2 ］ 目線 部片 。目線 部は直立す る。口唇部直下 に押庄文 を有する隆 長石 ・石英 P l 135　 5 ％
縄文土器 B （5 ．3 ） 帯 を施 している。ロ緑 部には洗練 によ り文様 を措 出 し，地文 と 褐灰色

してL R の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 頚部片。頚部 は外傾 する。頚 部 と胴 部の境 に沈線 を巡 ら し，地 長石 ・石英 ・雲母 T P lO8 0　 5 ％
縄文土器 文 として R L の無節縄文 を縦方向に施 してい る。 褐灰 色

普通

7

探　　 鉢 B （1 2 ．3 ） 口緑 部片 。口綾部はわずか に開 きなが ら内攣 する。口唇部直下 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 79　 5 ％
縄文土器 に押庄 文を有する隆帯 を巡 らし， L の無節縄 文を縦 方向に施 し にぷ い橙色

ている。 普通

図版番号 器　 種
計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

8 石　　 皿 （18．8） （20の 10．2 （50 16．9） 砂　　　 岩 自然石を素材。表 ・裏面ともに凹石に転用。 Q lOO3

第蠣考量坑（第357～359図）

位置　調査1区の南西部，C4h5区。

重複関係　本跡は第1号堀に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は上部が第1号堀に掘り込まれているため，下部のみが残存している。第1号堀の底面で

確認された平面形は長径2・24m，短径工78mの楕円形と推定され，底面は長径2。92m，短径2。60の円形である。

深さは44cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。
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覆豊　6層に分層され芦　ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロックe鹿沼パミス粒子中量，炭化物・炭化粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック。ローム小ブロック少量

6　黒褐色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片82点が出土している。このうち，縄文土器7点を抽出・図示した。1は探鉢の目線部から胴

部にかけての破片，5は立体的な把手を有する深鉢で，いずれも底面から横位の状態で出土している。2・6

は探鉢のロ綾部片，3・4は深鉢の胴部片，7は深鉢の頚部片で，いずれも覆土から出土している。

荷風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台ⅢもⅣ式期）と考えられる。
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第456号土坑出土遺物観察表（第357～359図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 4 ．2 ］ ロ縁部か ら胴部 にかけての破 片。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P l13 7　 3 0％
縄文土器 B （2 5 ．9 ） 頚部で屈曲 して外傾 し，口緑 部はわずかに内攣する。無文で よ 黒褐色 （上 半）

く研 磨 されている。 にぷい赤褐色 （下半 ）

普通

2

深　　 鉢 B （7 ．5 ） 半円状の突起 を有するロ緑部片。 ロ緑部は開きなが ら内攣す る。 長石 ・石英 ・雲母 P l 139　 5 ％
縄文土器 口唇部直下 に隆帯 を巡ら し，隆帯 に沿 って爪形文 を施 している。 にぷ い橙色

口唇部直下 には L R の 単節縄文 を横方向 に， 口緑部 には L の 無

節縄文 を縦方向 に施 してい る。
普通

3

探　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上がる。胴 部 には眼鏡状の突起 を 長石 ・石英 ・雲母 P l14 0　 3 ％
縄文土器 有 し，爪形文 を施 している。 褐灰色

普通

4

探　　 鉢 B （8 ．0 ） 胴部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。胴部 は隆帯 に より文様 を 長石 ・石英 ・雲母 P l14 1　 3 ％
縄文土器 描 出 し，文様 の交点は環状 となる。沈線文 と条線文 を施 してい にぷい褐色

る。 普通

5

探　　 鉢 A　 3 2 ．2 ロ 緑部及 び底部 の一部欠乱 胴部は直線的 に立 ち上が り，頚部 長石 ・石英 P l 136　 70％
縄 文土器 B　 4 2 ．7 で 屈曲 して外傾 し，口縁 部は内攣する。 4 単 位の把手 を有 し， にぷい赤褐色 P L 36

C　 l l ．8 内 1 単 位は大形で環状突起 とキザ ミを有する隆帯で文様 を描 出

している。ロ縁部 は口唇部直下及 び口縁 部 と頚部の境 に隆帯 を

巡 らし，口綾 部文様帯 を形成 している。 口緑 部文様帯 はキザ ミ

を有 する隆帯 で波状文 を施 し， その波状文 に よって形成 された

三角形 の区画文内 にはキ ャタピラー文 と沈線 で加飾 してい る。

頚部 は無文で ある。胴 部は頚部 と胴 部の境及 び胴 部下部 に隆帯

を巡 ら し，胴部 文様 帯を形成 している。胴部文様帯 は環状 突起

とキザ ミを有す る隆帯 で不整 三角形の区画文 を施 し， 区画 文内

はキ ャタピラー文 と沈線で加飾 している。

普通

6

探　　 鉢 B （6 ．4 ） 口緑 部片。口綾部 はわずかに外傾 する。 口唇部は肥厚 し，無文 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 81　 3 ％
縄文土器 である。口綾部 にはクシ状工具 による波状 文 を縦方向に施 して 黒褐色

いる。 普通

7

深　　 鉢 B （6 ．8 ） 頭部片。頭 部は外 傾す る。頚部 と胴部の境 に隆帯 を巡 らし，隆 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 8 2　 5 ％
縄 文土器 帯 に沿 って結節沈線 文 を施 してい る。頸部 には沈線 によ り波状 暗赤褐色

文 を巡 ら してい る。 普通

－　401－



第457号土坑（第360・361図）

位置　調査1区の南西部，C4e4区。

重複関係　本跡は第458・459号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第459号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径2．38m，短径2．24mの円形で，底面

は長径2．60m，短径2．40の円形と推定される。深さは60cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北壁寄りに位置し，径32cmほどの円形で，深さ12cmである。

旦29．0m

l＿　　「　＿＿」

第360図　第457号土坑・出土遺物実測図
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第361図　第457号土坑出土遺物実測図

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片207点，磨製石斧1点が出土している。このうち，縄文土器7点，磨製石斧1点を抽出・図

示した。1は口緑部の一部が欠損する探鉢，2・4は深鉢の胴部から底部にかけての破片，5は探鉢の頚部片

で，いずれも覆土下層から出土している。3は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，覆土中層から出土して

いる。6は探鉢の口綾部付近の破片，7は深鉢の胴部片，8は磨製石斧で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第墟号士坑出土遺物観察表（第360の3飢図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 4 ．0 ］ 目線 部及び胴 部一部欠損。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頚 部で 長石 ・石英 P l 142　 75％

1．
縄文土器 B　 4 2 ．5 外 反 し，目線 部は直立す る。 口唇部直下及 び目線 部 と頚部 の境 黒褐色　 し上半） P L 36

C　 l O ．6 に隆帯 を巡 ら してい る。地文 と して L R の単節縄 文 を縦方 向に にぷい褐色 （下半）

施 している。 普通

深　　 鉢 B 0 5 ．2 ） 胴部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上が る。半 長石 ・石英 P l 187　 10％

2 縄文土器 C　 l O ．6 裁竹管 による平行洗練 文 を垂下 させ，地文 と して L R の単節縄 にぷい橙色 底 部に網代痕

文 を縦方向 に施 して いる。 普通

深　　 鉢 B （2 0 ．8 ） 胴部 から底部 にかけての破 片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。 R 長石 ・石英 P l14 4　 2 0％

3
縄文土着還 C　 l O ．4 L R の複節縄文 を縦方向 に施 している。 黒褐 色 （上半）

明赤褐色 （下半）

普通

4

深　　 鉢 B （7 ．4 ） 胴部か ら底部 にか けての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。半 長石 ・石英 P l18 6　 10 ％

縄文土器 C ［8 ．4 ］ 裁竹管 による平行沈線文 を垂下 させ，地文 として L の無節縄文 にぷい橙色 底部 に網代痕

を縦方向に施 している。 良好

5

深　　 鉢

縄 文土器

B 0 3 ．0 ） 頚部片。頚部は外傾する。R L の単節縄文を縦方向に施 している。 長石 ・石英 ・雲母

黒色

普通

T P lO 87　 5 ％

深　　 鉢 B （5 ．1 ） 目線 部付近の破片。 ロ綾部 は開きなが ら内攣する。目線 部 と胴 有 英 ・雲母 ・砂粒 T P lO 84　 3 ％

6 縄文土器 部の境 に 2 本－∵組の隆帯 を巡 ら し，ロ縁 部に隆帯 に よる波状 文 黒褐色

を施 している。 良好

7

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴 部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。半裁竹管 による平行 沈線 長石 ・石英 T P lO 85　 3 ％

縄文土器 文に より文様 を措出 し，地文 として L の無節縄 文を縦方 向に施 にぷい褐色

している。 良好

図版番号 器　 種

計測値 i 石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量 （g ）

8 磨製石斧 （8．4） 4．4 2．8 （171潮 緑色凝灰岩 刃部欠損。定角式。 Q lOO4

第礪考量琉（第362図）

位置　調査「区の南西部，C4f5区。

重複関係　本跡は第459e460号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。本跡と第457号土坑は重複す

るが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2。06mタ　短径1。78mの楕円形で，深さは28cmである。

堂　外傾して立ち上がる。

應　ほぼ平坦である。

尊堂　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　縄文土器片91点が出土している。このうち，縄文土器1点を抽出e図示した。1は深鉢のロ緑部から胴

部にかけての破片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第弱国　第458号土坑e出土遺物実測図

第458号土坑出土遺物観察表（第362図）

10cm

：＿l∴＿．＿　∴

第礪考量坑（第363図）

位置　調査1区の西部，C4e5区。

重複関係　本跡は第458号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第458号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径1。42m，短径1。14mの楕円形と推定

され，底面は長径工58m，短径1。42の楕円形である。深さは42cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ距1か所。Plは，北壁際に位置し，長径34cm，短径25cmの楕円形で，深さ35cmである。

尊皇　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

説

褐

褐

褐

褐

解
黒
窯
里
二
葉

層土
　

1

　

2

　

3

　

4

色
色
色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子微量

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器机12点が出土している。このうち，縄文土器片8点を抽出・図示した。2ほ探鉢の胴部片，

4は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも底面から出土している03は探鉢の胴部片で，覆土下層

から出土している。1は深鉢の目線部から頚部にかけての破片，5～8は深鉢の日録部片で，いずれも覆土か

ら出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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A29．0m

第363図　第460号土坑・出土遺物実測図

第460号土坑出土遺物観察表（第363図）

10cm

」　＿＿i　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A［28．0］口縁部から頚部にかけての破片。頚部は外傾し，口緑部はわず長石・石英・雲母P1148　5％

縄文土器B（10．4）かに内攣する。口唇部直下に交互刺突による連続コの字状文を灰褐色

施している。頚部は沈線により文様を措出している。地文とし

てRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通

2

深　　鉢B（7．1）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部に隆帯を巡らし，そ長石・石英・雲母Pl147　5％

縄文土器 の隆帯からY字状文を垂下させている。隆帯に沿って沈線文をにぷい褐色

施している。地文としてRLの単節縄文を縦方向に施している。普通

3

深　　鉢B（7．1）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部に半裁竹管により平長石・石英・雲母Pl149　5％

縄文土器 行沈線文と波状文を巡らしている。 灰黄褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

4

探　　 鉢

縄文土器

B （9 ．8 ）

C　 lO ．3

胴部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。胴

部 に 3 単位 の隆帯 を懸垂 させ，隆帯 に沿 って沈線文 を施 してい

る。地文 と してR L の単節縄文 を縦方向 に施 している。

長石 ・実母 ・小礫

灰褐色

普通

P l15 0　 10％

5

深　　 鉢 B （7 ．日 小波状 目線 を呈す る目線 部片 。目線 部は外傾 し，内面 に明瞭 な 長石 ・石英 ・雲 母 T P lO89　 5 ％
縄文土器 稜 を有 する。口唇部直下 は肥摩 して キザ ミを施 し，肥厚 した日 灰褐 色

緑 に沿 ってペ ン先状工具 による結節沈線文 を施 している。 普通

洗　　 鉢 B （8 ．2 ） 波状 目線 を呈す るロ縁部か ら頚部 にかけての破 片。目線 部 は外 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 88　 5 ％

6
縄文土器 傾 し，内面 に稜 を有す る。 口唇部直下 と目線 部に隆帯 を巡 らし 黒褐色

て目線部文様帯 を形成 し，隆帯 に沿 って洗練 文を施 している。

頚 部にはク シ状工 具によ り条線文 を施 している。

普通

7

深　　 鉢 B （5 ．2 ） 小波状 目線 を皇する日録部片。目線部 は外傾 する。口唇 部には 長有 ・有英 ・雲母 T P lO9 0　 3 ％
縄文土器 キザ ミを施 し，隆帯に より文様 を措出 している。 R L の単節縄 黒褐色

文 を地文 と し，隆帯 に沿 って沈線文 を施 している 普通

8

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 双頭 の小波状 目線 を呈 するロ縁 部片。ロ縁部 は外傾す る。 口唇 長有 ・石 英 ・雲母 T P lO男　 3 ％
縄文土器 部直下 に隆帯 を巡 らし，隆帯 に沿って洗練文 を施 してい る。地 黒褐 色

文 と して L の無節縄文 を施 している。 普通

窮蠣尊堂坑（第3640365図）

位置　調査1区の中央部，C4b9区。

重複関係　本跡は第398ゆ663号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。46mタ　短径1。35mの円形で，底面は長径工90m，短径l。68mの楕円形と推定され

る。深さは72cmである。

壁　フラスコ状を望する。

底　ほぼ平川である。、

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック0炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子微量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子e焼土小ブロックe焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片51点が出土している。このうち，縄文土器2点を抽出。図示した。1はロ綾部と胴部の一部

が欠損する深鉢で，底面から出土している。2ほ深鉢のロ綾部から頚部にかけての破片で，覆土から出土して

いる。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第3錮図　第461号土坑実測図
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0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第365図　第461号土坑出土遺物実測図

第461号土坑出土遺物観察表（第365図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 1 9 ．4 口緑部 ・胴 部一部欠損。胴部は直線的 に立 ち上が り，頚部 で屈 長石 ・石英 ・雲母 P l1 51　 7 0％

縄文土器 B　 2 4 ．9 曲して外傾 し，ロ縁部 は内管する。 口唇部直下 に隆帯 を巡 らし， 黒褐色 （上半） P L 35

C　　 7 ．8 口縁部 に隆帯 による 4 単位の Ⅴ字状文 を施 してい る。地文 は R にぷい橙色 （下半）

L の単節縄文 で，口縁 部の一部は横方向，それ以外 は縦方向 に

施 してい る。

普通

2

探　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ 口綾部か ら頚部 にかけての破片 。頸部は外傾 し，口縁端部は短 長石 ・石英 ・雲母 P l15 2 10％

縄 文土器 B （9 ．8 ） く外反す る。口唇部直下 に隆帯 を巡 ら し，ロ緑 部 に隆帯 に よる にぷい橙色

4 単位の Ⅴ字状文 を施 している。地文は L の無節縄文で，口唇

部直下は横 方向，それ以外は主に縦方向に施 している。

普通

第474号土坑（第366図）

位置　調査1区の南東部，C6e7区。

規模と平面形　開口部は長径1．70m，短径1．54mの楕円形，底面は長径1．66m，短径1．56mの円形で，深さは

103cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは，南東壁際に位置し，長径40cm，短径29cmの楕円形で，深さは10cmである。

覆土　9層に分層される。覆土中層（第4～6層）はロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考

えられる。

土眉解説
1黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，鹿沼パミス粒子微量
5　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・鹿沼パミス粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
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遺物　縄文土器片31点が出土している。そのうち縄文土器片3点を抽出・図示した。1・2は深鉢のロ緑部片，

3は探鉢の口緑部付近の破片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第366図　第474号土坑・出土遺物実測図

第474号土坑出土遺物観察表（第366図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢B（7．9）ロ縁部片。口緑部はわずかに内攣する。地文としてRLの単節長石・石英・雲母TPlO93　5％
縄文土器 縄文を縦方向に施し，隆帯と沈線により長楕円形の区画文を形黒褐色

成している。 良好

2

探　　鉢B（5．7）波状口縁を呈する口縁部片。ロ緑部は開きながらわずかに内攣長石・石英TPlO94　5％
縄文土器 する。地文としてRLの単節縄文を横方向に施し，沈線により黒褐色

文様を描出している。 良好

3

探　　鉢B（6．0）ロ緑部付近の破片。ロ緑部は開きながらわずかに内攣する。地長石・石英 TPlO95　5％
縄文土器 文としてRLの単節縄文を横方向に施し，沈線により文様を描黒褐色

出している。 良好

第509号土坑（第367図）

位置　調査1区の南部，C4d8区。

重複関係　本跡は第510・511号土坑を掘り込んでいるため本跡が新しく，第1号堀に掘り込まれているため本

跡が古い。

規模と平面形　本跡は第510・511号土坑，第1号堀と重複しているため，規模及び平面形はともに推定で，長

径2．12m，短径2．04mの円形である。深さは81cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは南壁際に位置し，長径39cm，短径35cmのほぼ円形で，深さは18cmである。P2は南西

壁際に位置し，長径51cm，短径48cmのほぼ円形で，深さは72cmである。
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覆土　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片104点が出土している。そのうち縄文土器片4点を抽出・図示した。1と4は探鉢の胴部か

ら底部にかけての破片，2は探鉢の口縁部片，3は深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI～Ⅱ式期）と考えられる。

第367図　第509号土坑・出土遺物実測図

第509号土坑出土遺物観察表（第367図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．0 ） 胴 部 か ら底部 にかけての破片。胴 部は直線 的 に立ち上が る。 L 長 石 ・石英 ・雲母 P l 15 3　 10 ％

縄 文土 器 C　 l l ．0 の 無 節 縄文 を縦方向 に施 している。 にぷい褐色

普通

底部 に網代痕

2

深　　 鉢 B （5 ．3 ） 口綾 部片。 口縁部 は開きなが ら内攣 する。地文 として条線文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P lO9 6　 5 ％

縄 文土器 縦方向 に施 し，沈線が沿 う隆帯に より文様 を描出 している。 褐灰 色

普通

3

探　　 鉢 B （6 ．7 ） 胴 部 片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。地文 として R L の 単 節 縄 長石 ・石英 ・雲母 T P lO9 8　 5 ％

縄 文土器 文 を縦方向 に施 し， 3 条 一 組 の沈線文を垂下 させている。 にぷい褐 色

良好

－　410　－



図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土・色調 ・焼成 備　 考

4

探　　 鉢 B （7．6 ） 胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。地 長石 ・石英 ・雲母 T P lO99　 5 ％
縄文土器 文としてR L の単節縄文を縦方向に施し，3 条一組の沈線文を にぷい褐色

垂下させている。 良好

第別　号丑坑（第368e369図）

位置　調査1区の南部，C4d8区。

重複関係　本跡は第509号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。本跡と第457号土坑は重複しているが，

新旧関係は不明である。

規模と平面形　本跡は第457・509号土坑と重複しているため，開口部付近は残存していない。くびれ部付近の

平面形は長径1。08m，短径0。94mの円形，底面は長径2。62m，短径2。40mの円形である。深さは132cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土10層に分層され，覆土中層から下層にかけてはローム粒子を多く含む褐色土と暗褐色土が互層となって

堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，

2　黒褐色　ローム粒子少量，

3　褐　　色　ローム粒子多量，

4　褐　　色　ローム粒子多量，

5　褐　　色　ローム粒子多量，

6　暗褐色　ローム粒子中量，

7　暗褐色　ローム粒子多量，

8　褐　　色　ローム粒子多量，

9　褐　　色　ローム粒子多量，

10　褐　　色　ローム粒子多量，

ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

焼土粒子・炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム4、ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

遣物　縄文土器片84点が出土している。そのうち縄文土器片4点を抽出・図示した。1～3は探鉢の目線部片，

4は鉢の目線部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

⑥　七4。8

第368図　第510号土坑実測図

0　　　　　　　2m
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第369回　第510号土坑出土遣物実測図

第510号土坑出土遺物観察表（第369図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢B（8．7）口縁部片。ロ綾部は内傾する。地文としてLRの単節縄文を縦長石・石英 TPllOO　5％

縄文土器 方向に施し，2本一組の微隆帯を巡らしている。口唇部直下と褐灰色

微隆帯に沿って結節沈線文を施している。 良好

2

深　　鉢B（7．0）ロ縁部片。口綾部は直立し，内面に稜を有する。地文としてR長石・石英・雲母TPllO1　5％

縄文土器 Lの単節縄文を縦方向に施し，口唇部直下に沈線文を巡らして黒褐色

いる。 良好

3

深　　鉢B（5．5）ロ緑部片。ロ緑部は直立し，内面に稜を有する。地文としてR長石・石英・雲母TPllO2　5％

縄文土器 Lの単節縄文を縦方向に施し，口唇部直下に沈線文を巡らして黒褐色 TPllOlと同一個体

いる。口縁部には沈線により渦巻文を施している。 良好

4

鉢 B（4．5）ロ綾部から頚部にかけての破片。頚部で屈曲し，ロ緑部は内傾長石・石英・雲母TPllO3　5％

縄文土器 する。口唇部直下に沈線文を巡らし，口緑部には沈線により渦にぷい褐色

巻文を施している。 普通

第511号土坑（第370～374図）

位置　調査1区の南部，C4d8区。

重複関係　本跡は第509号土坑と第1号堀に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第509号土坑と第1号堀に掘り込まれているため，底部付近だけが残存している。底部

は長径2．84m，短径2．74mの円形である。深さは142cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層される。第8・11層は褐色を呈し，ローム粒子を多く含んでいること，ほぼ完形の土器及び

大形破片が覆土下層から廃棄されたような状態で出土しているから，覆土下層は人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　黒　　色　炭化粒子少量，炭化物微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量

10　黒褐色　炭化粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

11褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
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第371図　第511号土坑出土遣物実測図（1）
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第372図　第511号土坑出土遺物実測図（2）
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第373図　第511号土坑出土遺物実測図（3）
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第374図　第511号土坑出土遺物実測図（4）
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遠地　太量の縄文土器片425点がタ　主に覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。そのうち縄文土

器32点を摘出の図示した。1ほ3単位の太波状目線を呈する深鉢，9ほ円筒形を皇する深鉢で，いずれも壁際

の底面から横位の状態で出土している。2は上半部が欠損する深鉢，3は底部が欠損する深鉢，4ほ探鉢のロ

綾部から胴部にかけての破片，5ほ目線部が内傾する樽形の探鉢，6ほ小把手を有する深鉢，7ほ太波状目線

を皇する深鉢のロ縁部片，8010は波状目線を里する深鉢の目線部片，Hは底部が欠損する大形の探鉢，12は

ロ緑部及び頚部が欠損する深鉢，13～15は探鉢の胴部から底部にかけての破片，18819は深鉢の目線部片，20

～22は浅鉢の目線部から底部にかけての破片，23は浅鉢の胴部から底部にかけての破片，26。28は探鉢の目線

部付近の破片タ　30は深鉢の頚部片，31は深鉢の胴部片でタ　いずれも覆土下層から出土している。16e17ゆ25。

27は深鉢のロ緑部片，24は鉢のロ緑部片，29は深鉢の頚部付近の破片で，いずれも覆土から出土している。

新風　図示したほぼ完形の土器及び大形破片はタ底面から覆土下層にかけての堆積時に一括廃棄されたもので，

Iの2のような阿王台Ⅳ式土器と365のような太木8a式とが共伴して出土している。時期は，出土土器か

ら中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第5m号土坑出土遺物観察泰（第370～374図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色誘「焼成 備　 考

l

l

探　　 鉢 A　 2 6．2 ほぼ完形。胴部は直線的に立ち上がり，頚部で屈曲して外傾し， 長石・石英・雲母 P l154　95％

縄文土器

l

B　 3 3．7 目線部に至る。目線部は3単位の太波状目線を里し，口唇部内面 黒褐色 （上半） P L 36

】

C　　 9．6

i

に稜を有する。目線部には波頂部下と波底部下に突起を有する隆 にぷい赤褐色（下半）

帯を垂下させて6単位の区画文を形成している。地文として半裁

竹管による平行洗練文を縦方向に施し，隆帯に沿って半裁竹管に

よる平行沈線文を施している。頚部には半裁竹管による平行沈線

良好

Iよる平行沈線 文を施 している。頚部には半裁竹管 による平行沈線

文を縦方向に施 している。胴部 には L R の単節縄文 を地文 と し，

隆帯の交点 に突起 を有す る2 単位のモチーフを施 している。

2

深　　 鉢 B （2 7 ．5 ） 上半部欠損。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頚部で屈 曲する。頸 長石 ・石英 ・雲母 P 115 5　60 ％

縄文土器 C　　 9 ．9 部 と胴 部の境 に隆帯 を巡 ら し，胴部 に環状 の突起 を有 する 2 単 黒褐色 （上半） P L 36

位のモチー フを施 している。地文 としてR L の単節縄 文を縦方 にぷい橙色 （下半）

向に施 し，隆帯 に沿って洗練 文を施 している。 普通

3

深　　 鉢 A　 2 0 ．8 目線部の…部 及 び底部欠損。胴部は直線的に立 ち上が り，頚部で 長石 ・有 英 ・雲母 P l156　 70％

縄文土器 B （2 6 ．3 ） 屈曲して外傾 し，ロ綾 部は内攣する。孔 を有する双頭の把手 を有 黒褐色 （上半） P L 36

し，把手の反対側が欠損 しているため， 1 単位か 2 単位か は不明 にぷい赤褐色 （下半） 外面スス付着

であ る。目線部 には口唇部直下及びロ縁部 と頚部の境 に隆帯 を巡

らして幅狭 の目線部文様帯 を形成 している。文様帯内には結節沈

線文 を施 している。頚部 と胴部の境 に沈線を巡 らし，頚部 と胴部

を区画 している。頚部から胴部にかけては地文 としてL R の単節

縄文 を縦方 向に施 し言 尤線に より文様 を措出 している。

普通

4

深　　 鉢 A H 8 ．6 ］ 目線部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上が り， 長石 ・石英 P l157　 40％

縄文土器 B （2 4 ．6 ） 日録部 は外 反する。口唇部 に把手 を有 していた痕跡が ある。 ロ 褐灰色 （上半）

唇部直下及 び目線 部 と胴部の境 に隆帯 を巡 ら して目線部文様帯 にぷ い橙色 （下半）

を形成 し，文様管 内には洗練 によ り文様 を措 出 してい る。胴部

にはL の無節縄文 を縦方 向に施 している。

普通

5

探　　 鉢 A　 16 ．2 胴部一部欠損。胴 部は開 きなが ら内攣 して立 ち上が り，胴部 中 長石 ・石英 P l158　90％

縄文土器 B　 2 5 ．8 位 に最大径 を持 つ。頚部は内傾 し日録部 は外反す る。 口唇部 に 黒褐色 （上半） P L 36

C　 目上 1 1 単位 の小突起 を有 する。目線部 には洗練 を，胴部 中位 には隆 にぷい赤褐色 （下半）

帯 と沈線 を巡 ら している。地文 として L R の単節縄文 を縦方 向

に施 してい る。

普通

6

深　　 鉢 A　 l l ．6 胴部一部及 び底部欠損 。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 目線部 は 長石 ・石英 ・雲母 P l159　70％

縄文土器 B （2 1 ．6 ） わずかに外傾する。 口唇部には 1 単位の把手 を有 し，把手の内 ・ 黒褐色 （上半） P L 36

外面 に隆帯 による渦巻文 を施 している。把手の反対面 には隆帯 にぷい橙色 （下半）

による横 S 字状文 を施 してい る。口唇部直下 には隆帯 を巡 ら し，

その上部 にキザ ミを施 している。胴 部は地文 として L R の単節

縄文 を縦方向 に施 し，洗練 によ り文様 を措出 している。

普通

7

深　　 鉢 B （1 2 ．4 ） 太波状目線 を皇す る目線部片 。目線 部は開 きなが ら内攣す る。 長石 ・石英 ・雲母 P l16 0　 5 ％

縄文土器 口唇部直下及 び日録部 と胴部 の境 に隆帯 を巡 らして目線部文様 にぷい赤褐 色

帯を形成 している。地文 としてR L の単節縄文を縦方向に施 し，

隆帯に沿って結節洗練文 を施 している。

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 1i　　　　　　 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　 考

8

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 波状 目線 を呈 す る目線 部 か ら胴 部 にか け ての破 片。 頚 部 は 長石 ・石 英 ・雲母 P l16 1　 5 ％
縄文土器 屈 曲 して外傾 し，ロ縁 部 に至 る。 目線 部 には波底 部 に縦位 の にぷい褐色

突起 を施 し， 口唇 部直 下 及 び日綾 部 と頚 部 の境 に隆 帯 を巡

ら して 幅狭 の 口緑 部文 様帯 を形成 して いる。 文様 管 内 には

結 節 沈線 文 を施 してい る。 目線 部 の 隆帯 文上 に は L の無節

縄 文 を横 方 向 に，胴 部 に は L の無 節縄 文 を縦 方向 に施 して

いる。

良好

9

探　　 鉢 A　 13 ．7 完形。胴部 は直線 的に立ち上が り，目線部 に至 る。 R L の単節 長石 ・石英 ・雲母 P l16 4 100％
縄文土器 B　 1 9 ．7 縄文 を口唇部外面 には横 方向に，それ以外 には縦方向 に施 して 黒褐色 （上半） P L 36

C　　 9 ．3 い る。 明赤褐 色 （下半）

良好

内面炭化物付着

10

探　　 鉢 A ［3 5 ．6 ］ 目線 部 か ら頚部 にか けて の破片 。 頚部 は外傾 し， 目線 部 は 長石 ・石英 ・雲母 P l162 10％
縄文土器 B （1 1 ．5 ） 外 反 す る。 波状 口緑 を皇 し，波 頂 部 に は隆帯 に よ る鋸 歯状 にぷ い赤褐色

文 を施 して い る。 口唇部 直 下及 び 口緑 部 と頚 部の 境 に僅 帯

を巡 ら して 幅狭 の目線 部文 様帯 を形 成 してい る。L R の単節

縄 文 を 口唇 部 外 面 には横 方 向 に， それ 以外 には縦 方向 に施

してい る。

普通

11

探　　 鉢 A　 3 9 ．0 胴部の一部及 び底部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上が り，頚部で 長石 ・石 英 ・雲母 P l16 3　60％
縄文土器 B （4 5 ．6 ） 屈曲 して外傾 し， 口縁部 に至 る。 R L の単節縄文 を口唇部外面 にぷい褐 色

には横 方向に，それ以外 には縦方向に施 している。 良好

12

深　　 鉢 B （33 ．5 ） 口縁 部及び頚部の一部欠損。胴部 は直線 的に立ち上 が り，頚 部 長石 ・石英 ・雲母 P l165　 60％
縄文土器 C　 lO ．9 で屈 曲 して外傾す る。R L の単節縄文 を縦 方向に施 している。 黒褐色 （上半）

にぷい赤褐色 （下半）

普通

13

探　　 鉢 B （1 8 ．6 ） 頚部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が り，頸 長石 ・石英 ・雲母 P 116 6　40％
縄文土器 C　　 7 ．8 部で くびれ てわず かに外傾 する。R L の単節縄文 を縦方向 に施 にぷい橙 色 内面炭化物付着

している。 普通

14

探　　 鉢 B （17 ．1 ） 胴 部か ら底 部 にか けての破片。胴部 は直線 的に立ち上 がる。 R 長石 ・石英 ・雲母 P l16 7 15％
縄文土器 C ［8 ．4 ］ L の単節縄 文 を縦方向 に施 し，半裁竹管 による平行沈線 文で文 にぷ い褐色

様 を措 出 している。 普通　　　　　　　 】】 l l様 を措 出 している。 ‡普通 1

15

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 胴部 から底部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が る。 L 長石 ・石英 P l168 10％
縄文土器 C　 l O ．5 の無節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい赤褐色

普通

16

探　　 鉢 A ［1 3 ．2 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は直線的 に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P l17 0 15％
縄文土器 B （10 ．2 ） 頚部で屈曲 して外傾 し， 目線部 に至 る。R L の単節縄 文 を縦方 にぷい橙色

向に施 している。 普通

17

探　　 鉢 B （13 ．3 ） 波状 目線 を呈 する目線 部片。口縁部 は開 きなが ら内攣 する。隆 長石 ・石英 ・雲母 P l169　 5 ％
縄文土器 帯 により文様 を措出 し，隆帯に沿 って結節沈線文 を施 している。 にぷ い褐色

地文 と して L の無節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

18

探　　 鉢 A ［1 7 ．3 ］ 口縁部片。 口緑部 は外傾 する。口唇 部直下 に隆帯 を巡 ら して幅 長石 ・石英 ・雲母 P l1 7 1　 5 ％
縄 文土器 B （5 ．6 ） 狭の日録部文様帯 を形成 している。文様帯内は洗練 によ り文様 灰褐 色

を措出 してい る。地文 はR L の単節縄 文で，口縁部文様管内 は

横 方向に，それ以外 は縦 方向に施 している。

普通

19

探　　 鉢 B （5 ．3 ） 目線部片 。目線 部は開 きなが ら内攣す る。 口唇 部直下にキザ ミ 長石 ・石英 ・雲母 P l172　 5 ％
縄文土器 を有す る隆帯 を巡 らして幅狭の目線部文様帯 を形成 している。 にぷ い褐色

文様管内 は沈線 を巡 ら し， キザ ミを施 している。 普通

20

浅　　 鉢 A　 4 4 ．0 口縁部か ら底部 にかけて一 部欠損 。胴部 は緩やか に外傾 して立 長石 ・石英 ・雲母 P l17 4　 50％
縄文土器 B　 1 4 ．5 ち上が り， 口縁部 に至 る。 4 単位 の波状目線 を皇 し，波頂部 の にぷい赤褐 色 口 唇 部 及 び 口縁

C ［1 2 ．0 ］ 形態は台形状 を呈す る。 口唇部外 面は肥厚 し，日録部内面 に稜

を有する。無文で，内面は研磨 している。

普通 部内面赤彩

21

浅　　 鉢 A ［4 3 ．4 ］ 口綾 部か ら胴部 にか けての破片。 目線部 は緩 やかに外 傾する。 長石 ・石英 ・雲母 P l17 5　 10％
縄文土器 B （1 1．6 ） 波状 口縁 を皇 し，波頂部は三稜 となる。波頂 部直下の目線 部に にぷい赤褐色 目線 部 内 ・外 面

は円孔 を有す る。無文 で， 内面 は研磨 している。 普通 赤彩

22

浅　　 鉢 A ［4 6 ．4 ］ 目線部 から底部 にかけての破 片。胴部 は緩や かに外傾 して立 ち 長石 ・石英 ・雲母 P l176　 20％
縄文土器 B　 1 2 ．1 上が り， 口緑部 に至 る。口唇 部外 面は肥厚 し， ロ緑部 内面 に稜 にぷい赤褐色 目 線 部 内 ・外 面

C 白 3 ．8 ］ を有する。無文で， よく研磨 している。 普通 赤彩

23

浅　　 鉢 B （8 ．3 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴 部は緩 やか に外傾 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P l177 10％
縄文土器 C　 15 ．0 がる。無文で，内面は研 磨 している。 灰褐 色

普通

24

鉢 B （5 ．4 ） 目線部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は内攣 し，ロ縁 部で屈曲 長石 ・石英 ・雲母 P l17 9　 5 ％
縄 文土器 して， 目線部 は短 く外傾す る。無文 でよ く研磨 している。 にぷ い赤褐色

良好

目線 部 内 ・外 面

赤彩
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

25

深　　 鉢 B （7 ．5 ） 口緑 部片。目線部 は開 きなが ら内攣す る。 口唇部直下 に隆帯 を 長石 ・石英 ・雲母 P l178　 5 ％

縄文土器 巡ら して口唇部 を短 く外傾 させてい る。 口縁部 は隆帯 によ り文 にぷ い褐色

様 を措出 してい る。 L R の単節縄文 を隆帯上 は横方 向に，それ

以外 は縦方 向に施 している。

普通

26

深　　 鉢 B （10 ．1 ） 波状 目線 を呈す る口緑部か ら頚部 にか けての破片。頚部 で屈 曲 長石 ・石英 ・雲母 T P l lO4　 5 ％

縄文土器 して外傾 し，目線部 は開 きなが ら内攣す る。口唇部外 面 を肥厚 黒褐色

させ ている。地文 として R L の単節縄文 を縦方 向に施 し，半裁

竹管 による平行沈線 文で文様 を措 出 している。

普通

27

深　　 鉢 B （9 ．8 ） 目線 部片 。ロ綾部は開 きなが ら内攣 し， 口唇部 を短 く外傾 させ 長石 ・石英 ・雲母 T P l lO5　 5 ％

縄文土器 ている。ロ縁 部内面 に稜 を有す る。 L の無節縄文 を口唇部外面 褐灰色

は横方 向に，それ以外 は縦方 向に施 している。 普通

28

深　　 鉢 B （6 ．3 ） ロ緑部付近 から胴部にかけての破片。ロ緑部付近は開きなが らわ 長石 ・石英 T P l lO6　 3 ％

縄文土器 ずか に内攣す る。目線部 と胴部の境 にキザ ミを有する隆帯 を巡ら 褐灰色

して口縁部 と胴部 を区画 している。ロ緑 部は洗練による文様を措

出し，沈線 間にキザ ミを施している。胴部は撚糸文を施 している。

普通

29

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴 部は内攣す る。地文 として L R の単節縄文 を縦方 向 長石 ・石英 T P l lO7　 5 ％

縄文土器 に施 し，沈線 によ り文様 を措 出 してい る。 にぷい褐色

普通

30

探　　 鉢 B （9 ．6 ） 頚部片。頚 部で屈曲 して外傾する。地文 としてL R の単節縄文 長石 ・石英 T P l lO8　 5 ％

縄文土器 を縦方向 に施 し，頚部 と胴部 の境 に隆帯 を巡 ら してい る。 にぷい褐色

普通

31

深　　 鉢 B （12 ．3 ） 胴部片。胴 部は直線的 に立ち上がる。地文 と してL R の単節縄 長石 ・石英 T P l lO9　 5 ％

縄文土器 文 を縦方 向に施 し，押庄文 を有す る隆帯 を垂下 させてい る。 にぷい褐色

普通

第別　号丑坑（第375～377図）

位置　調査1区の中央部，B4jO区。

規模と平面形　開口部は長径1．28m，短径工14mの円形，底面は長径1．74恥短径1。64mのほぼ円形で，深さは

79cmである。

壁　フラスコ状を里する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層される。複雑な堆積状況をしていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

8　黒褐色　鹿沼パミス粒子多量，ローム粒子微量

甘＼′／一一l－－
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第375園　第516号土坑実測図
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遺物　縄文土器片82点，磨製石斧1点が出土している0そのうち縄文土器3点，磨製石斧1点を抽出・図示し

た。2は底部が欠損する探鉢で，覆土下層から横位の状態で出土している01は探鉢の口綾部から胴部にかけ

ての破片，3は聾の頚部から胴部にかけての破片，4は磨製石斧で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式併行期）と考えられる。

第376回　第516号土坑出土遺物実測図（1）

－　421－
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第377図　第516号土坑出土遺物実測図（2）

第516号土坑出土遺物観察表（第376・377図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

＿　　　　　　　－」

図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢A［25．0］口緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，長石・石英・雲母Pl181　30％

縄文土器B（18．2）頚部で屈曲し，口緑部は開きながら内攣する。口唇部直下に交黒褐色PL36

互刺実による連続コの字状文を巡らしている。頚部には沈線に

より文様を描出している。地文としてRLの単節縄文を縦方向

に施している。

普通

2

深　　鉢A［23．2］胴部の一部・底部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，ロ緑部は長石・石英Pl180　50％

縄文土器B（31．6）直立する。口唇部直下に押庄文を有する隆帯を巡らし，隆帯に黒褐色（上半）PL37

よる4単位の逆S字状文を横位に施している。地文としてLRにぷい橙色（下半）

の単節縄文を縦方向に施し，口緑部から胴部上位にかけて結節

沈線文により文様を括出している。地文としてLRの単節縄文

を縦方向に施している。

普通

3

嚢B（22．5）頚部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頚長石・石英Pl182　10％

縄文土器部でくびれて外傾する。LRの単節縄文を縦方向に施している。黒褐色（上半）

にぷい褐色（下半）

普通

図版番号器　種

計測値

石　　質特　　　　　　徴備　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

4磨製石斧（9．5）5．12，8（207．1）緑色凝灰岩基部欠損。定角式。QlOO5

第519号土坑（第378・379図）

位置　調査1区の西都，C4b7区。

重複関係　本跡は第518号土坑と第18号住居跡のP3に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第518号土坑に掘り込まれているため，平面形は長径2．50m，短径が2・04mの楕円形と推

定される。深さは27cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　3か所。Plは北東壁寄りに位置し，長径30cm，短径27cmの円形で，深さ17cmである。P2は南東壁

寄りに位置し，長径30cm，短径24cmの楕円形で，深さ10cmである。P3は南東壁寄りに位置し，径20cmほどの円

－　422　－



形で，深さ16cmである。

覆土　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片144点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器5点，磨製石斧1点を抽出・図示

した。1は4単位の大波状口緑を呈する探鉢，3は探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，いずれも覆土下

層から出土している。2は探鉢の口緑部から底部にかけての破片で，廃棄されたような状態で底面から出土し

ている。4・5は探鉢の口緑部片，6は磨製石斧で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

旦29．Om

SK5亘＝⊇覧逐「
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第378匡l　第519号土坑・出土遺物実測図
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第379図　第519号土坑出土遺物実測図
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第別号士坑出土遺物観察表（第378e379図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴　　　　 i 胎土 e色調 欄 成
備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 8 ．2 ］ 目線 部 の 一部 及 び底 部欠 損 。胴 部 は直線 的 に立 ち上 が り言 長石 ヴ石英 0 雲母 P l18 3　 8 0％
縄文土器 B （3 7 ．3 ） 頚 部 で屈 曲 し， 目線 部 は開 きなが ら内 攣す る。 4 単 位 の太　 灰 褐色 し上判 P L 袖

波状 目線 を皇 し夕　波頭 部 の形 態 は 山形状 で あ る。 目線 部 は にぷい褐 色 （下半）
隆帯 に よ り 4 単 位 の 区画 文 を形 成 し，隆 帯 に沿 っ て沈線 文　 普通

と半 裁竹 管 に よ る結節 沈線 文 を施 して いる。 頚部 と胴 部 の

境 には隆 帯 を巡 ら してい る。胴 部 は Y 字 状 の隆帯 を垂 下 さ

せ て 縦位 に 4 分 割 し， 洗練 に よ り文様 を措 出 してい る。 地

文 は R L の単 節 縄文 で ， 口縁 部 と頚部 は横 方 向 に，胴 部 は

縦 方向 に施 してい る。

2

深　　 鉢 A ［3 1．4 ］ 目線 部から底部 にかけての破 片。胴 部は直線 的に立ち上 がり，頸 長石 ・有英 ・霊母 P l18 4　 2 5％
縄文土器 B ［3 5 ．4 ］ 部で屈 曲し，目線 部は開 きなが ら内 攣す る。口唇部 直下 に隆 帯を にぷい橙 色

C H 0 ．4 ］ 巡らし，目線 部に隆帯 によるⅤ字状 文を施 している。隆帯の下 部及

び頚 部と胴 部 の境 には沈線 文 と沈線 による鋸 歯状 文を巡 らしてい

る。地 文として条 線文 を縦 方向 に施 している。

普通

3

深　　 鉢 A ［2 6 ．8］ 目線 部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り， 長石 ・石 英 ・雲母 P H 85　 2 0％
縄文土器 B （2 0 ．0 ） 頚部 で屈 曲 し，目線 部は開 きなが ら内攣す る。 口唇部 は断面 三 黒褐色

角形 を皇 し，内面に稜 を有す る。 L の無節縄文 を口唇部外面 は

横方向 に， それ以外 は縦方向 に施 している。

普通

4

深　　 鉢 B （5 ．3 ） 口綾部片。 目線部 はほぼ直立 し，内面 に稜 を有する。目線部 に 長石 ・石 英 ・雲母 T P ＝寸3＋ 5 ％
縄文土器 押庄文 を有す る隆帯 を巡 ら し，幅狭 の目線部文様帯 を形成 して にぷい橙 色 T P il接と同一個体

いる。文様管内 は半裁竹管 による結 節沈線文 により文様 を措出

している。

普通

深　　 鉢 B （2 ．8 ） 目線 部片 。ロ縁 部は ほぼ直立 しプ　内面 に稜 を有 する。半裁竹 管 長石 ・有英 ・雲母 T P H 拍　 5 ％
5 縄文土器 による結節洗練文 によ り文様 を措 出 している。 褐灰色

普通

第鯛考量坑（第380図）

位置　調査1区の南東部，C5e7区。

重複関係　本跡と第5420596号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2。52m，短径2。20mの楕円形で，深さは54cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　5か所。Plは中央部に位置し，長径26cm　短径飢cmの楕円形で　深さ罰cmである。P2は東壁寄り

に位置しタ長径彪cm，短径娩mの円形で，深さ挽mであるo P3は南壁際に位置しタ径24cmほどの円形で，

深さ38cmである。P4は南壁際に位置し，長径40cmタ短径35cmの楕円形でタ深さ46cmである。P5は北西壁

寄りに位置し，径50cmほどの円形で，深さ52cmである。

覆羞　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロックe焼土粒子の炭化粒子微量

遺物　縄文土器片110点が出土している。そのうち縄文土器片3点を抽出e図示した。1ほ婆のロ綾部片，2

は探鉢の目線部片，3ほ探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器から中期後葉伽曽利EI式期）と考えられる。
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第530号土坑出土遺物観察表（第380図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

要 B（5．8）ロ緑部から頚部にかけての破片。頭部で屈曲し，ロ緑部は外傾長石・石英・雲母TPll15　5％

縄文土器 する。無文。 にぷい褐色

普通

2

深　　鉢B（3．7）口緑部片。ロ縁部はわずかに内攣する。沈線が沿う隆常により長石・石英・雲母TPll16　3％

縄文土器 文様を措出している。地文としてLRLの複節縄文を施していにぷい橙色

る。 普通

3

深　　鉢B（6．2）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。地文としてRLの単節縄長石・石英・雲母TPll17　5％

縄文土器 文を縦方向に施し，2条一組の沈線を懸垂させている。 にぷい赤褐色

普通

第534号土坑（第381図）

位置　調査1区の西部，C5C3区。

規模と平面形　開口部は，長径0．98m，短径0．88mの円形，底面は長径1．40m，短径1．16mの楕円形で，深さは

62cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遣物　縄文土器片43点が主に覆土下層から廃棄されたような状態で出土している。そのうち縄文土器6点を抽

出・図示した。1は浅鉢の胴部から底部にかけての破片，2・3は浅鉢の口縁部から胴部にかけての破片，4

は探鉢の胴部から底部にかけての破片，5は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。6は探

鉢の口縁部片で，覆土から出土している。
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所見　図示した大形破片は，覆土下層堆積時に廃棄されたものである。時期は，出土土器から中期中葉（阿王

台Ⅲ・Ⅳ式期）と考えられる。
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第534号士坑出土遺物観察表（第3飢図）

図版番号 器　 楯 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

浅　　 鉢 B （6 ．9 ） 胴部 から底部 にかけての破片。胴部 は緩や かに外傾 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P l 190　 2 0％

l 縄文土器 C　 上し 6 が る。無文。 にぷい橙色

普通

2

浅　　 鉢 A ［3 4 ．8 ］ 目線 部か ら胴 部 にか けての破 片 。胴 部 は緩 やか に外傾 して立ち 長有 ・石英 ・雲母 P ＝針） 2 0 0い

縄文土器 B O 」 ∴自 上が り，頚 部でわずか にくびれ，目線 部 に至る。4単 位の波状 目線と にぷい橙 色

推定 され，波 頂部 にはキザミを施 している。無 文。 普通

3

深　　 鉢 A 拍 6 ．8 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴 部はわずかに内攣 しなが ら 長石 ・石英 ・雲母 P l18 8　 20 ％
縄文土器 B O j ∴自 横やかに外 傾 して立 ち上が り， 目線部 に至 る。 4 単位 の波状 口 赤褐色

緑 と推 定され，波頂部は双頭であ る。舞文 で，内面 はよ く研磨 普通

している。

深　　 鉢 B （6 ．6 ） 胴部 から底部 にかけての破 片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。無 長右 ・石英 ・雲母 P l 19 1 10％

4 縄文土器 C　 1 2 ．0 文。 にぷい赤褐 色

普通

5

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 目線部片。 目線部 は内傾 し，内面に稜 を有す る。目線部 と頚部 長石 ・石英 e雲 母 P l19 2　 5 ％
縄文土器 の境 にキザ ミを有す る隆帯 を巡 らし，隆管の一部が渦巻状 とな にぷい赤褐色

る。目線 部には沈線 に よる鋸 歯状文 を施 している。 普 通

6

深　　 鉢

縄文土器

B （6 ．0 ） 目線 部片 。ロ縁 部はほぼ直立 し，内面に稜 を有 する。無 文。 長石 0石英 e雲母

黒褐色

普通

T P ll18　 5 ％

第552考量坑（第382図）

位置　調査ユ区の南部，C4hO区。

重複関係　本跡は第3号屋外炉に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径2。16m，短径1。94mの円形で，深さは32cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ匝1か所。Plは東壁際に位置し，開口部は長径86cm，短径76cmの楕円形で，底部は長径84cm，短径

74cmの楕円形である。深さ70cmで，東壁が内傾している。

尊堂　8層に分層され，第5～8層は本跡のPlの覆土である。レンズ状に堆積していることから，自然堆積

と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

ローム粒子微量

ローム小ブロック9ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量，第2層より粘性がある。

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，第4層より色調が明るい。

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量，第2層より締まりがない。

ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片232点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出。図示した。1は深鉢の目線部から底

部にかけての破片，2は深鉢の目線部から頚部にかけての破片，5は深鉢の胴部片で，いずれも覆土下層から

出土している。3は深鉢の口綾部片タ　4は深鉢の頚部から胴部にかけての破片，6は深鉢の胴部片で，いずれ

も覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第552号士坑出土遺物観察表（第382図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 工 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A 白 9 ．0 ］ 目線 部か ら底部 にか けての破片。胴 部は直線 的に立ち上が り， 長石 ・石英 P l19 3　 30 ％
縄文土器 B ［2 7 ．8 ］ 頚部は外反 し， 目線部 は内攣す る。 ロ緑 部 と頚部の境にキザ ミ 黒褐色

C　　 6 ．7 を有 する隆帯 を巡 らして目線部文様帯 を形成 している。目線 部 普通

1 には沈線 に よる連弧文 を施 してい る。胴部 には 3 条一組の沈線

文と波状 の沈線文 を懸垂 させ，懸垂文 間は磨 り消 している。地

文 は L R L の 複節縄文で，目線部 には横方 向に，頚部 か ら胴 部

にか けては縦方 向に施 している。

2

深　　 鉢

縄文土器

A ［2 5 ．2 ］

B （1 5 ．0 ）

目線部 から頚部 にかけての破 片。頭部は外傾 し， 目線部 はわず 長石 ・石英 ・雲母

黒褐色

普通

P 119 4 10％
か に内攣す る。 目線 部には沈線 が沿 う 2 本一組の隆帯 によ り滴

巻文 を施 している。頚部 には 3 条一組の洗練文 を巡 らし，そ こ

か ら 3 条一一一組 の沈線文 を懸垂 させ ている。懸垂文間 は磨 り消 し

ている。地文 は R L の単節縄文 で，目線 部には横方向 に，頚部

ほ縦方向に施 している。

3

深　　 鉢 B （5 90 ） 目線 部片。ロ縁部は内攣す る。沈線が沿 う 2 本一組 の隆帯に よ 長石 ・石英 ・雲母 T P i l19　 3 ％
縄文土器 り渦巻文を施 してい る。地文 は R L の単節縄 文で，横 方向に施 黒褐色

している。 普通

4

深　　 鉢

縄文土器

B （針 4 ） 頚部片。 ロ綾 部 と頚 部の境は沈線が沿 う 2 本一組 の隆帯 を巡 ら 長石 ・石英 0 雲母

黒褐色

普通

T P l 120　 5 ％
している。胴 部は洗練に よる懸垂文間 を磨 り消 している。 地文

ほ R L の単節縄文で，縦方向 に施 してい る。

5

深　　 鉢 B （1 0 ．8 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。 3 条一組の洗練文 を懸垂 長石 ・石英 ・雲母 T P l12 1　 5 ％
縄文土器 させ，懸垂文 間は磨 り消 している。地文は R L R の複節縄文 で， 暗赤褐色

縦方向に施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （7 ．5 ） 胴 部片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。沈線 文 を懸垂 させ，懸垂 長石 ・石英 ・雲母 T P l 12 2　 5 ％
縄文土器 文間は磨 り消 してい る。地文 は R L の単節縄 文で，縦方向 に施 灰褐色

している。 普通

第駈考量坑（第383図）

位置　調査1区の南部，C5il区。

重複関係　本跡と第554号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1。56m，短径1。50mの円形で，深さは76cmである。

壁　直立する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　2か所。Plは南東壁際に位置し，開口部の平面形は長径88cm，短径78cmの楕円形で，底部の平面

形は径78cmほどの円形である。深さは50cmで，南東壁が内傾している。P2は北西壁際に位置し，開口部の

平面形は長径38cm，短径25cmの楕円形で，底部の平面形は長径38cm，短径30cmの楕円形である。深さは

42cmで，北西壁が内傾している。

尊堂　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロックeローム粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロックeローム粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片210点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出・図示した。1ほほほ完形の有孔鍔付

土器で，覆土中層から出土している。2は探鉢の頚部から胴部上位にかけての破片，3は深鉢の日録部片，4

は深鉢の胴部片で，いずれも覆土上層から出土している。5は深鉢の胴部片で，覆土から出土している。

所凰　有孔鍔付土器や深鉢の大形破片は，覆土中層から覆土上層までの堆積時に廃棄されたもので，中期後業

（加曽利EⅡへ）Ⅲ式期）と考えられる。本跡の廃絶時期は，底面や覆土下層から出土している遺物がないため明
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確ではないが，廃絶時から覆土上層の堆積時までの時間差はほとんどないと考えられることから中期後葉（加

曽利EⅢ式期）と推定される。

第383図　第553号土坑・出土遺物実測図

第553号土坑出土遺物観察表（第383図）
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図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴胎土・色調・焼成備　考

1

有礼錯付土器A　lO．4ほほ完形。胴部は開きながら内攣して立ち上がり，胴部上位に長石・石英Pl195　95％
縄文土器B　lO．3最大径がある。頚部で屈曲し，ロ緑部は直立する。口緑部と胴にぷい黄橙色PL37
C　　5．8部の境に鍔状の隆帯を巡らし，2孔一組の孔を3単位穿孔させ

ている。

普通

2

深　　鉢B（12．4）頚部から胴部上位にかけての破片。口緑部と頚部の境には沈線が長石・石英・雲母TPl124　5％
縄文土器沿った隆帯を巡らしている。頚部上位には3条一組の沈線文を巡らし，褐灰色

そこから3条一組の沈線文を懸垂させている。頚部は無文である。胴

部の地文はLRの単節縄文で，縦方向に施している。

普通

3

深　　鉢B（5．0）口緑部片。ロ緑部は内攣する。口緑部には隆帯と沈線による長長石・石英TPl123　5％
縄文土器楕円形の区画文を施している。地文はRLの単節縄文で，縦方にぷい赤褐色

向に施している。 普通

4

探　　鉢B（6．3）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。胴部には沈線による渦巻長石・石英TPl12510％
縄文土器文を起点に3条一組の沈線文を懸垂させ，懸垂文間は磨り消し橙色

ている。地文は撚糸文である。普通

5

深　　鉢B（5．9）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。沈線文を斜方向に施して長石・石英TPl12（i　5％
縄文土器いる。 褐灰色

普通
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第駈考豊坑（第384～387図）

位置　調査1区の中央部，C5cl区。

規模と平面形　開口部は長径1。70m，短径1。39mの楕円形，底面は長径2。88m，短径2。68mの円形で，深さは

75cmである。

壁　フラスコ状を呈する。くびれ部は明瞭な稜があり，強くオーバーハングしている。

底　ほぼ平坦である。

穫羞　7層に分層される。第1～4層はレンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。覆土下層からは

ほぼ完形の土器や大形の土器片が廃棄されたような状態で出土していること，第667層はロームブロックを

多く含んでいることから，第5～7層は人為堆積と考えられる。

土層解説

1・黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ローH一ム小ブロック・炭化粒子微量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遣物　大量の縄文土器片449点，土器片円盤1点，磨製石斧1点が主に底面から覆土下層にかけて廃棄された

ような状態で出土している。そのうち縄文土器片16点，土器片円盤上喪，磨製石斧1点を抽出・図示した。

1・2はほぼ完形の探鉢，3ほ探鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも壁際の底面から横位の状態で

出土している。4は深鉢目線部から頚部にかけての破片，5は嚢の目線部から胴部にかけての破片，6e8。

9は無文の深鉢，7elOは深鉢の胴部から底部にかけての破片で，14015は深鉢の胴部片，17は土器片円盤で，

いずれも覆土下層から出土している。16は深鉢の胴部片で，覆土上層から出土している。11～13は深鉢の口綾

部片，18は磨製石斧で，いずれも覆土から出土している。

所凰　1e2の深鉢は底面から出土しているが，一部が欠損しており，第6e7層の堆積範囲内に位置するこ

とから，廃棄されたものと考えられる。時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第384図　第558号土坑実測図
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第385図　第558号土坑出土遣物実測図（1）
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第386図　第558号土坑出土遺物実測図（2）
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第558号土坑出土遺物観察表（第385～387図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 e色誘「 焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 3 ．0 ］ 波頂部 ・目線部 ・胴 部の一部欠損。胴部 は直線的 に立 ち上が り，長石 ・石英 ・雲母 P l lり6　 7 0 00

縄文土器 B は 9 ．2 ） 頚部で屈 曲 し，目線部 は外傾 する。 2 単位の波状 目線 を皇 し， 褐灰色 （上半） P L 37

C　 l O ．0 内 1 単位 は大形 である。太波状 目線 部には隆帯 により文様 を措 にぷい橙 色 （下半）

出 しプ　2 単位 の円孔 を穿孔 させ ている。小波状目線部は双頭で，普通

隆帯 によるⅤ字状文 を施 している。頚 部 と胴部の境 には隆帯 を

巡 らし，そ こか ら隆帯 による楕 円形 区画文 と波状文 を垂下 させ

ている。ロ緑部 と胴部の隆帯文 に沿 って結節 沈線 文 を施 してい

る。 地文は L の単節縄 文で，縦 方向に施 している。

2

深　　 鉢 A　 2 7 ．6 胴部 ・底 部の一部欠損。胴部 は直線 的に立 ち上 が り，頚 部で屈 長石 ・石英 ・雲母 P l 197　 80％

縄文土器 B　 二35 ．7 曲 し，目線 部は開 きなが ら内攣す る。 口唇部外面 に 2 本一組 の 褐灰色 （上半） P L 37

C D 1．8 ］ 隆帯 を巡 らし，内面に稜 を有す る。胴部上位 に隆帯 を巡 らし， にぷ い橙色 （下半）

隆帯 による Y 字状文 を垂下 させてぷ感 を縦位に 4 分割 している。普通

3

深　　 鉢 B （1 6 ．7 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。押 長石 ・石英 ・雲母 P l 19 8　 30％

縄文土器 C　 l l ．8 庄文 を有す る隆帯 を垂下 させ て，器面 を縦位 に 4 分割 している。明赤褐色

普通

4

深　　 鉢 A ［2 4 ．4 ］ 目線 部か ら頚部 にかけての破片。頚 部で屈曲 し，目線部は開 き 長石 ・石英 ・雲母 P 120 0　 10 ％

縄文土器 B （9 ．0 ） なが ら内攣する。 L の単節縄 文 を縦方向に施 している。 黒褐 色

普通

婆 A　 2 4 ．4 目線 部 か ら胴 部にか けての破 片。胴 部は直線 的 に立ち上 が り，長石 や石英 ・雲母 P 日中） jO Oい

5
縄文土器 B （2 2 ．6 ） 頚 部で屈 曲 して内傾 しタ　ロ縁 部は強 く外反 す る。頚 部 と胴 部 黒褐色 P L 37

の境 に隆 帯 を巡 らしている。 L の単節 縄文 を縦方 向に施 して 普通

いる。

6

深　　 鉢 A　 3 0 ．7 目線部 の一部 及び底 部欠損。胴部は直線的 に立 ち上が り，目線 長石 ・有 英 ・雲母 P 124 9　 70％

縄文土器 B （3 0 ．4 ） 部 はわずか に内攣す る。 日録部の内面 に稜 を有す る。無文。 暗赤褐色

普通

P L j7

言
深　　 鉢 B （8 ．日 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。無 長石 ・石英 ・雲母 P 120 4　 5 ％

縄文土器 C ［1 3 ．6 ］ 文。 にぷい黄橙色 底部 に網代痕

普通

8

深　　 鉢

縄文土器

A　 3 4 ．8

B （2 7 ．6 ）

底 部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が り，頚 部で くびれて屈曲 し，長石 ・有 英 ・雲母 P 120 2　 60％

目線部 は開 きなが ら内攣する。無文。 にぷい褐色

普通

P L 3 7

9

深　　 鉢

縄文土器

A ［3 3 ．0 ］

B　 4 0 ．9

C　 1 2 ．0

ロ緑部 及び胴 部一部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上 が り，頚 部で 長石 ・石英 ・雲母 P 12 0 1　 50％

くびれて屈 曲 し，目線部 は開 きなが ら内攣 する。無文。 にぷ い赤褐色

普通

P L 37

10

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部は直線的 に立 ち上が る。無 長石 ・有英 ・雲母 P 120 3　 5 ％

縄 文土器 C　 1 4 ．0 文。 にぷい橙色

普通

11

探　　 鉢 B （5 ．8 ） ロ縁部片。 目線部 は開きなが ら内攣 し，口唇部は短 く外傾す る。長右 ・石英 ・雲母 T P l12 7　 5 ％

縄文土器 目線 部内面に稜 を有する。無文。 にぷい赤褐色

普通

12

探　　 鉢 B （3 ．3 ） 目線 部片。ロ縁部は内攣 し， 口唇部 は短 く外 傾する。口唇部直 長石 ・石英 ・雲母 T P l12 8　 5 ％

縄文土器 下に隆帯 を巡 らし，口唇部外面 は無文 である。地文 として L R 黒褐色

の単節縄 文を縦方向 に施 し，結節洗練 による弧状 文を隆帯 下に

連続 して施 している。

普通

深　　 鉢 B （4 ．0 ） 目線部片。 ロ縁 部は外傾 し，目線部内面 に稜 を有 する。半裁竹 長石 ・石英 ・雲母 T P l 129　 5 ％

13 縄 文土器 管 による平行洗練文 を横方向 に連続 して施 している。 にぷい褐色

普通

14

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上がる。隆帯 によ り横位の楕 円形 長石 ・石英 ・雲母 T P l1 30　 5 ％

縄文土器 区画文 を形成 し，隆帯 に沿 って半裁 竹管に よる結節洗練文 を施 明赤褐色

している。 普通

15

深　　 鉢 B （6 ．1） 胴 部片 。胴部は直線的 に立 ち上が る。 地文 として L R の単節縄 長石 ・石英 ・雲母 T P l13 1　 5 ％

縄文土器 文を縦 方向に施 し，隆帯 を懸垂 している。 明赤褐色

普通

16

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 胴 部片 。胴 部は直線的 に立 ち上が る。地文 として粂線 文を縦方 長石 ・石英 ・雲母 T P l132　 5 ％

縄文土器 向に施 している。 にぷい褐色

普通

図版番号 器　 種

計測値 ㌦ 質

l1

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

17 土器片円盤 4．9 4．1 1．3 36・3 ［土　　 製 縄文時代中期の土器片を素材にしている。円形。 D P　 lOOl
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

18
磨製石斧 7．8 3．5 1．2 50．0 緑色凝灰 岩 扁 平な自然礫 を素材にしている。刃部を研磨し

て作 出している。

Q lOO 7

第560号土坑（第388図）

位置　調査1区の南部，C5dl区。

規模と平面形　開口部は長径1．94m，短径1．68mの楕円形，底面は長径1．96m，短径1．66mの楕円形で，深さは

60cmである。

壁　ほぼ直立するが，東壁だけは内傾する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，第1層より色調が暗い

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片83点，磨製石斧片2点が出土している。そのうち縄文土器片3点片を抽出・図示した。1は

探鉢の口緑部片で，覆土下層から出土している。3は深鉢の胴部片で，底面から出土している。2は深鉢の口

緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

④，。5。1／

第388図　第560号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第560号土坑出土遣物観察表（第388図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （5 ．5 ） ロ緑 部片。ロ緑 部 は内暫 し， 口唇部 は短 く外傾す る。微 隆帯 に 長石 ・石英 T P l 133　 5 ％

縄文土器 よ り文様を措出 し，文様の空 自部 に条線文 を縦方向 に充填 して 黒褐 色

いる。 普通

2

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 口縁部片。ロ緑 部は内攣 し，口唇部は短く外傾する。ロ緑 部と頚部の 長石 ・石英 ・雲母 T P l 134　 5 ％

縄文土器 境には2本 一組の隆帯を巡らしてロ緑部 文様帯を形成している。口緑 にぷ い褐色 T P l 133と同一個体

部 には微 隆帯 により文様を措 出し，文様 の空 白部に条線文を縦方 向

に充填 している。

普通

3

深　　 鉢 B （8 ．1） 胴部片 。胴部 は直線的 に立 ち上が る。条線文 を縦方向 に施 して 長石 ・石英 ・雲母 T P l 135　 5 ％

縄文土器 いる。 にぷ い褐色

普通

第561号土坑（第389・390図）

位置　調査1区の東部，C5C5区。

重複関係　本跡は第528号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第528号土坑に掘り込まれているため，平面形は長径2．72m，短径は推定で2．46mの円形

で，深さは14cmである。

堂　外傾する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。中央部からやや南西寄り

の底面には，長径66cm，短径46cmの楕円形の範囲に焼土粒子を中量含んだ暗赤褐色土が堆積している。

土層解説

1　窯褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム′」、ブロック少量，炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片62点が出土している。そのうち縄文土器7点を抽出・図示した。1は把手を有する深鉢の口

緑部付近の破片，2は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも覆土下層から出土している。5は深鉢

の胴部片で，覆土上層から出土している。3は探鉢の口緑部片，4・6・7は探鉢の胴部片で，いずれも覆土

から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

ム

第389図　第561号土坑実測図

A29．4m
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第390図　第561号土坑出土遺物実測図

第561号土坑出土遺物観察表（第390図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （1 0 ．0 ） 口緑部付近の破片。 口緑部 にはキザ ミを有する扇状の突起 を有 長石 ・石英 P 120 5　 3 ％
縄文土器 し，その突起か ら隆帯を懸垂 させている。 にぷい赤褐 色

普通

2

探　　 鉢 B （7 ．8 ） 胴 部か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上がる。無 長石 ・石英 ・雲母 P 1206 10 ％
縄 文土器 C　 1 2 ．6 文。 にぷ い赤褐色

普通

底部 に網代痕

3

深　　 鉢 B （4 ．5 ） ロ緑部片。 目線部 はわずかに内攣す る。 口唇部 にキザ ミを有 し，長石 ・石英 ・雲母 T P l 136　 3％
縄 文土器 口唇部外面 は肥厚 させ て竹 管状 工具 による刺突文 を連続 して施 にぷ い赤褐色

してい る。口緑部 には沈線に よる鋸歯状文 を巡 らしてい る。 普通

4

深　　 鉢 B （9 ．2 ） 胴部片 。胴部 は直線 的 に立 ち上が る。隆 帯 によ り横位 の楕 円 長石 ・石英 ・雲母 T P l1 37　 5％
縄文土器 形区画 文 を形 成 し， 区画文 の交点 は突 出 させ てキザ ミを施 し 暗赤褐色

てい る。隆菅 に沿 ってペ ン先状 工具 による結節 沈線 文 を施 し

ている。

普通

5

深　　 鉢 B （5 ．1 ） 胴部片 。胴部 は直線的に立 ち上が る。対 向する小突起 を有 し， 長石 ・石英 ・雲母 T P l13 8　 5％
縄文土器 結節沈線文 によ り文様 を描出 している。 にぷ い赤褐色

普通

6

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立 ち上がる。断面三角形の隆帯 を垂 下 長石 ・石英 T P l 139　 5％
縄文土器 させてい る。 にぷい橙色

普通

7

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴部は直線的 に立 ち上が る。断面三角形で，蛇行す る 長石 ・石英 ・雲母 T P l 14 0　 5％
縄文土器 隆帯 を垂 下させ ている。 にぷい橙 色

普 通
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第569号土坑（第391～393図）

位置　調査1区の中央部，C5C3区。

重複関係　第570号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第570号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径2．00m，短径は推定で1．36mの楕円

形である。くびれ部は開口部の北西寄りに位置し，長径0．90m，短径0．82mの不整円形で，くびれ部の南東側

はテラス状となる。底部は径1．78mほどの円形で，深さは120cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　土層観察用ベルトの設定位置が本跡の中心からはずれたため，覆土の観察は開口部における覆土上層の

ものとなり，くびれ部から底部に至る覆土中層以下の観察ができなかった。開口部の覆土は5層に分層され，

レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

①　　　　！
／／　、＼＼

乙∫

0　　　　　　2m

」＿＿二二工二＿＿二」

第391匡l　第569号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム′j、ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片261点が出土している。そのうち縄文土器片9点を抽出・図示した。3は底部が欠損する深

鉢，7は深鉢の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。1は底部が欠損する探鉢，2は探鉢の口綾

部片，8は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片，9は口緑部と胴部の一部が欠損する探鉢で，いずれも覆土

中層から出土している。4・5は深鉢のロ綾部片で，いずれも覆土上層から出土している。6は探鉢の口緑部

片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

－　441－

第392図　第569号土坑出土遺物実測図（1）
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第393図　第569号土坑出土遺物実測図（2）
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第569号土坑出土遺物観察表（第39ト393図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［2 9 ．0 ］ 把 手及 び底部 欠損。胴 部 は直線的 に立 ち上 が り，頚 部 で屈 曲 長石 ・石英 ・雲母 P 12 08　 60％

1

縄文土器 B （2 7 ．3 ） して外傾 し， ロ綾部 は開 きなが ら内攣す る。 4 単位 の突起 を 褐灰色 （上半） P L 37
有 し， 内 1 単位 は残存 部か ら大形 の把手 である ことが推定 さ にぷい褐色 （下半）

れる。 目線 部 には 4 単位 の突起 を起 点 に隆管 に よる区画文 を

形成 し， 区画内に交互刺実 による連続 コの字状文 を施 している

頚部 と胴部 の境 には隆帯 を巡 らし，胴 部 には環状 の突 起 を起

点 に隆帯 を懸垂 させ ている。地 文 は R L の単節縄 文 で，縦方

向 に施 している。

良好

○

探　　 鉢 B （6 ．3 ） 口綾 部片。 目線部 はわず かに外傾 する。口唇部外 面には押庄文 長石 ・石英 P 12 11　 5％

2
縄文土器 を有 する隆帯 を施 している。 目線 部には隆管に より横 S 字状文 灰褐 色

を施 し，隆帯の一部 に沿 って結節 沈線 文を施 している。地文は

L R の単節縄 文で，縦 方向に施 している。

普通

3

探　　 鉢 A　 2 3 ．1 底部欠損 。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 目線部 は開きなが ら内 長石 ・石英 ・雲母 P 120 9　 70％
縄文土器 B （2 8 ．6 ） 攣す る。 目線 部内面に稜 を有す る。 L の無節縄文 を， 口唇部外 黒褐色 （上半） P L 37

面 は横方向 に， それ以外 は縦方 向に施 している。 橙色 （下半）

普通

4

深　　 鉢 B （1 上 6 ） 口緑部片。 ロ綾部 は開 きなが ら内攣する。口唇部直下 に交互刺 長石 ・石英 ・雲 母 T P l14 1　 5％
縄文土器 実に よる連続 コの字状文 を巡 らしている。地文は R L の単節縄 暗赤褐色

文で，縦 方向に施 している。 普通

5

深　　 鉢 B （9 ．8 ） 口綾 部片 。口綾 部 は開 きなが ら内攣 する。 L の無節縄 文を縦方 長石 ・石英 ・雲母 T P l 142　 5％
縄文土器 ．向に施 している。

1

ま

黒褐色

普通

6

深　　 鉢 B （4 ．4 ） 目線部片。 口緑 部は直立す る。 口唇部直下 に結節沈線文 を巡 ら 長石 ・石英 ・雲母 T P l14 4　 5％
縄文土器 してい る。 黒褐色

普通

7

深　　 鉢 B （6 ．4 ） 口綾部片。 目線部 は開きなが ら内攣する。口唇部はわずか に肥 長石 ・石 英 ・雲母 T P l14 3　 5％
縄文土器 摩 させ，口唇直下 に沈線 を巡 らしている。地文はクシ状工具 に 灰褐 色

よる波状 文で，縦 方向に施 している。 普通

8

深　　 鉢 A ［2 4 ．0 ］ 目線 部か ら胴 部にか けての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 12 10　　 20％
縄文土器 B （1 5 ．3 ） 頚部 で屈 曲 して外 傾 し，目線部 は開きなが ら内攣す る。 口唇 部 黒褐色

外面 は肥厚 し，キザ ミを施 してい る。 口唇部直下及 び頚部 と胴

部 の境 には沈線 文 と洗練に よる鋸歯状文 を巡 ら してい る。胴部

には垂下す る隆帯 で器面を縦位 に分割 し，分割 され た区画 内に

は沈線 によ り文様 を措 出 してい る。地文 はクシ状工具 による波

状文で，縦方向 に施 してい る。

良好

9

探　　 鉢 A ［3 9 ．日 目線 部か ら胴部 にか けて一部 欠損 。胴 部は直線的に立ち上が り，長石 ・石英 ・雲母 P 120 7　 60％
縄文土器 B　 4 0 ．2 頚 部で屈曲 して外傾 し， 目線部 は開 きなが ら内攣する。 4 単位 黒褐 色 （上 半） P L 37

C　 l 主 2 の波状 目線 を皇 し，波頂部 は山形状 である。ロ縁 部には波頂部 橙色 （下半）

か ら隆帯に よる渦巻文 を垂下 させ ，目線 に沿って半裁竹 管に よ

る平行 沈線 文 と波状文 を巡 ら している。胴部 は押庄文 を有 する

隆帯 で縦位 に 4 分割 してい る。分割 された区画内 には半裁竹 管

による平行洗練 文で弧状文 を施 してい る。地文 は L の無節縄 文

で，口唇部外面は横方向 に，それ以外 は縦方向 に施 している。

普 通

第野考量坑（第394図）

位置　調査1区の中央部，C5b2区。

規模と平面形　開口部は長径1。36m，短径1。28mの門札底面は長径工48m，短径1。44mの円形で，深さは

68cmである。

壁　フラスコ状を呈する。北東壁だけは外傾して立ち上がるが，覆土下層の堆積状況から覆土上層が堆積する

以前に崩落したと考えられる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，第1～3層はレンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。第4層はローム粒

子とロームブロックを多く含む褐色士であり，北東壁側から堆積していることから，北東壁からの崩落士と考

えられる。
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム／」、ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片60点が出土している。そのうち縄文土器片4点を抽出・図示した。1は探鉢の胴部から底部

にかけての破片，2は探鉢の胴部片，4は深鉢の口緑部片で，いずれも覆土下層から出土している。3は探鉢

の胴部から底部にかけての破片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第394図　第571号土坑・出土遣物実測図

第571号土坑出土遺物観察表（第394図）

且でⅡ√
0　　　　　　　2m

ト　　　1　　－－」

．閥ナノ、

図 版 番 号 器　 種 計測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 1 ．2 ） 胴 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は 直線 的 に 立 ち上 が る。 R 長 石 ・石 英 P 12 12　 10 ％
縄 文 土 器 C　　 9 ．7 L の単 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 して い る 。 明赤 褐 色

普通

内面 炭 化 物 付 着

2

深　　 鉢 B （1 1 ．3 ） 胴 部 片 。 胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が る。 条 線 文 を縦 方 向 に 施 して 長石 ・石 英 ・雲 母 P 12 14　 10 ％
縄 文 土器 い る。 黒褐 色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 k 扉 器形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 欄 成 i 備 考

3

深　　 鉢 B （4 ．日 胴部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上 がる。無 長石 e石英 を雲母　　 P 12 13 10％

縄文土器 C　 主上6 文。 にぷい橙色

普通

深　　 鉢 B （9 ．0 ） 目線部片。 目線部 は開 きなが ら内攣す る。 口唇部直下 に抑圧文 長石 さ石英 e 雲母　　 T P i拍5　 ％

4 縄文土器 を有す る隆帯 を巡 らしている。 R の無節縄文 を斜方向 に施 して 黒褐色

い る。 普通

窮野考量境（第395。396図）

位置　調査「区の南西部，C4f5区。

重複関係　第578号土坑と第1号堀に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第578号土坑と第1号堀に掘り込まれているため，開口部は長径1の72m，短径は推定で

1。62mの円形である。底面は長径2。68m，短径2。53mのほぼ円形でタ　深さは100cmである。

璧　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

啓丑10層に分層され，第4～10層は多量のロームブロックが含まれていることからタ　人為堆積と考えられ

る。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロックも炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子少量，焼土小ブロックも炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子も炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム太ブロック。ローム中ブロック・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス粒子少量，ローム太ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス粒子中量，ローム中ブロックのローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
7　褐　色　ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子多量，ローム中ブロック中鼠　ローム太ブロックせ鹿沼パミス中ブロック少量
8　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中鼠鹿沼パミス粒子少量，鹿沼パミス太ブロック微量
9　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片84氏磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器片7氏磨製石斧1点を抽出。図示

した。1はほぼ完形の銑　3ほ波状目線を呈する深鉢の目線部から頚部にかけての破片でタ　いずれも覆土下層

から出土している。2は波状目線を皇する探鉢の目線部から頚部にかけての破片，4は探鉢の目線部から胴部

にかけての破片，6は探鉢の目線部片で，いずれも覆土上層から出土している。5は深鉢の頚部片，7は深鉢

の目線部片，8は磨製石斧で，いずれも覆土から出土している。

所凰　時期は芦　出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第調図　第572号土坑実測図
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第396図　第572号土坑出土遺物実測図

第572号土坑出土遺物観察表（第396図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

鉢A　12．8ほぼ完形。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部は内攣する。ロ長石・石英 P1319　98％
縄文土器B　lO．8唇部外面及び口綾部と胴部の境に隆帯を巡らし，口縁部に隆帯にぷい赤褐色 PL37

C　　8．2 による5単位の弧状文を施している。 普通 底部に木葉痕

2

探　　鉢B（11．1）口緑部から頚部にかけての破片。大波状口緑を呈し，ロ縁部と長石・石英・雲母P1215　10％
縄文土器 頚部の境に鍔状の隆帯を巡らし，波頂部から隆帯を垂下させてにぷい赤褐色

いる。口緑部には隆帯に沿って半裁竹管による結節平行洗練文

を施し，区画内には結節沈線による鋸歯状文を施している。隆

帯にはRLの単節縄文を横方向に施している。

普通
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図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

3

探　　 鉢 B （1 0 ．2 ） 目線 部か ら頚部 にかけての破片 。大波状 目線 を皇 し，日録部 と 長石 ・石英 P 12 16　 10％
縄文土器 頚 部の境にキザ ミを有す る鍔状 の隆帯 を巡 らし，波頂部か ら隆 黒褐色

帯 を垂 下 させてい る。目線部 には隆帯 に沿ってペ ン先状工具に

よる結節 平行洗練文 を施 してい る。頚部 にはR L の単節縄 文を

縦方 向に施 している。

普通

探　　 鉢 B （17 ．0 ） 目線部 から胴 部にかけての破 片。胴部 は直線的 に立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・礫 T P l 14 7 10％
縄文土器 口綾部 と胴部 の境 でわずかに くびれ，目線部 は内攣す る。 口唇 暗赤褐色

4 部外面 には背 に沈線 を有 する隆帯 を巡 らし， 目線部 には沈線 に

よる肋骨状文 を施 している。口縁 部 と胴 部の境 には沈線 を巡 ら

し，胴部には沈線 による曲線的な文様 を措出 している。

普通

5

深　　 鉢 B 0 1 ．6 ） 頚 部片 。頚部 は内傾 しなが ら外 反 する。 地文 と して L の無節 長石 ・有 英 ・雲母 T P l149　 5 ％
縄文土器 縄 文 を縦 方向 に施 し，半裁竹 管 による平行 沈線文 を巡 ら して 褐色

いる。 良好

6

探　　 鉢 B （3 ．7 ） ロ緑部片。 ロ綾 部は開 きなが ら内攣す る。 口唇部 内面 が肥厚 し 長石 ・石英 ・雲母 T P H 48　 5 ％
縄文土器 てい る。無文。 暗赤褐色

良好

内 ・外面赤彩

7

深　　 鉢 B （6 ．6 ） 把手 を有す るロ綾部片。 目線 部は内傾 する。把手は横長の楕円 長石 ・石英 ・雲母 T P li4 6　 5 ％
縄文土器 形 を皇 し， 日録 に沿 って背 に沈線 を有 する隆帯 を施 してい る。 暗赤褐色

地文 として L の無節縄 文を縦 方向に施 している。 普通

図版番号 11日
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考詣　 種 長さ（cm ） 幅（cm ） 恒 （cm ）重量（g ）

8 磨製石斧 （7．7） 5．0 1．7 （91．4） 凝　 灰　 岩 両端部と刃部を研磨して作出している。 Q lOO8

第野考量琉（第3970398図）

位置　調査1区の中央部ぎ　C5C2区。

規模と平面形　長径2。14m，短径2。02mの不整円形で，深さは50cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ紅　1か所。Plは長径24cm，短径18cmの楕円形で，深さは15cmである。

穫豊　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量

3　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少乳　ローム大ブロック微量
4　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

遣物　縄文土器片61点が出土している。そのうち縄文土器片4点を抽出e図示した。1ほ深鉢の目線部から胴

部にかけての破片，2は深鉢の頚部から胴部にかけての破片で，いずれも底面から出土している。304は探

鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土しているが，混入したものと考えられる。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

ふ

第調園　第574号土坑実測図
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第398図　第574号土坑出土遺物実測図

第574号土坑出土遺物観察表（第398図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［1 7 ．1 ］ 口縁部か ら胴部 にかけ ての破片。胴部 は外 傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 P 12 17　 15％

縄文土器 B （1 1 ．4 ） 口縁 部は開 きなが ら内攣す る。 R L の単節縄文 を口綾 部は横 方 にぷい赤褐色

向に，胴部 は縦 方向に施 している。 普通

2

探　　 鉢 B （1 2 ．3 ） 頚 部 か ら胴 部 にか けて の破 片。 胴部 は外 傾 して立 ち上 が り，長石 ・石英 ・雲母 T P l 15 1　 5％

縄文土器 頚 部 に至 る。 口緑 部 と頚 部 の境 に幅広 の隆 帯 を巡 ら して ， 黒褐色

口縁部 文 様帯 を形成 してい る。 胴部 は地文 と して R L の 単

節 縄文 を縦方 向 に施 し， 4 本一 組 の懸垂 文 間 を磨 り消 して

いる。

良好

3

探　　 鉢 B （1 7 ．5 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立ち上がる。縦方向 に施 した R L の単 長石 ・石英 T P l15 3　 5％

縄 文土器 節縄文 を地文 とし，沈線 による区画文外 を磨 り消 してい る。 褐灰色

良好

4

深　　 鉢 B （9 ．8 ） 頚部片 。頚 部は外傾 す る。縦 方 向に施 した R L の単節縄 文 を 長石 ・石英 T P l15 2　 5％

縄文土器 地文 と し，沈 線 による区画文外 を磨 り消 している。 褐灰色

良好

第575号土坑（第399～401図）

位置　調査1区の中央部，C5C2区。

重複関係　第576号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径1．32m，短径0．98mの楕円形，底面は長径2．72m，短径2．35mの楕円形で，深さは

108cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

－　448　－



土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　黒褐色　炭化物少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土′J、ブロック微量

6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

7　暗褐色　鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

8　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

9　極暗褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・鹿沼パミス粒子少量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片273点，石皿片1点が出土している。そのうち縄文土器片13点，石皿片1点を抽出・図示し

た。2は探鉢の口緑部から頸部にかけての破片，4は口緑部から胴部の一部が欠損する探鉢，7は探鉢の胴部

から底部にかけての破片，10は深鉢の胴部片，14は石皿片で，いずれも覆土下層から出土している。1は上半

部が欠損する探鉢，3は口緑部の一部及び底部が欠損する探鉢で，いずれも覆土上層から出土している。5は

探鉢の口緑部から頚部にかけての破片，6は探鉢の胴部から底部にかけての破片，8・9・11・13は深鉢の口

緑部片，12は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

／

／

2　　　　7

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二「コ二二「－」

10cm
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第399図　第575号土坑・出土遺物実測図



第400図　第575号土坑出土遺物実測図（1）
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控　が

第401図　第575号土坑出土遺物実測図（2）

第575号土坑出土遺物観察表（第399～401図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文様 の 特徴　　　　　　　　　　 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （2 1 ．2 ） 上 半 部 欠 損 。胴 部 は 直 線 的 に立 ち上 が り， 頚 部 で屈 曲 して外 傾 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 12 20　 50 ％
縄 文土 器 C　　 9 ．4 す る。 頭 部 と胴 部 の境 に 沈 線 文 と沈 線 に よ る鋸 歯 状 文 を 巡 ら し 褐 灰 色 （上 半 ） P L 38

てい る。 地 文 と して条 線 文 を縦 方 向 に施 して い る。 にぷ い橙 色 （下 半 ）

普 通

2

探　　 鉢 A ［2 8 ．2 ］ 口緑 部 か ら頸 部 に か け て の破 片 。頚 部 で 屈 曲 して 外 傾 し， 口縁 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 122 1　 30 ％
縄 文 土 器 B （1 7 ．7 ） 部 は 開 きな が ら内 攣 す る。 3 単 位 の大 波状 口 緑 を呈 す る。 口 唇 黒 褐 色 P L 3 8

部外 面 及 び 口 緑 部 に隆 帯 を巡 ら し， ロ緑 部 文 様帯 を 形 成 して い

る 。 文 様帯 内 には 波 頂 部 下 に隆 帯 に よ る渦 巻 文 を 施 し， 隆 帯 に

沿 っ て 洗練 文 を施 して い る。 L の 無 節 縄 文 を 口唇 部 外 面 は 横 方

向 に ， それ 以 外 は縦 方 向 に施 して い る。

普 通

3

探　　 鉢 A ［3 1 ．0 ］ 口緑 部 ・胴 部 の 一 部 及 び 底 部 欠 損 。 胴 部 は直 線 的 に立 ち上 が り，長 石 ・石 英 ・雲 母 P 12 18　 6 0 ％
縄 文土 器 B （3 1 ．2 ） 頚 部 で 屈 曲 して外 傾 し， ロ緑 部 は 開 きな が ら内 攣 す る。 4 単 位 黒 褐 色 （上 半 ） P L 38

の 大 波 状 口 緑 を呈 す る 。 口縁 部 と頚 部 の 境 に鍔 状 の 隆 帯 を巡 ら 明 赤 褐 色 （下 半 ）

し， 波 頂 部 か ら垂 下 す る 隆帯 と連 結 させ て 4 単 位 の 区 画 文 を形

成 して い る 。 区 画 文 内 に は隆 帯 に 沿 っ て 爪 形 文 を施 し， 縦 方 向

に 施 した 沈 線 を充 填 して い る。 胴 部 に は押 庄 文 を有 す る隆 帯 を

4 単 位 垂 下 させ ， キ ザ ミ 目列 を 巡 ら して い る 。

普 通

4

探　　 鉢 A ［2 1 ．3 ］ ロ綾 部 ・頭 部 ・胴 部 の 一 部 欠 損 。 胴 部 は直 線 的 に立 ち 上 が り， 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 12 19　 60 ％
縄 文土 器 B ［2 9 ，0 ］ 頚 部 で屈 曲 して 外 傾 し， 口 緑 部 は開 き なが ら わ ず か に 内 管 す る 。黒 褐 色 （上 半 ） P L 38

C ［7 ．7 ］ 2 単 位 の大 波 状 口縁 を呈 す る 。 口 緑 部 に は一 部 に押 庄 文 を 有 す にぷ い橙 色 （下 半 ）

る隆 帯 に よ り文 様 を 描 出 して い る 。 頚 部 と胴 部 の境 に隆 帯 を 巡

ら し， 胴 部 に は隆 帯 に よる 2 単 位 の 楕 円 形 文 を施 し て い る 。 地

文 と して 条 線 文 を縦 方 向 に施 して い る。

普 通

5

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 口緑 部 か ら頸 部 にか け て の破 片 。 口緑 部 は 開 き なが ら内 攣 す る。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 122 2　 5 ％
縄 文 土 器 口綾 部 に 隆 帯 を 巡 ら し， 隆 帯 に よ る 楕 円形 文 を施 して い る 。 褐 灰 色

口 唇 部 に は キ ザ ミを施 し， 隆 帯 に沿 っ て爪 形 文 を 施 して い る。

頚 部 に は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る 。

普 通

6

探　　 鉢

縄 文 土 器

B （3 ．9 ）

C　 l O ．1

胴 部 か ら底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は直 線 的 に立 ち上 が る 。 無

文 。

長 石 ・石 英 ・雲 母

にぷ い橙 色

普 通

P 12 24　 5 ％

底 部 に網 代 痕

－　451－



図版番号 器　 楯 計測値 k 扉 器形及び文様の特徴 胎 士 ・邑誹「 焼成 備　 考

7

深　　 鉢 B （9 ．0 ） 胴部 か ら底部 にか けての破片 。胴部 は直線 的 に立 ち上 がる。 長有 ・石英 ・雲母 P 122 3　10 ％

縄 文土器 C　 l 上 2 無文。 にぷ い橙色

良好

底部に一部網代痕

8

深　　 鉢 B （7 ．4 ） 波状 目線 を呈す る目線部片。 目線部 は外傾 し，内面に稜 を有す 長有 ・石英 ・雲母 T P l 154　 5 ％

縄文土器 る。 口唇 部外 面 に隆帯 を巡 らし，隆帯 に沿 って結節 沈線 文 を施 黒褐色

している。 L の無節縄 文を施 している。 普通

9

深　　 鉢 B （5 ．9 ） 波状 目線 を呈 する目線部片。目線部 は直立す る。 R L の単節縄 長石 ・有英 ・雲母 T P l 155　 5 ％

縄文土器 文 を地文 と し，結節沈線文 を施 している。 暗赤褐色

普通

10

深　　 鉢 B 0 0 ．0 ） 胴部片。胴部 は直線 的に立ち上がる。法線 によ り文様 を措 出 し 長有 ・石英 ・霊母 T P l15 8　 5 ％

縄文土器 てい る。地文 と してR L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい橙色

普通

‖

深　　 鉢 B （4 ．4 ） 目線部片。 日録部 はわずかに外傾 する。口唇外面は肥厚 し，内 長石 ・石英 ・雲母 T P l15 6　 5 ％

縄文土器 面に稜 を有す る。 R L の単節縄文 を口唇部外 面 には横方向 に， 褐灰 色

それ以外 は縦方向 に施 している。 普通

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。洗練 に より文様 を持出 し 長右 ・有 英 ・雲母 T P l15 9　 5 ％

12 縄 文土器 ている。地文 として L R の単 節縄 文を縦方向に施 している。 浅黄橙色

普通

深　　 鉢 B （4 ．9 ） 目線 部片。目線部はわずか に外傾す る。 内面 に稜 を有 する。 L 長有 ・石英 ・霊母 T P　＿B 7　 3 ％

且3 縄文土器 の無節縄 文 を口唇部外面 には横方向 に，それ以外 は縦 方向に施 黒褐色

している。 普通

i　　　　 計測値
［

巨 質
特　　　　　　 徴

！ 備 考

恒 （cm）幅（cm） 厚さ（cm）重義（g）
14　 序　 皿 （9凍 （1．4．5） （4．5） （972．5） 砂　　　 岩 扁平な自然礫を素材。裏面を凹石とする。 Q 100り

第野考量坑（第402e403図）

位置　調査1区の中央部，C5C2区、）

重複関係　本跡は第5758577号土坑を掘り込んでいることからタ　本跡が新しい。

規模と平面形　平面形は長径2。28m，短径1。88mの楕円形で，深さは40cmである。

望　外傾して立ち上がる。

應　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　1か所。Plは径45cm程のほぼ円形で，深さは15cmである。

穫豊　3層に分層され，レンズ状に堆積することから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロックのローム粒子多量

′∫

二：二

第鯛囲　第576号土坑実測図
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遺物　縄文土器片55点が出土している0そのうち縄文土器片2点を抽出・図示した。1は探鉢の口緑部から頚

部にかけての破片，2は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

十．∴l‘t‘

第403図　第576号土坑出土遺物実測図

第576号土坑出土遺物観察表（第403図）

10cm

巨一一1－二二∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　 鉢 A ［22．6］ 口緑部から頚部にかけての破片。頚部は外傾し，口緑部は開き 長石・石英・雲母 P 1225 10％
縄文土器 B （8．2） ながら内攣する。ロ綾部には沈線が沿う2本一組の隆帯により黒褐色（上半）

端部が渦巻文となる文様を施している。頚部には2本一組の沈 にぷい黄褐色（下半）
線を懸垂させている。地文はR Lの単節縄文で，口緑部は横方

向に，胴部は縦方向に施している。

普通

2

探　　 鉢 B （7．0） ロ緑部片。口綾部は内攣する。口緑部には2本一組の隆帯によ長石・石英・雲母 T Pl160　5％
縄文土器 り文様を描出している。地文としてR Lの単節縄文を縦方向に 暗赤褐色

施している。 普通

第577号土坑（第404～407図）

位置　調査1区の中央部，C5cl区。

重複関係　本跡は第576号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　本跡は第576号土坑に掘り込まれているため，開口部は長径1．60m，短径が推定で1．32mの楕円

形である。底面は長径2．86m，短径2．30mの楕円形で，深さは94cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層され，第9～11層はロームブロックを多く含み，オーバーハングの弱い西壁側から堆積して

いることから，崩落土と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子・鹿沼パミス粒子微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
11褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

遺物　縄文土器片256点，打製石斧1点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器片21点，打製石斧

1点，磨製石斧1点を抽出・図示した。1・10は探鉢の胴部から底部にかけての破片，2・3は探鉢の胴部片，

4は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片，5・6は探鉢のロ緑部片，8・9は探鉢の口緑部から胴部にかけ

ての破片，11は環状把手を有する探鉢の波頂部片，16・19は探鉢の口緑部片，21は探鉢の胴部片，22は打製石
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斧，23は磨製石斧で，いずれも覆土下層上面の斜面に廃棄されたように出土している。7・14は探鉢の口緑部

から胴部にかけての破片，12は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，いずれも覆土上層から出土している。

13・15・17は探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片，18は鉢の口緑部片，20は探鉢の口緑部片で，いずれも覆

土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

④）　l

第404図　第577号土坑・出土遺物実測図
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第405図　第577号土坑出土遺物実測図（1）
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第407図　第577号土坑出土遺物実測図（3）

第577号土坑出土遺物観察表（第404～407図）

く二二二）

0　　　　　　　　　　　　10cm

［＿　　；　－」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢

縄文土器

B（22，8）

C　12．7

胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。無文。 長石・石英・雲母

黒褐色（上半）

にぷい褐色（下半）

普通

P1230　25％

底部に網代痕

2

深　　鉢 B（19．2）頸部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，頚部で長石・石英・雲母 P1231　30％
縄文土器 屈曲する。胴部は垂下する隆帯により器面を縦位に4分割し，分割され褐灰色（上半）

た区画内には洗練によりⅩ字状文を施している。地文はRLの単節縄にぷい橙色（下半）

文で，縦方向に施している。 普通

3

探　　鉢 B （18．8）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。LRの単節縄文を縦方向に施長石・石英 P1232 10％
縄文土器 している。 にぷい橙色

普通

－　457　－



図版番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

4

深　　 鉢 A ［3 0 ．0 ］ 目線 部 か ら胴 部 にか けて の破 片 。胴 部 は外傾 しなが ら直 線 長石 ・石英 ・雲 母 P 122 6　40 ％

縄文土器 B （4 3 ．2 ） 的 に立 ち上が り，頚部 は内傾 し，目線 部は屈曲 して外傾す る。 にぷい黄橙色 P L 3 8

目線 部 直下 に押 庄 文 を有す る鍔状 の 隆帯 を巡 ら し， 口唇 部

に立 体 的 な 2 単 位 の把 手 と隆 帯 に よる 2 単位 の逆 S 字状 文

を施 してい る。 隆帯 に沿 って 爪形 文 を施 してい る。 頚部 と

胴部 の境 に隆帯 を巡 ら し， 抑圧 文 を有 す る隆 管 に よる Y 字

状文 を懸垂 させ て いる。地文 は L R の単節 縄文 で，縦 方向 に

施 している。

良好

5

深　　 鉢 A ［32 ．0 ］ 口緑 部片 。波 状 目線 で ，波 頂部 には眼 鏡状 把 手 を有 し，把 長石 ・石英 ・雲母 P 12 4 1 10％

縄文土器 B （1 上6 ） 手 どお しは隆帯 に よ り連結 してい る。無文 。 にぷい褐色

普通

6

深　　 鉢 A ［3 2 ．4 ］ ロ緑部 片 。 日録 部 は外 傾 す る。 口唇 部 に孔 を有 す る把 手 を 長石 e 石英 ・雲母 P l．24 0　 5 ％

縄文土器 B （5 ．2 ） 有 してい た痕 跡 があ る。 口唇 部 直下 及 び 日録 部 と胴 部 の境 針状鉱物

にキ ザ ミを有 す る隆帯 を巡 ら して い る。 L の無 節縄 文 を縦 褐灰色

方 向に施 してい る。 普通

7

探　　 鉢 A　 18 ．2 目線部か ら胴部 にかけての破片 。胴部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲 母 P 122 7　60 ％

縄文土器 B （1 7 ．0 ） 口縁 部 は外 傾 す る。 口唇部 直 下 に押 庄文 を有す る隆 帯 を巡 黒褐 色 （上半）

ら してい る。 無文。 にぷい褐色 （下 半）

普通

8

深　　 鉢 A　 1 2 ．0 目線部か ら胴部 にか けての破片。胴 部は直線的 に立ち上が り， 長石 ∴五英 ・雲母 P 122 8　60％

縄文土器 B （1 2 ．5 ） ロ緑部 に至 る。口唇 部は肥厚 し， 内面 に稜 を有 する。 にぷい褐色

普通

P L 3 8

9

婆 A ［2 7 ．4 ］ 目線 部 か ら胴 部 にか けての 破片 。 胴部 は開 き なが ら内攣 し 長石 ・石英 ・雲母 P 12 29　 20％

縄文土器 B （3 1 ．1 ） て立 ち上 が り， 頚部 で屈 曲 して， ロ緑 部 は外 傾す る。 口唇 褐灰色 内面に炭化物付着

部内面 は肥厚す る。無 文。 普通

10

l

探　　 鉢 B （6 ．6 ） 胴 部か ら底部 にかけ ての破片 。胴部 は直線 的 に立 ち上が る。 長有 ・有 英 ・雲母 P 12 33　 10％

縄文土器

ま

C　　 9 ．2

‡

無 文。

‡

にぷい赤褐色

普通

1
深　　 鉢 B （8 ．2 ） 環 状把 手 及 び波頂 部片 。 波頂 部 は ほぼ 直立 す る。把 手 の 中 長石 ・石英 ・雲母 P 12 35　 5 ％

‖ 縄文土器 央 部に孔 を有 し，把 手 は波頂部 に直交 して付 け られてい る。 黒褐色

R L の単節縄 文 を縦 方 向に施 してい る。 普通

12

深　　 鉢 B （3 ．1） 胴部 か ら底 部 にかけての破 片。胴 部 は直 線的 に立 ち上 が る。 長石 ・石英 ・雲母 P 12 34　 5 ％

縄文土器 C ［8 ．7 ］ 無文 。 にぷい赤褐 色

普通

13

深　　 鉢 A ［2 L 2 ］ 目線 部 か ら胴部 にか けて の破 片。 胴 部 は直 立 し， 目線 部 は 長石 ・石英 ・雲 母 P 123 6　 5 ％

縄文土器 B （6 ．0 ） 外傾 す る。 口唇 部 に は双頭 の 突起 を有 し，胴 部 は沈 線 に よ 黒褐色

り文 様 を持 出 して い る。地 文 は L R の単 節縄 文 で， 目線 部

に は横 方向 に，胴部 は縦方 向に施 して いる。

普 通

14

深　　 鉢 B （8．8 ） ロ縁 部 か ら胴 部 にかけ ての破 片 。 胴部 は内攣 し， 目線 部 は 長石 ・石英 e雲母 P 12 3 8　 5 ％

縄文土器 屈 曲 して外傾 す る。 口唇 部 直 下及 び 目線 部 と胴部 の境 に押 にぷ い赤褐色

庄 文 を有 す る隆 帯 を巡 らして い る。半 裁竹 管 によ る平 行 沈

線 文 を施 して いる。

普通

15

深　　 鉢 A ［2 0 ．8 ］ ロ緑 部か ら胴 部 にか け ての破 片 。胴 部 は 内攣 し， 目線 部 は 長石 ・石英 も雲母 P 12 37　 5 ％

縄文土器 B （7 ．5 ） 屈 曲 して外傾 す る。 口唇 部 直下 には押 庄文 を有す る隆 帯 を 褐灰色

巡 ら し， 把手 を有 して いた痕 跡 が あ る。 ロ縁 部 と胴 部 の境

には沈 線 を巡 ら して い る。 L R の単 節縄 文 を縦 方 向 に施 し

ている。

普通

16

探　　 鉢 A ［2 3 ．1 ］ 波状 目線 を呈す る目線部片。 波頂部の形態 は台形状 を呈す る。 長石 ・石英 ・雲母 P 124 2　 5 ％

縄 文土器 B （9 ．6 ） 口唇 部 直下 には押 庄文 を有す る隆帯 を巡 ら してい る。 L R 灰褐 色

の単節 縄文 を縦方 向に施 してい る。 良好

17

探　　 鉢 B （8 ．5 ） ロ縁 部 か ら胴部 にか けて の破 片。 胴 部 は直 立 し， 目線部 は 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 123 9　 5 ％

縄文土器 外傾 す る。 口緑 部 に橋 状 の把 手 を有 し，口唇 部 直下 及 び 口 針状 鉱物

縁部 と胴 部 の境 にキザ ミを有 す る隆帯 を巡 らして いる。 ロ にぷい褐色

緑部 には結 節沈 線 文 に よ り文様 を措 出 し，胴 部 に は L R の

単節縄 文 を縦 方向 に施 している。

普 通

18

鉢 B （5 ．0 ） ロ緑 部片 。 目線 部 は直 立す る 。 口唇部 は肥厚 し， 口唇 部 の 長石 ・石英 ・雲母 T P l16 1　 5 ％

縄文土器 断面 形 は角 頭状 を呈 す る。 目線 部 に は隆帯 に よ り文様 を措 にぷ い褐色

出 し， 内 ・外面 ともに よく研磨 されてい る。 良好

19

深　　 鉢 B （6 ．3 ） 目線部片 。口縁 部は外傾する。 口唇部外面 はわずかに肥厚 し， 長石 ・石英 ・雲母 T P l 162　 5 ％

縄文土器 R L の単節 縄文 を縦方 向 に施 して いる。 黒褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

20

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 口綾 部片。目線部 は外傾す る。 口唇部 にキザ ミを施 し，口唇部 長石 ・石英 T P lは3　 3 ％
縄文土器 直下に結節沈線文 を巡 ら している。 L R の単節縄 文を縦方向に 黒褐色

施 している。 普通

探　　 鉢 B （12 ．0 ） 胴部片 。胴 部はわずかに開 きなが ら内攣す る。沈線 で文様 を措 長石 ・石英 ・雲母 T P l16 4　 5 ％
21 縄文土器 出 している。地文は L R の単節縄 文で，縦方向に施 している。 にぷい褐色

普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

22 打製石斧 16．3 4．4 2．4 211．2 緑 泥片 岩 剥片を素材にしている。両面加工b Q lO lO　 P L 46

23 磨製石斧 11．8 5．7 1．0 109．5 粘　 板　 岩 扁平な礫を素材にしている。刃部の一部を研磨。 Q lOll

第野考量坑（第408や409図）

位置　調査1区の南西部，C4f5区。

重複関係　第1号堀に掘り込まれていることから本跡が古く，第572号土坑を掘り込んでいることから本跡が

新しい。

規模と平面形　本跡は第1号堀に掘り込まれているため，長径2。90m，短径が推定で2。46mの楕円形で，深さ

は32cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ紅　5か所が中央部から北東壁際にかけて検出された。Plは北東壁際に位置し，長径60cm，短径48cm

の楕円形で，深さ56cmである。P2ほほほ中央部に位置し，長径36cm，短径30cmの楕円形で，深さ42cmであ

る。P3ほ北壁寄りに位置し，径26cmほどの円形で，深さ16cmである。P4ほ北東壁寄りに位置し，長径20cm，

短径17cmの楕円形で，深さ15cmである。P5ほほほ中央部に位置し，長径27cm，短径22cmの楕円形で，深さ

14cmである。

覆蓋　3層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片29点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。1は深鉢の目線部から胴部

にかけての破片，5は波状目線を呈する深鉢の目線部片，6は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，底面か

ら出土している。3は深鉢の目線部片で，覆土下層から出土している。2は深鉢の目線部付近から胴部にかけ

ての破片で，Plの覆土から出土している。4ほ深鉢の目線部片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第爛図　第578号土坑実測図
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第409図　第578号土坑出土遺物実測図

第578号土坑出土遺物観察表（第409図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［5 6 ．8 ］ 口綾 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 し，ロ緑 部はわず 長石 ・石英 P 124 3　 15％

縄文土器 B （2 5 ．9 ） かに内攣する。口唇部直下及 び口緑部 と胴部 の境 に隆帯 を巡 ら 灰褐色

し， 2 本一組 の隆帯 により文様 を描出 している。胴 部は 3 条一

組 の沈線 を垂 下 させ，懸垂文間 は磨 り消 している。地文は L R

L の複節縄文で，縦方 向に施 している。

普通

2

探　　 鉢 B （1 3 ．9 ） 胴部片。胴部 は外 傾する。ロ緑 部 と胴部の境 に隆帯 を巡 らし， 長石 ・石英 ・雲母 P 12 44　 15％

縄 文土器 胴部 には 3 条一組 の沈線文 と 2 条一組の波状 の沈線文 を垂 下さ 黒褐色

せ， 3 条一組 の沈線 による懸垂 文間は磨 り消 している。 地文 は

R L の単節縄文で，縦方向 に施 してい る。

普通
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図版番号 器　 楯 計測値 k 扉 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

探　　 鉢 B （6 ．0 ）　 目線部片。 目線 部は内攣する。目線部 には沈線が沿 う隆帯 によ 長石 ・有英 ・雲母 T P l 16 5　 5 ％

3 縄文土器 り渦巻文 を施 している。地文は沈線文で，縦方向に施 している。 黒褐色

普通

内面に炭化物付着

深　　 鉢 B （4 ．8 ） 日録部片。 目線部 は内攣す る。ロ綾 部には洗練が沿 う隆帯 によ 長石 ・有英 ・雲母 T P 1166　 5 ％

4 縄文土器 り渦巻文 を施 している。地文 は沈線文で，縦方向に施 している。 にぷい赤褐 色

普通

深　　 鉢 B O L 男 波状 目線 を皇する目線部片。 目線部 は開 きなが ら内攣 する。波 長有 ・有 英 ・実母 P ．12 45　 5 ％

5
縄文土器 頂部 直下に渦巻文 を有す る突起 を施 し，目線部 には隆帯 に より

文様 を持 出 している。地文は L R の単節縄文 で，横方 向に施 し

黒褐色

普通

ている。

6

深　　 鉢 B 0 0 ．4 ） 胴部か ら底部 にかけての破片 。胴部は外傾 して立 ち上が る。胴 長石 ・有英 ・雲母 P 124 6　 10％
縄文土器 C　 上し2 部 は4条一組 の沈線 を垂下 させ，懸垂 文間は磨 り消 してい る。 灰褐色

地文は R L の単節縄文で，縦方向 に施 してい る。 普通

窮鯛考量琉（第射0の射図）

位置　調査1区の南東部タ　C5eO区。

重複関係　本跡は第7号溝と第599号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　長径1。86m，短径1。70mのほぼ円形で芦　深さは90cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　平坦である。

覆羞　ユ0層に分層され，ロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を呈することからタ　人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1黒掲色　しトーム小ブし1・ノク・しトーム粒J’・少量，炭化粒千微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロックのローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックや鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック微量

5　黒褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロックe鹿沼パミス粒子少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック多鼠　ローム中ブロック0ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・－ローム粒子中鼠　鹿沼パミス粒子少鼠　ローム中ブロック微量

8　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

10　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，ローム太ブロック微量

遣物　縄文土器片71息打製石斧主産が出土している。そのうち縄文土器片6点を抽出の図示した。1は深鉢

の把手部片，2は深鉢の胴部から底部付近にかけての破片，3は深鉢の目線部片，射ま深鉢の頚部片，5e6

ほ深鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から中期後菓伽曽利EⅡ式期）と考えられる。

第410図　第582号土坑実測図
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第411図　第582号土坑出土遺物実測図

第582号土坑出土遺物観察表（第411図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢

縄 文土器

B （4 ．2 ） 把手部片。隆帯 と沈線 により渦巻文 を施 してい る。 長石 ・石英

にぷい橙色

普通

P 124 7　 3 ％

2

深　　 鉢 B （9 ．4 ） 胴部か ら底部付近 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上 がる。 長石 ・石英 P 12 4 8　 10％

縄文土器 R L の単節縄 文を縦 方向に施 している。 にぷ い橙色

普通

3

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 口緑部片。 ロ緑部 は内攣 する。沈線 が沿 う隆帯 によ り渦巻文 を 長石 ・石英 ・雲母 T P l 167　 5 ％

縄文土器 施 している。 地文 は L R の単節縄文 で，縦方 向に施 している。 にぷい褐色

普通

4

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 頚部片。頚部 は外傾 する。頸部 と胴部の境 に隆帯 を巡 ら し， R 長 石 ・石英 ・雲母 T P l 16 8　 5 ％

縄 文土器 L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐色

普通

5

深　　 鉢 B （5 ．6 ） 胴部片。胴部 はわず かに外傾 する。押圧 文 を有す る隆帯 を垂下 長石 ・石英 T P l17 0　 5 ％

縄文土器 させ，条線文 を縦方向 に施 している。 暗褐色

普通

6

探　　 鉢 B （5 ．1） 胴部片。胴部 はわずか に外反す る。沈線 に よる懸垂文間 を磨 り 長石 ・石英 ・雲母 T P l169　 5 ％

縄文土器 消 している。R L の 単節縄文 を縦方向 に施 している。 黒褐色

普通

第590号土坑（第412園）

位置　調査1区の中央部，B5jl区。

重複関係　本跡と第424号土坑は重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　平面形は長径1．66m，短径1．43mの楕円形で，深さは38cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは束壁際に位置し，長径52cm，短径45cmの楕円形で，深さ41cmである。P2は南壁際に

位置し，長径44cm，短径40cmのほぼ円形で，深さ38cmである。

覆土　1層で，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
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遣物　縄文土器片18点，土器片錘1点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器片3点，土器片錘1点，

凹石1点を抽出・園示した01・2は探鉢の口緑部付近の破片，3は探鉢のロ緑部片，5は土器片錘で，いず

れも覆土から出土している。4は凹石で，覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

‾二l
0　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二二ヒ－二二∃

⊂フ
第412図　第590号土坑・出土遺物実測図

第590号土坑出土遣物観察表（第412図）

10cm

L＿．＿．コ．．．．＿＿」

図版番号 署旨　種 計測値（cm） 話形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （6．0） 口縁部付近から頸部にかけての破片。頚部は外傾し，ロ緑部は内野する。 長石・石英・雲母 T P l172　5％
縄文土器 口緑部は沈線が沿う2本一組の隆帯により文様を措出している。地文は 暗赤褐色

RLの単節縄文で，横方向に施している。頚部は無文で，よく研磨している。良好

2

深　　 鉢 B （9．0） ロ縁部付近から頚部にかけての破片。頚部は外傾し，ロ緑部は内攣する。 長石・石英・雲母 T P l171 5％
縄文土器 口緑部は沈線が沿う2本一組の隆帯により文様を措出している。地文は にぷい褐色 T Pl172と同一個体

RLの単節縄文で，横方向に施している。頸部は無文で，よく研磨している。良好

3

探　　 鉢 B （6．4） ロ綾部片。口綾部は内攣する。隆帯は剥落しているが，沈線が 長石・石英 T P l173　5％
縄文土器 沿う隆帯により渦巻文を施している。地文はR Lの単節縄文で， 灰褐色

横方向に施している。 普通
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cln） 重量 （g ）

4 凹　　 石 10．1 5．9 4．8 29 0．7 安　 山　 岩 自然礫を素材 としている。 4 面に凹みがある。 Q lO 12

図版番号 器　 種

計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

5 土器片錘 5．9 5．1 1．0 39．6 土　　　 製 4 か所 に挟 りがある。 D P lOO 2

第600号土坑（第413・414図）

位置　調査1区の南西部，C4e6区。

規模と平面形　長径1．92m，短径1．80mのほぼ円形で，深さは34cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　平坦である。

覆土　5層に分層される。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片93点，凹石片1点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。1は鉢の口緑

部から底部にかけての破片，2・3は深鉢の胴部から底部にかけての破片，5は深鉢の口緑部付近の破片で，

いずれも覆土下層から出土している。4は探鉢の口緑部片，6は探鉢の胴部片で，いずれも覆土から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

2m 10cm

－　464　－

」＿＿＿＿＿．＿l　＿＿‥」

第413図　第600号土坑・出土遺物実測図
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第414図　第600号土坑出土遣物実測図

第600号土坑出土遺物観察表（第413・414図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

鉢 A ［4 0 ．0 ］ 口緑部 から底 部にかけての破 片。胴部 は開 きなが ら内攣 して立 長石 ・石英 ・雲母 P 12 50　 4 0％
縄文土器 B　 2 8 ．0 ち上が り， 口緑 部は外傾する。 ロ縁部は無文で，研磨 している。 にぷい赤褐色 P L 3 8

C　　 9 ．0 胴 上部 は沈線が沿 う 2 本 一組 の隆帯に より端部が渦巻文 となる

文様 を施 し， 区画文 内に縦 方向の沈線 を連続 させて充填 してい

る。胴部には R L の 単節縄 文 を縦方向に施 している。

普通

2

探　　 鉢 B （9 ．2 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上がる。地 長 石 ・石英 ・雲母 P 12 53 10 ％
縄 文土器 C ［7 ．0 ］ 文 として R L の 単節縄文 を縦 方向 に施 し， 3条 一組の沈線 に よ にぷ い赤褐色

る懸垂文 間を磨 り消 している。 普通

3

探　　 鉢 B （3 ．0 ） 胴部 から底部 にかけての破 片。胴部は外傾 して立 ち上が る。地 長石 ・石英 P 125 2 10 ％
縄 文土器 C ［8 ．0 ］ 文 と して R L の 単節縄 文 を縦方 向に施 し， 2条 一組 の沈線 を垂 明赤褐色

下 させている。 普通

4

探　　 鉢 B （5 ．3 ） 口緑 部片。口緑部 はわずか に内野す る。沈線が沿 う隆帯 によ り 礫粒 ・長石 ・石英 T P l174　 5 ％
縄文土器 文様 を括出 してい る。地文 は L R の単節縄 文で，縦 方向 に施 し 褐灰色

ている。 普 通

5

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 口緑 部付近 の破 片。口緑 部はほ ぼ直立す る。 ロ緑部 には洗練 が 長石 ・石英 ・雲母 T P l 175　 5 ％
縄文土器 沿 う隆帯により渦巻文 を施 している。地文は R L の単節縄文で， にぷ い橙色

縦方向 に施 してい る。 普通

6

凍　　 鉢 B （5 ．4 ） 胴部片。胴部 は直立 する。 地文は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 長石 ・石英 ・雲母 T P l176　 5 ％
縄文土器 し，沈線に よる渦巻文 を施 してい る。 にぷい褐色

普通

第601号土坑（第415～419園）

位置　調査1区の南部，C4jO区。

重複関係　第602号土坑に掘り込まれていることから本跡が古い。

規模と平面形　開口部は長径2．02m，短径1．74mの楕円形，底面は長径2．26m，短径1．92mの楕円形で，深さは

100cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層され，第7～11層はロームブロックを多く含むこと，多量の遺物が覆土下層から中層にかけ

て廃棄されたように出土していることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　暗赤褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　褐　　色

ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量

ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，焼土小ブロック微量

10　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック微量

11褐　　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片128点，凹石1点，石鍍1点が，主に南東壁寄りの覆土下層から中層にかけて廃棄されたよ

うな状態で出土している。そのうち縄文土器片13点，凹石1点，石鉄1点を抽出・図示した。1は底部が欠損

する探鉢，3～6は探鉢の口緑部から底部付近にかけての破片，9・11は探鉢の胴部から底部にかけての破片，

10は浅鉢の口緑部片，13は底部が欠損する浅鉢で，いずれも覆土下層から出土している。2は口緑部の一部が

欠損する探鉢，7は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，12は深鉢の胴部から底部にかけての破片，14は凹

石で，いずれも覆土中層から出土している。8は探鉢の口縁部から胴部にかけての破片，15は石鉄で，いずれ

も覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

i i I

第415区l　第601号土坑・出土遺物実測図
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第416図　第601号土坑出土遺物実測図（1）
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第417回　第601号土坑出土遣物実測図（2）
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第418図　第601号土坑出土遣物実測図（3）
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第419図　第601号土坑出土遺物実測図（4）

第601号土坑出土遺物観察表（第415～419図）

0　　　　　　　　　　　10clⅥ

し‥＿＿…　L．＿．＿…∴

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　 鉢 A　23．4 把手及び胴部から底部にかけて欠損。胴部は外侍して立ち上が 長石・石英 P1255　70％

縄文土器 B （29．5） り，口緑部は開きながら内攣する。口唇部には大形の把手を有 黒褐色（上半） P L38

していた痕跡がある。口唇部直下と頸部の境に細い隆帯を巡ら にぷい赤褐色（下半）

し，口緑部を区画している。口綾部は細い隆帯により波状文を

巡らし，欠損する把手部直下にある波状文の先端部は渦巻文と

なる。地文はL R の単節縄文で，縦方向に施している。

普通

2

探　　 鉢 A　21．4 ロ緑部一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，ロ緑部は開きなが 長石・石英 P1254　80％

縄文土器 B　30．7 ら内野する。ロ縁部の形態は，欠損しているため2単位の小波状 黒褐色（上半） P L38

C　　9．1 を呈するのか把手を有するのかは不明である。口唇部直下と頚部 にぷい橙色（下半）

の境に細い隆帯を巡らし，口緑部を区画している。渡頂部直下は

細い隆帯により蕨手状となり，ロ縁部は隆帯により波状文を巡ら

している。地文はR Lの単節縄文で，縦方向に施している。

良好

3

探　　 鉢 A ［18．2］ 口緑部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石・石英 P1258　50％

縄文土器 B　26．0 ロ緑部は開きながら内攣する。口唇部直下と頚部の境に細い隆 暗赤褐色 P L38

C ［8．8］ 帯を巡らし，口緑部を区画している。口緑部は波頂部直下に2

本一組の隆帯により渦巻文を施し，細い隆帯により文様を描出

している。頚部には半裁竹管により波状の平行沈線文を施し，

胴部には半裁竹管による平行沈線文を垂下させている。地文は

LR の単節縄文で，縦方向に施している。

普通

4

深　　 鉢 A ［32．2］ ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石・石英・雲母 P1256　40％

縄文土器 B （34．5） 口緑部は開きながら内攣する。口唇部直下と頚部の境に細い隆 黒褐色 P L38

帯を巡らし，口緑部を区画している。口縁部は細い隆帯により

渦巻文とクランク文を施している。地文はR Lの単節縄文で，

縦方向に施している。

普通

5

深　　 鉢 A ［22．0］ ロ縁部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石・石英 P1257　40％

縄文土器 B （37．2） ロ縁部は開きながら内攣する。山形状の波状口緑を呈し，波頂 黒褐色（上半）

C ［10．6］ 部から背に沈線を有する隆帯を垂下させている。口唇部直下に にぷい褐色 （下半）

は交互刺突による連続コの字状文を巡らし，ロ緑部には細い隆

帯により文様を措出している。地文はクシ状工具による条線文

で，縦方向に施している。

普通

6

探　　 鉢 A ［24．8］ 口緑部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石・石英 P1259　30％

縄文土器 B （40．8） 口緑部は開きながら内攣する。3単位の波状口緑と推定される。 にぷい赤褐色

C ［12．0］ 口綾部は波頂部直下に背に沈線を有する隆帯により渦巻文を施

し，その端部は隣接する波頂部直下の渦巻文と連結しているこ

とが推定される。地文はL Rの単節縄文で，ロ緑部は横方向に，

それ以外は縦方向に施している。

普通

7

深　　 鉢 A ［24．6］ 口緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり， 長石・石英・雲母 P 1260　20％

縄文土器 B （23．8） 頸部で屈折して，口綾部は外傾する。R Lの単節縄文を，口唇 黒褐色

部外面は横方向に，それ以外は縦方向に施している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

8

深　　 鉢 A ［2 1 ．0 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・雲母 ・針状鉱物 P 12 6 1 2 0％
縄文土器 B （13 ．0 ） 口綾部 は直立する。 R L の単節縄文 を， ロ緑部 は横 方向に，胴 にぷい褐色

部 は縦方 向に施 している。 良好

9

深　　 鉢 B （1上 の 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部は外傾 して立 ち上が る。 R 長石 ・石英 ・雲母 P 126 4 10％
縄文土器 C 白 0 ．0 ］ L の単節縄文 をまばらに横方向 に施 してい る。 明赤褐色

良好

10

浅　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線 部片。目線部 は緩 やかに外傾 する。 L」緑 部内面に稜 を有す 長石 ・石英 ・雲母 T P l 177　5 ％
縄文土器 る。無文 。内 ・外 面は よく研 磨 されている。 黒褐色

良好

補修孔あ り

11

探　　 鉢 B （3 3 ．9 ） 目線部 e頚 部 ・胴 部の一部欠損。胴部は直線的 に立 ち上 がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 126 3 60％
縄文土器 C　 i上 7 クシ状工具 による波状文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐色

良好

底 部に網代痕

12

深　　 鉢 B （1 6 ．0 ） 胴 部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は開 きなが ら内攣 して立 ち 長石 ・石 英 ・雲母 P 126 2 15％
縄文土器 C 白 3 ．4 ］ 上 がる。地文 と してR L の単節縄文 を縦 方向に施 し，半裁竹管 にぷい赤褐色

による平行 沈線 文 を懸垂 させている。 普通

13

浅　　 鉢 A　 3 上6 底部欠損 。胴 部は緩やか に外傾 し， 目線部 に至 る。 目線 部内面 長石 ・石英 ・雲母 P 12 65 80 ％
縄文土器 B （8 ．1） に稜 を有す る。無文。 内 ・外面 はよ く研磨 され てい る。 にぷい褐色

普通

P L 38

補修孔 あ り

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

14 凹　　 石 （13．6） （17．2） （7．1） （205 8．3） 砂　　　 岩 礫 を素材 。表面 に凹みが 7 か所 。 Q lO 1 3

15 石　　 鉄 （1・9） i l・6
0．5 （1．5） チ　 ャ　ー ト 先端部欠損 。 Q lO 14

第醜考量坑（第420図）

位置　調査1区の南乳　C射0区。

重複関係　本跡は第601号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径2。30恥　短径1。87mの楕円形で，深さは40cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　平坦である。

ぽッ紅　5か所でタPlは中央部に，P2～5は壁際に位置している○北壁際にもピットの存在が考えられるが，

第601号土坑と重複している部分であるため確認できなかったo Plは中央部に位置し，長径29cm，短径24cm

の楕円形で，深さ72cmである。P2は東壁際に位置し，長径74cm，短径51cmの楕円形で，深さ67cmである。

P3は南東壁際に位置しタ長径32cm，短径27cmの楕円形で，深さ11cmである。P4は南西壁際に位置し，長径

38cmタ短径35cmのほぼ円形で，深さ80cmであるo P5は西壁際に位置し，長径95cm，短径78cmのほぼ円形

で，深さ64cmである。

穫丑　7層に分層され，第4～7層はP5の覆土である。レンズ状に堆積することから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色
7　暗褐色

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ローム中ブロック・鹿沼パミス粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子0炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片136点が出土している。そのうち縄文土器4点を抽出e図示した。1は胴下半部が欠損する

深鉢で，P5の底面から出土している。2は波状目線を呈する浅鉢の口綾部片，3ほ深鉢の目線部片，4は浅

鉢の目線部片で，いずれも覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第420図　第602号土坑・出土遺物実測図

第602号土坑出土遺物観察表（第420図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 8 ．7 胴 下 半 部欠損。胴部 は外 反 して立ち上が り， ロ綾部 は開 きなが 長石 ・石英 ・雲母 P 126 6　 5 0 ％

縄 文 土 器 B （1 9 ．6 ） ら内 攣 する。4 単 位 の 波状 口緑 を呈す る。口緑部 には沈線が沿 黒褐 色 P L 3 9

う隆 常 に より楕 円形 の区画文 を形成 し，波底部直下の区画文内

には隆帯 による渦巻文 を施 している。胴部 には幅広の懸垂文間

を磨 り消 してい る。地文 は R L の単 節 縄文で， 口緑部 には横方

向に，胴部には縦方向に施 している。

良好

2
浅　　 鉢 B （6 ．5 ） 波状 口縁 を呈す る口緑部片。波頂部 には沈線 が沿 う隆帯 によ り 長石 ・石英 P 126 7　 5 ％

縄 文 土器 渦巻 文 を施 している。 口唇部 には沈線 に よる楕円形文 を連続 さ 灰褐色

せて施 している。 良好

3

探　　 鉢 B （6 ．9 ） ロ縁 部片 。口緑 部は内攣する。沈線が 沿う隆帯 に より文様 を措 長石 ・石英 ・雲母 T P l17 8　 5 ％

縄 文土器 出 している。地文は L R の 単 節 縄文で，横方向 に施 してい る。 黒褐色

良好
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

4

浅　　 鉢 B （4 ．8 ） ロ緑 部片。ロ緑部は緩やか に外傾す る。内面に稜 を有する。無 長石 ・石英 T P l179　 5 ％
縄文土器 文。 にぷ い褐色

普通

第606号土坑（第421図）

位置　調査1区の南東部，C6dl区。

重複関係　本跡は第38号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　径1．朗mの円形で，深さは92cmである。

壁　ほぼ直立する。

底　平坦である。

覆土11層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス粒子微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

9　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス粒子少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片73点が出土している0そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。3は深鉢の胴部片で，覆土

下層から出土している。1・2は探鉢の口緑部片で，いずれも覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

」も6。，

①　　　匝

第421図　第606号土坑・出土遺物実測図
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第606号士坑出土遺物観察表（第421図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎 土 e 色 調 ・焼 成 備　 考

l

深　　 鉢 B （5 ．4 ） ロ緑 部片。口緑部 は内攣 する。沈線 が沿 う隆帯に より文様 を括 長石 ・石英 ・霊 母 T P l摘0　 5 ％

縄文土器 出 している。地文 は R L の単節縄文 で，横方 向に施 してい る。 灰褐 色

普通

2

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 目線 部片。目線部 は内攣す る。 R L の単 節縄 文を，口唇部外面 長石 や石英 T P l 18 1　 5 ％

縄 文土器 は横 方向に，それ以外は縦方向に施 している。 灰褐色

普通

3

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 胴部片 。胴 部はわずか に外反す る。垂下 する幅広 の沈線 間を磨 長 石 ・有 英 ・圭母 T P H 犯　 5 ％

縄文土器 り消 している。地文は R L の単節縄 文で，縦方向 に施 してい る。 褐灰色

良好

第馴　尊堂坑（第422図）

位置　調査1区の南西部，C4g6区。

重複関係　本跡は第1号堀と第9号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　第1号堀と第9号溝に掘り込まれているため芦　開口部は長径が推定で㌃絡mタ　短径が推定で

1。88mの円形である。底面は長径2。40mタ　短径が推定で2。14mの楕円形でタ　深さは58cmで、ある。

壁　フラスコ状を皇する。

底　平坦である。

尊皇　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化物0炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子中量，ローム中ブロックの焼土小ブロックを焼土粒子や炭化物を炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロックe炭化粒子・鹿沼パミス粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片66点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器片8点，磨製石斧l点を抽出の図示

した。1は環状把手を有する深鉢，2は目線部及び胴部の一部が欠損する深鉢，6は深鉢の目線部から底部に

かけての破片で，いずれも覆土下層から出土している。3は深鉢の目線部から胴部にかけての破片夕　射ま深鉢

の胴部片，5は深鉢のロ緑部片，7は探鉢の頚部片，8は浅鉢の目線部付近の破片タ　9ほ磨製石斧でタ　いずれ

も覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第彪固　第610号土坑実測図
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第423図　第610号土坑出土遣物実測図（1）
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